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     プロローグ


    



    　１


    



    　静岡県天あま松まつ市と愛知県境にある峠とうげ道に、最近、暴走族が頻ひん繁ぱんに出現しているという。


    　今どき暴走族かと笑う者もいたが、それでも車とバイクを合わせると二十台以上いるらしく、なかなか侮あなどれない勢力だった。


    　族の連中は夜中に愛知県側から峠を越えて天松市側へ下りてきて、天あま名な湖畔の道路を我が物顔で走り回り、明け方に愛知県側へと戻っていくのが常だった。


    　人家も少ない場所なので、当初は警察もあまり目くじらを立てていなかったが、天名湖畔の道路を走っていた車や、湖畔の駐車場に停とめていた車が襲われたことで状況は一変した。


    　人的被害こそ出ていないが、連日連夜、車が壊されるに至り、ついに警察も重い腰を上げざるをえなくなった。


    　愛知県警と静岡県警は合同で県境の峠道にパトカーや白バイを配置し、暴走族が通りかかったところを一いち網もう打だ尽じんにしようと待ち構えていた。


    　しかし、その夜はとうとう一台の車もバイクも現れなかった。


    　連中、今夜は来ないのか。


    　峠に配備された警官たちはそう思ったのだが。


    　ちょうどその頃、天名湖畔では、またもや車が襲われていた。


    　暴走族は警官が待ち受けているいつも使っている道ではなく、南側にある別の峠道を通って天松市側に下りてきたのだ。


    　警察無線でも傍ぼう受じゆされていたのだろうか。


    　真相は不明だが、警察はまんまと裏をかかれてしまったことになる。


    　警官たちが待ち惚ぼうけをしているあいだに湖岸に現れた暴走族は、天名湖畔にある展望公園の駐車場に車を停めていたカップルに襲いかかっていた。
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    　駐車場に雪な崩だれ込んできた暴走族は、バイクから飛び下り、車から飛び出し、夜の湖を望むベンチでいちゃいちゃラブラブしていたカップルを急襲した。


    　銀色の月明かりの下もと、いい感じに盛り上がっていたカップルは対応が遅れ、為なす術すべもなく族たちに取り囲まれてしまう。


    　彼らに何か特別な目的があったわけではない。ただ単に目についたからという理由で襲われた二人こそ、いい迷惑だったろう。


    「な……なんだ、君たちは!?」


    　彼女を背後に庇かばうようにして、男が必死に虚きよ勢せいを張った。


    「なんだ君たちは!?　と来たもんだぜ」


    「そんなん訊きくまでもねえ」


    「俺たちは通りすがりの、ただの暴走族だよ」


    　特攻服や黒い革ジャン、革パンツに身を固めた族たちが、ぎゃはははは、げひゃひゃひゃ、うぃひひひと下げ卑びた笑い声を上げつつ、カップルを包囲する輪を縮めていく。


    　女性は蒼そう白はくな顔で彼氏の背後で震えるばかり。


    　逃げようにも後ろは湖で、前方百八十度を暴走族に塞ふさがれているので逃げようがない。


    　もっとも、逃げ出したところで連中がおとなしく見み逃のがしてくれるとは思えない。たとえ車に乗り込んで逃げたとしても、彼らのバイクのほうが速いのは確実だ。


    「どうしたよ？　俺たちのことは気にせず、さっきの続きをやれよ、続きを」


    「そうだぜ、こんな夜にこんな人ひと気けのないところまで来たのは、二人でいちゃいちゃするためなんだろ？」


    「ほれほれ、いちゃいちゃしてみせろよ」


    「いちゃちゃだけじゃ物足りねえだろ？　もっと先まで行っちゃってもいいんだぜえ？」


    「っていうか、その先までやれよ。俺たちがしっかり見ててやるからよぉ」


    「まずは、ちゅ～～しろ、ちゅ～～」


    「したら、次は女の服を脱がせろ！」


    「女ぁ脱がせたら、いちゃいちゃじゃなくて、ぬちゃぬちゃさせろや～～」


    　ぐっへへへへ。


    　ぎゃっはははは。


    　ひゃ～～はっははは。


    　族たちは辺り一帯に響き渡るほどの哄笑を上げ。


    　カップルは足を竦すくませ、震え上がり、怯おびえきってしまう。


    　寄り添った二人が小刻みに体を震わせていると、族どもは包囲の輪を縮めてくる。


    「おいおい、どうしたぁ？　そんなところで固まってないで、さっさと女脱がせやぁ」


    「もしかして女に手も出せないヘタレ野郎なのかよ!?」


    　族たちの中でひときわ大柄な男が進み出てきた。


    「だったらしようがねえな。そんなヘタレ野郎が相手じゃ、そっちの彼女も物足りねえだろ。俺たちが相手してやるぜ！」


    　男が傍かたわらの仲間に目配せすると、数人の族が進み出て、彼氏の背中で震えている女性の腕を摑つかんだ。


    「ほ～らほら、そんなところに隠れてないで出てこいよ」


    「俺たちが、そのヘタレ男の代わりにいいことしてやっからよぉ」


    「あんたもそういうことを期待して、こんな場所までそいつについてきたんだろう？」


    「残念だったな、相手がヘタレ野郎で。だが安心しな。そいつの代わりに、俺たちが徹底的にあんたを楽しませてやるからなぁ」


    「それはもう気持ちよすぎて天国に行けるかもだぜぇ？」


    「止やめてお願い許して勘弁してぇぇぇ」


    　女性は悲鳴のような懇こん願がんを繰り返すが、そんなことで思い留とどまるような暴走族ではない。


    「おいおい、そんなに怯おびえんなよ。べつに命を取ろうってんじゃねえんだからよ？」


    「命は取らねえが、とりあえずその服は取らせてもらうかぁ」


    　何人もの男たちの手が女性の服に伸びて。


    　そして、女性のブラウスを引き裂いた。


    　女性のスカートを毟むしり取った。


    「いやぁぁぁ、止めてぇぇぇ」


    　女性の絶叫が夜の駐車場に響いたが、その程度では彼らの行為に対する抑よく止し力になるはずもなく、悲鳴を打ち消すほどの野の太ぶとい笑い声が上がるだけだった。


    「げははははは」


    「ぎゃ～～っはっはっはっ」


    「ぐっひひひひひ」


    



    　３


    



    　と、そのとき。


    　夜の闇を貫つらぬく凛りんと澄んだ声が、男たちの下げ卑びた笑い声に被かぶさった。


    　むしろ打ち消した。


    



    「天国へ逝ゆくのは貴様らのほうだ、この腐った屑くず野郎ども！」


    



    　その声は明らかに女性のものでありながら、男たちを一瞬で黙らせるほど大きく鋭く、そしてよく通った。
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    　族たちの動きが止まった。


    　一瞬、パトカーの拡声器による呼びかけがなされたのかと錯覚したのだ。


    　呼びかけは、族たちにそんな錯覚をさせるほどの大きさで響いた。


    　しかし、警官であれば、いくら暴走族が相手とはいえ、「腐った屑くず野郎」などと呼びかけるはずがない。


    「っていうか、女の声だったぞ？」


    「じゃあ、誰だ？」


    「通りがかりの正義感[image: ]あふれる馬ば鹿かか？」


    　回転の鈍い頭でそこまで考えて、ようやく族たちは動きを再開させた。


    「そんな馬鹿には、お仕置きをしてやらねぇとなぁ」


    　むしろ新しい獲え物ものが登場した？　的な期待に満ちた顔で族たちが振り返ると。


    　いつの間にか駐車場の片隅に、見慣れないグレーのワンボックスカーが停とまっていた。


    　その車の脇わきには五つの人影があった。


    　車までは距離がある上、月光は五人の背後から差していて逆光になっているから、顔立ちも表情もよくわからないのだが、明らかに、確実に、間違いなく、五人とも女性だった。


    　暗夜の中、どうしてそんなことがわかったのかというと。


    　銀色の月光を受けて浮かび上がる五人のシルエットが、どうしようもなく女性のものだったからだ。


    　長めの髪。


    　盛り上がった胸。


    　くびれた腹部。


    　張り出した腰。


    　優雅な曲線を描くボディライン。


    　すべてが、自分たちは女性であることを主張している。


    　そのとき、ごく少数の男たちが、状況が少しばかり不自然なことに気づいた。


    　この暗がりの中、どうしてそんなところまで判別できるんだ？


    　普通に服を着ていれば、体のラインとか、あそこまであからさまには見えないだろ？


    　だが、族たちのほとんどは状況の不自然さに気づかないまま、相手が女性であるという部分だけを見て、いきり立ち、逸はやり立った。


    「何者だ、てめぇらぁぁ!?」


    「ナメたこと言ってんと、犯すぞ、ごらぁ！」


    「っていうか、ナメたこと言わなくても犯す！」


    「逆に俺たちが舐なめてやるわっっ。全身、余すところなくなぁっ」


    「おまえらにも舐めてもらうぜ！　俺たちの某ぼう一点をなぁ」


    「っていうか、棒一点だけどなぁ」


    「ぎゃっはははは」


    「ひぇ～～っひぇっひぇっひぇっ」


    「おい、そっち行くから逃げんなよ」


    「今さら逃げようったって、逃がさないけどなぁ」


    　大半の族が、現れた五人に向かってわらわらと駆け寄っていく。


    　それなのに五人は逃げる素そ振ぶりさえ見せない。族たちが周りを取り囲むのを黙って見ているだけだった。


    「お、おい、なんだこいつら!?」


    「ちょ……頭おかしいんじゃねえの？」


    　五人を取り囲んだ族たちが驚きよう愕がくに目を見開いて動きを止めた。


    　彼らが驚き、不思議に、むしろ不審に思ったのも無理はない。


    　何な故ぜなら。


    「なんでこいつら、全員水着なんだ？」


    「しかも競泳水着じゃねえか!?」


    　そう、五人が五人とも競泳水着に身を包んでいたのだ。


    　逆に言えば、五月の、深夜の、天あま名な湖畔の駐車場で、競泳水着しか着ていなかったのだ。


    「まさか……泳ぎに来たのか？」


    「んなわけねえだろ。泳ぐ季節でもねえし、泳ぐ場所でもねえ」


    　五月でも、夜はまだ冷える。
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    　昨日は夕方から晴れてきて、夜間の放射冷却が進んでいる。この時点で気温は十度近くまで下がっているだろう。


    　泳ぐどころか、水着で野外に出るだけで寒くて震え上がりそうだ。


    　なのに目の前の五人は平然と立っている。


    　競泳水着姿で。


    「こ、こいつら露出狂か？」


    「もしかすっと、[image: ]うわさに聞く羞しゆう恥ちプレイってヤツなんじゃねえ？」


    「本物を見るのは初めてだな」


    　族たちはひそひそと囁ささやき合う。


    「露出狂なのか羞恥プレイなのかはわかんねえが、どっちにしたって、犯やってほしくてあんな恰かつ好こうをしてるわけだな？」


    　だな、だな、と族たちが頷うなずき合う。


    「そこまで期待されたら、犯してやらなくちゃならねえだろ」


    「そうだそうだ。期待されてるのに手ぇ出さないなんて、男の風かざ上かみにもおけねえぜ」


    　爛らん々らんと目を輝かせた族たちが、じりっと前に出ようとすると。


    「おい、待て、おまえら」


    「頭ヘツド！」


    　族の頭ヘツドが進み出てきた。


    「いいか、おまえら」


    　大柄で厳いかつい頭ヘツドが、諄じゆん々じゆんと諭さとすように仲間に言う。


    「あいつらを犯るときは、水着を脱がしたり破ったりするんじゃねえぞ。競泳水着を着た女は、脱がさず破らず犯るのが正しい犯り方だ」


    　頭ヘツドはマニアだった。


    「なぁに、心配しなくてもいい。直すぐ～に気持ちよくしてやっからよ。俺たちはフェミニストなんでな。自分だけ気持ちよければいいなんていう身勝手は言わねえぜ？　犯る以上、相手の女も気持ちよくしてやるさ」


    　頭ヘツドの周囲で下げ卑びた追つい従しようの笑い声が上がった。


    「この、屑くずで間抜けで救いようのない阿あ呆ほうどもめ！」


    　水着姿の一人が吐き捨てる。


    「なっ、なんだとぉ!?」


    　頭ヘツドの顔色が変わった。


    　これだけの人数で囲んで、これだけの脅おどしをかけて、まだ言い返す気力があるというのが信じられない。


    　普通なら、泣き叫び、跪ひざまずき、額ぬかずいて許しを乞こう場面だ。


    　族たちは、そういう無抵抗な女をいたぶるのが快感だった。


    　それなのに、眼前の五人は平然と立っている。


    　少しも怯おびえの色が見えない。


    　どころか、自信満々で立っているように思える。


    　頭ヘツドはそのことを少しだけ不思議に思った。


    　状況の不可解さをもう少し追究していれば、その後の対応も違ったのだろうが……。


    「無理やり犯しても、女はやってるうちに気持ちよくなるなんて思うのは、阿あ呆ほうな男のただの妄想だ。いいか、よく聞け！　貴様らのような不細工な下げ衆す男が何人集まって何をしようが、女が気持ちよくなることなど絶対にあり得ん！」


    　いちばん前に立つ背の高い女──月明かりの下もとのこと、はっきりはわからないが、どうやら黒い競泳水着を着ているようだ──がそう言い切ると、傍かたわらの四人が少し顔を赤らめたのだが、やはり淡い月明かりの下では族たちが気づくことはなかった。


    　頭ヘツドの頭に、かっと血が上る。


    　頭ヘツドは飢えた猛獣もかくやという獰どう猛もうな唸うなり声を上げた。


    「てんめぇぇ、好き勝手なこと言いやがってぇぇ。だったら意地でも気持ちよくさせてやらぁ。俺たちが総掛かりでなぁ。汁塗まみれのアヘ顔晒さらして、もっともっととお強ね請だりするまで、犯やって犯って犯りまくってやるから覚悟しやがれ！」


    　黒い競泳水着の女が鼻で笑う。


    「はん、馬ば鹿かめ。貴様らのような不細工の屑くず野郎相手に気持ちよくなることなど、万に一つの、いぃや、億に一つの可能性もないわ。だが、安心しろ。我々が気持ちよくなることはなくても、貴様らは気持ちよく昇天させてやる。天にも昇る心地で地獄へ逝ゆけ！」


    「どこまでもナメくさりやがってぇ。決めた。てめえらは気持ちよくしてやんねぇ。泣こうが喚わめこうが許さねぇぞ。反へ吐どが出るまで犯し続けてやらぁ。そのあとでも、その減らず口が叩たたけるかな、おい」


    　こめかみに青筋を浮き立たせた頭ヘツドが右手を挙げ、いちばん前にいる黒い水着の背の高い女を指さした。


    「そいつは俺の獲え物ものだ、手ぇ出すなよ、おまえら。他ほかの四人は好きにしろ」


    「おおっ！」


    「溜たまってるすべてを奴やつらの中に全部注ぎ込んでやれっっ！」


    「おおぉ～～っ！」


    　頭ヘツドが、親指と中指を勢いよく擦こすり合わせ。


    　ぱしいっっ。


    　乾いた音で指が鳴った。


    　それを合図に、族どもが獲物に向かって一いつ斉せいに駆け寄る。


    　相手はたったの五人。


    　しかも全員が女子。


    　競泳水着を着ている理由こそわからないが、押さえつけてしまえば、あとは煮るのも焼くのも犯やるのも好き放題。


    　族の男たちがそう考えたのも当然だ。


    「ひゃっはあぁ、これから楽しいパーティーの始まりだぜぇぇ！」


    「水着を脱がせちゃいけねえってのが、少しばかり難易度が高たけぇがなぁ」


    　期待に胸を膨ふくらませ。


    　ついでに股こ間かんも膨らませ。


    　男たちが競泳水着の女子五人に、四方八方から飛びかかった。
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    「べへぁあ～～っ？」


    　早い者勝ちだとばかりに真っ先に獲え物ものに抱きつき押し倒そうとした男の体が、いきなり宙に舞った。間の抜けた声を上げた男はそのまま十メートル以上の距離を飛んで、天あま名な湖の湖面に落下した。


    　そいつだけではない。


    　五人に群がり寄った族たちが、次々に、軽々と、高々と、宙を舞っているではないか。


    　舞った男の数だけ水飛沫しぶきが上がった。


    　残された男たちは、いったい何が起きたのかわからないまま呆ぼう然ぜんと、空を飛んで湖に落ちていく仲間を見上げている。


    　相手は女子。


    　そのシルエットを見る限り普通の女子。


    　よくよく見れば筋肉質の体つきをしているが、だからといって、特別に手足の筋力が発達しているようには見えない。


    　それなのに。


    　五人は、まるで野菜か果物でも投げているように軽々と男たちを投げつける。


    　男子プロレスラーだって、ああも軽々と人を投げられないだろう。


    　その場で持ち上げて下に叩たたきつけるだけならともかく、体重が七十キロも八十キロもある男たちを、十メートル以上も先まで放り投げるなど、とても人間業わざとは思えない。


    　あっという間に暴走族の半数近くが湖に投げ込まれた。


    　投げ込まれた男たちは必死に手足を動かして岸へ泳ぎ寄ろうとしているが、その場に浮かんでいるだけで精一杯の体ていだ。


    　着衣水泳はかなり難易度の高い技術、経験のない者が服を着たまま泳ぐのは難しい。


    　あまりに衝撃的な光景を見せつけられたせいで足が竦すくんだのか、残った族どもは呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしている。


    　飛びかかってくる族が途切れたので、五人のうちの四人は、その辺に停とめてあったバイクに向かった。


    　そして。


    　両手で軽々とバイクを持ち上げ、体を一回転させて勢いをつけると、ハンマー投げの選手のようにバイクを湖に向けて放り投げた。


    　二百キロ以上の重さがある大型バイクが放物線を描いて宙を飛び、大きな水飛沫しぶきを上げて湖に落下した。


    　こちらは人と違って、すぐに湖底へと沈んでいった。


    「なっなっなっなんだぁぁ!?　いったい全体、何が起こってやがるんだ、これはぁぁ!?」


    　頭ヘツドが目を見開き、戦おののくような呻うめき声を漏もらした。


    　目の前で繰り広げられる光景は、この世のものとは思えないほど現実感が希薄だった。


    　それはそうだろう。


    　湖畔の深夜の駐車場で。


    　月光に照らされ、競泳水着に身を包んだ女子が五人。


    　人間を軽々と放り投げ。


    　のみならず、バイクまでをも放り投げている。


    　この光景を誰かに説明したところで、寝言を言うな！　とか、冗談も大たい概がいにしろ！　と窘たしなめられるだけだろう。


    　五人の女の正体は不明で。


    　どうして競泳水着を着ているのかも不明で。


    　どうしてあんな馬ば鹿か力を発揮できるのかも不明で。


    　すべてが不明の中で、ただ一つ、わかったことがある。


    　この五人が美お味いしい獲え物ものだと思ったのは、族たちのとんでもない勘違いだった。


    　取り返しのつかない錯覚だった。


    　獲物だったのは暴走族のほうだ。


    　そして五人は狩人かりゆうどだ。


    　獰どう猛もうな獣けものを狩る、恐ろしいまでに腕の立つ狩人。


    　気がつくと、頭ヘツドの周囲から仲間の影が消えていた。一いつ掃そうされていた。


    　三十人近くいた──一台の車やバイクに複数人が乗っていたから、台数よりも人数のほうが多い──暴走族の全員が天あま名な湖に叩たたき込まれるのに、五分とかかっていない。


    「さぁ、残りはおまえだけだ」


    　黒い競泳水着に身を包んだ大柄な女子が悠然とした足取りで、ただ一人残った頭ヘツドのほうへと歩み寄ってくる。


    「貴様、さっき、わたしたちを犯すとかどうとか言ってたな？　泣いても喚わめいても許さないとかも言ってたな？　どうした？　犯やらないのか？」


    　頭ヘツドのこめかみに脂あぶら汗が浮き、脇わきの下を冷や汗が流れ落ちる。


    「威勢のいいのは口だけか？　どうやらヘタレだったのは貴様のようだな。股こ間かんの×××までヘタレてるんだろ。そんなヘタレ×××で女を気持ちよくしようだなんて寝言は、死んでから言え！」


    　黒い競泳水着の女が吐き捨てるようにそう言うと、すべての族を湖に投げ込んだ残りの四人から声がかかった。


    「死んだら寝言は言えないと思うけど～～？」


    「っていうか、司令、そういう卑ひ猥わいな単語を当たり前の顔で口にしないで！」


    　しれい？　なんだしれいって？　まさか死霊じゃねえよな？　司令？　って、いや、そんなことを考えてる場合じゃねえ！


    　相手の戦力は圧倒的だった。腕っ節には多少の自信がある頭ヘツドだが、大型バイクを放り投げるような化け物とまともに闘えるはずがない。


    　ここは逃げの一いつ手てだろ！


    　頭ヘツドは血走った目で辺りを見渡す。


    　あった！


    　自分のバイクがまだ無事に停とまっていることを確認すると、頭ヘツドはその場で踵きびすを返し、先ほどのカップルのほうへと駆け寄った。


    　すっかり忘れられてしまった二人だが、目の前の急展開にまったく追いついていけないまま、まだ呆ぼう然ぜんとベンチに座っていた。


    　頭ヘツドは男を突き飛ばすと、服を裂かれて半裸になっている女の腕をねじり上げ、自分の前面に立たせる。


    「近づくな！　この女をぶっ殺すぞ」


    　五人の足が止まったのを見て、頭ヘツドは女を引きずりながら自分のバイクまで走った。


    　バイクのシートに跨またがった頭ヘツドは、右手でイグニッションキーを差し込むと、セルボタンを押しながらスロットルを開ける。


    　Ｖ型四気き筒とうエンジンは直すぐにけたたましい咆ほう哮こうを放ち、腹に響くエキゾーストノートが深夜の静せい寂じやくを破って辺りに轟とどろいた。


    　頭ヘツドは女を突き飛ばすと、空あいた左手で素早くクラッチを切り、左足爪つま先さきでギヤを一いつ速そくに叩たたき込んだ。


    　ブレーキをかけたままバイクを倒してアクセルを思い切り開けてやると、後輪が派手なスキッド音を上げ、白煙を噴ふいて空転し、バイクがくるりと回って向きを変えた。


    　いわゆるマックスターンというヤツだ。


    　映画『マッドマックス』以来、連れん綿めんと続く暴走族の伝統芸（？）の一つである。


    　これだけは飽きるほど練習したので、どんな状況だろうと、キメる自信が頭ヘツドにはあった。


    　クラッチを切ってバイクを真まっ直すぐに立て直すと、頭ヘツドは五人に向かって叫んだ。


    「退のけや、こらぁ！」


    　スロットルを開け、いきなりクラッチを繫つなぐ。


    　重たい大型バイクの後輪が悲鳴のようなスキッド音を撒まき散らし、白煙を上げて空転する。


    　が、それも一瞬。


    　後輪がグリップを回復すると同時に、バイクは弾はじかれたように発進した。


    　一瞬、フロントタイヤが浮いたが、それも束つかの間ま、頭ヘツドがアクセルを全開にすると、大型バイクは狂った獣けもののように急加速する。


    　その前に、あの黒い水着の女が立ち塞ふさがった。


    　肩幅に足を開き、両手を水平に広げて。


    「死ぬぞ、てめぇぇぇ！」


    　バイクの加速は圧倒的だ。すでに時速四、五十キロには達しているだろうか。


    　女が立っているところまで走れば、時速七、八十キロ、いや下へ手たすると百キロに達しているかもしれない。その速度で衝突したら、相撲すもう取りかプロレスラーでもない限り、空中に高々と跳はね飛ばされ、地面に叩たたきつけられることになる。


    　当然、目の前の女はバイクを避けるはずだと、頭ヘツドはそう思っていた。


    　ところが。


    　避けるどころか、女はバイクのほうへと向かって足を踏みだしてきた。


    　このままでは確実に女を跳ね飛ばしてしまう。そうなれば、女は全身を強打して複雑骨折は間違いない。最悪、内臓破裂で死ぬだろう。あるいは頭を打って死ぬか。


    　いずれにせよ、殺してしまう。


    　そう思った頭ヘツドは絶叫を放った。


    



    「馬ば鹿か野郎～～っ、そこを退けぇぇぇ！」
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    　辺りの空気を震わすようなクラッシュ音が響いた。


    　そして。


    　宙に舞ったのは、頭ヘツドを乗せた大型バイクのほうだった。


    　何が起きたのか。


    　あるいは、何が起きなかったのか。


    　頭ヘツドにはまったくわからなかった。


    　気がつけば、自分の体が高々と空中に舞いあがっていた。


    　乗っていたバイクは、自分の体の直すぐ横にある。


    　空中に舞いあがったバイクから投げ出されたのだろう。


    　見下ろした感じ、地上十メートルくらいまで上がっている。


    　このまま落ちれば、コンクリートで舗装されている駐車場の路面に叩たたきつけられる。全身の複雑骨折に内臓破裂という最悪のコースが待ち受けているのは頭ヘツドのほうだった。


    　ヤベえ。死ぬ。


    　そう思った頭ヘツドは、なんとか空中で姿勢を整え、落下の衝撃に備えようとするのだが、上う手まく手足を動かせない。


    　自分の体が落下し始めたのを感じ、頭ヘツドの意識が遠くなる。


    　固い地面が眼前に迫り、頭ヘツドは目を瞑つぶった。


    　その直後、落下に急停止がかかったのがわかった。


    　バイクが地面に激突する耳をつんざく轟ごう音おんが直ぐ横で聞こえたのに、頭ヘツドの体には激突の衝撃が襲ってこなかった。


    　頭ヘツドが恐る恐る目を開けると、あの黒い競泳水着の女に襟えり首くびを摑つかまれていた。


    　片腕で。


    　軽々と。


    　まるで猫でも持ち上げるように。


    　そして女は、ひょいっと頭ヘツドを放り投げた。


    　体重が八十キロはある頭ヘツドを、テークバックすらつけずに投げつけたのだ。


    「うわぁぁぁぁ～～～～っっ」


    　頭ヘツドの野の太ぶとい絶叫が響き。


    　少しして、盛大な水飛沫しぶきの音が上がった。


    「う～～ん、二十メートルくらいしか飛ばなかったか？　もう少し飛ぶと思ったんだけどな。思ってたより重かったんだな、あいつ。革ジャンに、鎖やら何やら、じゃらじゃらと付けてたからな」


    　目ま庇びさしをして頭ヘツドが飛んだ方向を見やっていた女だが、


    「ま、いいか」


    　と言って振り返り、頭ヘツドに突き飛ばされて駐車場に倒れたままの女性に近寄っていった。


    「お嬢さん、大丈夫かい？」


    　助けてもらったというのに、その女性は暴走族に囲まれたときよりも蒼そう白はくな顔で、かたかたと全身を震わせるばかりだ。


    「ほらぁ、司令の顔が怖いって」


    「んなわけ、あるか！」


    　黒い競泳水着の女が、ピンクの競泳水着の女子を睨にらみつけている。


    「はい、これ、どうぞ」


    　赤い競泳水着に身を包んだ女子が倒れている女性に向かって何かを差し出した。


    　女性はのろのろと顔を上げ、差し出されたそれを受け取り、そして。


    「……ジャージ？」


    　小首を傾かしげた。


    「今はそんな物しか持ち合わせがないので、それで我慢してください」


    　そう言うと、赤い競泳水着の女子が黒い競泳水着の女に呼びかける。


    「それより、そろそろ引き揚げませんか、司令。もたもたしていると、警察が来るかもしれませんよ？」


    「……だな。よし、引き揚げるか」


    　五人が踵きびすを返して歩きだそうとすると、ようやく我われに返った女性が弱々しい声で切れ切れに訊きいてきた。


    「あの……あなたたちは……いったい……」


    　足を止めた黒い競泳水着の女が、顔だけを女性のほうへと向ける。


    「まぁ、わたしたちがどこの何者かなんてことは知らなくていいよ。それでは気持ちが悪くて夜も寝られないっていうのなら、そうだな、こう考えてくれ。わたしらは正義の味方だ。悪を挫くじき弱きを守る競泳戦隊ミズギーズだ……ってな」

  


  [image: ]



  
     第１章　神楽岡藻琴は平凡という名の鎧を着込んでいる
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    　神楽かぐら岡おか藻も琴ことは武装している。


    　平凡という名の鎧よろいを着て、普通という名の兜かぶとを被かぶり、常識という名の槍やりを携たずさえている。


    　とはいえ、自分の意思でそれらを装備したわけではない。気がついたら、平凡を着て普通を被り常識を携えていたのだ。


    　この武装は本人の好き嫌いで着脱できないのが難点である。


    　生まれたときにかけられた魔女の呪のろいのように、これらの武装はその後の神楽岡藻琴の人生を支配した。


    　ドラマチックなことなど何もない、平へい穏おんで安あん逸いつな子供時代を藻琴は送ったのである。


    



    　藻琴を取り巻く状況は中学生になっても変わらなかった。


    　平凡という名の鎧は肌のように己おのれと一体化し、普通という名の兜は髪の毛のように自然で、常識という槍は持っていることを感じさせないほど手に馴な染じんだ。


    　波は瀾らん万ばん丈じようという四文字熟語ほど神楽岡藻琴の人生に無縁な言葉もないだろう。


    　もっとも、平凡であることや常識的であることが悪いというわけではない。これはこれで、実生活の面ではかなり強力な武装なのだ。


    　とりあえず、表面的な友だちを作ったりするのにはとても役に立つし、先生からの受けも、まぁいい。


    　そうして藻琴は中学の三年間を、それまでの十二年間と同じように安あん穏のんに、安あん寧ねいに、安全に過ごした。


    　平凡という名の鎧を脱ぎたいと密ひそかに思いつつ、普通という名の兜を外したいと密かに望みつつ、常識という名の槍を捨て去りたいと密かに願いつつ、けれど、そんな機会も意思もないまま、今年、藻琴は高校生になった。


    



    　最初に入学した埼玉県の公立高校ではその武装が効果を発揮し、直すぐに何人もの新しい友だちができた。


    　それなのに、両親の仕事の都合で早々に引っ越し＆転校をする羽は目めになって、藻琴は盛大にぶ～たれたものだ。


    　しかし、転校の期日が目の前に迫る頃には、彼女はいつもより前向きな気持ちになることができた。


    　住み慣れた土地を、馴染んだ街を、遠く離れることには抵抗がある。


    　転校先で、また一から友だち作りをしなくてはならないのかと思うと気が重かった。


    　でも逆に考えれば、新しい自分をアピールするチャンスではないだろうか……ということに藻も琴ことは思い至ったのだ。


    　自分が何も知らない土地で。


    　自分を誰も知らない学校で。


    　そこでなら、自分を雁がん字じ搦がらめにしていた平凡という鎧よろいを、普通という兜かぶとを、常識という槍やりを、脱ぎ去り捨て去ることができるのではないだろうか。


    　彼女にしては珍しく、そんな空想をしてしまった。


    　言い換えれば、この引っ越しは、この転校は、自分を変える千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスであると、藻琴はそう感じたのだ。


    　だから今、彼女は希望に燃えている。


    　自分が変わるために。


    　自分を変えるために。


    　平凡という鎧を脱ぎ捨て、普通という兜を外し、常識という槍を捨て去る。生まれたままの姿になって、新しい服を着ることができるかもしれない。新しい服は今までよりずっと身軽で、もっと新鮮で、とびきり魅力的な物かもしれない。


    　藻琴は、そんな可能性に胸をときめかせたりする。


    　そのためにも今日から頑張ってみようと、決意を新たにしていた。
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    　見慣れない道。


    　初めて袖そでに腕を通した制服。


    　まだ見ぬ友だち。


    　今日から始まる新たな日々。


    　そんな、いつもと少し違う（ような気がする）五月上旬の爽さわやかな朝、藻琴は転校先の高校へと続く通学路を歩いていた。


    　新しい家から新しい高校までは徒歩で通えるから、こと通学に関しては、埼玉にいた頃より楽になった。


    　周りには、自分と同じ制服を着た生徒が多数、歩いている。


    　仲良く話しながら、あるいは一人で先を急ぎながら、彼女たちは学校を目指して歩いている。


    　ここで「彼女たち」と言ったのは、藻琴の転校先が女子高だったからだ。


    　のんびりと通学路を歩きながら、藻琴は学校に関して仕入れた知識を頭の中で反はん芻すうする。


    



    　私立天あめ乃の宮みや学院女子高等学校。


    　それが藻も琴ことが通うことになる高校の正式な名称で、所在地は静岡県天あま松まつ市。


    　通称を「天あめ女じよ」とか「天あめ学がく」などと呼ばれる、歴史と伝統ある女子高だった。


    　なかには「天女」をもじって「天てん女によ」と呼ぶ者もいる。


    　天あめ乃の宮みや学院グループは、高校だけでなく、系列校として中学や大学まで持っているという、かなり規模の大きな学校法人だった。


    　天乃宮学院女子高の学生レベルは玉ぎよく石せき混こん淆こうだったが、進学希望者が八割以上を占めていて、地元ではそこそこの進学校として通っている。


    　毎年、一人、二人ながら、東大や京大に進む生徒もいるらしい。


    　転校先を親から聞かされたとき藻琴は「今どき女子高だなんて」と言って抵抗したが、急な転校でもあり、正式な編入試験を受ける余裕もなく、母親の勤め先に近いエリアで彼女がすんなりと転校できるのは、ぶっちゃけた話、その私立の女子高だけだったのである。


    　しかし、前述のように偏差値的にそう悪い高校ではないので、藻琴が都みやこ落ちした気分に陥おちいることはなかった。


    　それに、と彼女が考える。


    　男子の目を気にしなくていいのは、男子の存在に注意を払わなくていいのは、それはそれで気が楽だった。


    　今までの自分と決別して新しい自分を創つくっていくためには、男子がいないほうがいいのかもしれないと、そんなことも考えた。


    



    　さて、天乃宮女子高、どんなところかな。どんなクラスメートがいるのかな。


    　期待に胸を膨ふくらませつつ、その反面、不安に胸を圧迫されるような感覚も覚えつつ、藻琴はゆっくりと歩ほを進めていった。
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    　家から二十分と少しを歩き、藻琴は目指す高校＝私立天乃宮学院女子高等学校に着いた。


    　自転車なら十分とかからないかもしれない。可能なら自転車通学を申請したいところだが、この距離で自転車通学が認められるかどうかは微妙なところだった。


    　それに。


    　歩いて歩けない距離ではないのに自転車通学を申請したりすれば目立ってしまうのではないかということを、藻琴は密ひそかに恐れていたりする。


    　転校早々、あまり目立ちたくないものね。自転車通学の件は、とりあえず保留にしておこう。それよりも。ここが今日からわたしが通う高校かぁ。


    　高校の正門前に立った藻琴は、広大なグラウンドの向こうに建つ三階建ての校舎を見やり、少しだけ感慨に耽ふける。


    　ここで自分を縛ってきた平凡や普通や常識とサヨナラできるだろうか。


    　ううん、やる。やらなきゃ。変わらなきゃ。そのために頑張る。戦う。だから、ここはわたしの新しい戦場……なのかも。


    



    　藻も琴ことはまだ知らない。夢にも思わない。


    　そこが、藻琴の価値観を崩壊させ、彼女の人生を激変させることになる、本当の戦場だったことを。


    　波は瀾らん万ばん丈じようが自分の眼前まで迫っていることを。
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    「え～～、では転校生を紹介する」


    　１‐Ｃの教室に入るなり、担任の男性教師はそう言った。


    「どうしてこの時期に？　とか、なんでこのクラスに？　とか、いろいろ疑問はあるだろうが、そこは家庭の事情というヤツなので、あまり深く詮せん索さくしないように。じゃ、神楽かぐら岡おか藻琴クン、入って」


    　アラサーと思われる担任教師、とりあえず見た目はまずまずだが、その口調からは、やる気とか熱意とか、あまり感じられない。


    　今どきの教師なんて、こんなものだよね。


    　と思いつつ、藻琴は緊張感に包まれて教室に足を踏み入れる。


    「失礼しま～～す」


    　藻琴はそつのない笑みを顔に浮かべ、腰を折り頭を低くして進み出る。


    　ちょっと卑屈に過ぎないかな、と思うものの、初めての教室に胸を張って堂々と入ってくるなんて真ま似ねは、逆立ちしても藻琴にはできない。太陽が西から昇るほどにあり得ない。


    　教室内が少しざわついているが、この程度は想定の範囲内というものだろう。


    　さて、どんなクラスメートたちがいるのかな。


    　そんな期待を胸に秘めつつ、先生の隣に立った藻琴は、ゆっくりと顔を上げ、伏し目がちにそっと教室内を見渡した。


    　そして、ピキリと固まった。


    　体だけでなく、愛あい想そ笑いを浮かべたままの状態で顔の筋肉も固まってしまった。


    　教室内におかしなものを見つけたからだ。


    　いや、おかしな者と言うべきだろうか。


    　教室の中央の列の後ろから三番目の席に、その女生徒は座っていた。


    　彼女は光り輝く広いデコと赤いフレームの眼め鏡がねが印象的で、表情に乏しいながらも理知的な雰囲気を漂ただよわせている。


    　いわゆる「委員長」タイプだ。


    　というか、ここは「いいんちょ」と言うべきかも？　いやでも……。


    　藻も琴ことは驚きよう愕がくに囚とらわれたまま、彼女のことを見つめる。凝ぎよう視しする。


    　そんな状態でも、なるべく驚きを顔に出さないように努力してしまう藻琴の気配りは大したものだが、彼女の努力が報われているかというと、かなり疑問である。


    　どうして藻琴がそこまで驚いたかといえば、その女生徒が委員長にはあり得ない恰かつ好こうをしていたからだ。


    　というより、委員長であろうとなかろうと、普通あんな恰好はしないはず。それほど彼女はあり得ない恰好をしていた。


    　端的に言えば、彼女は水着姿だったのだ。


    　それも競泳水着である。


    　しかも、特殊素材でできた膝ひざまでを覆おおう最近流行のタイプではなく、極薄でハイレグタイプのようだった。


    　ようだった、というのは、腰から下が机に隠れているせいなのだが。


    　藻琴にとって、競泳水着自体は見慣れた物である。


    　何しろ中学の三年間、彼女は放課後を水泳部で過ごしてきたのだ。競泳水着はいつも自分が着ていた物で、ハイレグだろうと極薄だろうと、それだけで驚きはしない。


    　問題は。


    　なんで教室で、しかも朝のホームルームで競泳水着なのぉぉ!?


    　見た瞬間、藻琴は腰を抜かしそうに驚いたのだが、教室にいる生徒はむろん、教壇脇わきに立つ担任さえ、驚いてもいなければ騒ぐこともない。その異様な光景をごく自然に、あるがままに受け容いれているように思える。


    　なんでぇぇ？　どうして誰もツッコまないのぉぉ？


    　藻琴は俯うつむき加減のまま、血走った目で素早く教室を見渡す。


    　他ほかの生徒は全員が学校の制服を着ている。当たり前だ。朝のホームルームなのだから、それ以外の恰好をするはずがないではないか。


    　なのにあの女生徒は競泳水着……。


    　そのことだけでも異様なのに、もっと異様なのは、むしろ異常なのは、水着姿の彼女を気にしている生徒が一人もいないことだった。


    　藻琴は生徒たちの前で呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ。


    　そこにあるのは藻琴の知っている日常とはあまりにかけ離れた光景だった。


    　はっっっ。まさか虐いじめなの？　クラスの生徒が寄ってたかって嫌がる彼女に水着を着せて、その恥ずかしい恰かつ好こうで授業を受けさせるという陰湿な虐いじめとか!?


    　だがしかしけれども。


    　仮にそうだったとしても、藻も琴ことにはどうすることもできない。


    　クラスすべてを敵に回してまで虐められている弱者を救済する……なんていう英雄のような真ま似ねは、藻琴にはできないことだから。


    　藻琴にできることは、せいぜい匿とく名めいの投書を市の教育委員会に送ることくらいだ。


    「神楽かぐら岡おかクン？」


    　担任教師が呼んでいるその声が、藻琴の脳裏のどこか遠くのほうで響いている。


    「神楽岡クン、どうかしたのかい？」


    　藻琴はようやくのことで我われに返った。


    「あっ、いえっ、どうもしません……ケド」


    　藻琴は窺うかがうように先生の顔をそっと見上げた。


    　教師も平然としている。


    　まるでそれが当然のことだとでもいうように落ち着いている。


    　であれば、あれは虐めではないのだろうか。


    　まさか、この先生が見て見ぬふりをしてる……ってことは、さすがにないよね？


    　いくら最近の教師が教育に対する情熱を失っていたとしても、これだけあからさまな虐めを見て見ぬふりはしないだろう……と思いたい。
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    「じゃあ、自己紹介でもして」


    　担任は、かなりおざなりな調子でそう言った。


    　水着の生徒のことを毛ほども気にしていないのは確実で、彼のその態度が、虐いじめを見て見ぬふりをしているのではないことの傍ぼう証しようであるような気がする。


    　……どういうことなのかな。


    　藻も琴ことは混乱した頭で必死に考える。


    　そして一つの可能性が閃ひらめいた。


    　朝練？　そうか、朝練があったんだ！　彼女は水泳部員で、朝、プールで泳いでて、それで着替える時間がなくって、そのまま教室に来ちゃったんだ！


    　藻琴も、中学のとき、大会に備えて朝練したことがある。


    　当然、朝練が終わったら制服に着替えた。決して濡ぬれた水着のままホームルームを受けたりしなかった。というか、そんな恥ずかしい真ま似ねは、やれと言われてもやりたくない。


    　でも、あの女生徒が朝練のあと、そのまま着替えずにここに来たという可能性はあるよね。っていうか、どう考えてもその可能性しかないよね？


    　金きん田だ一いち君だろうとコナン君だろうと、それ以外の推理はできないはずだと藻琴は思う。


    　だったら、クラスメートとか先生が何も言わないのもわからないでもないかな。いやでも、先生は一言くらい言いそうだけど。ちゃんと着替えてこいとか……。


    　まだ疑問は残るものの、とりあえず、目の前の異様な光景に説明のつく合理的な理由を思いつけて藻琴は安心した。心底、安あん堵どした。


    　何も思いつけなかったら、彼女の平凡という名の堅固な鎧よろいは、普通という名の頑丈な兜かぶとは、常識という名の大きな槍やりは、今この場で粉こな々ごなに砕け散っていたかもしれない。


    　いくら藻琴が平凡という鎧を脱ぎ捨て、普通という兜を外し、常識という槍を捨て去りたいと願っていても、転校初日にいきなり破壊されては完全に無防備になってしまう。裸で人混ごみに放り出されたような心こころ許もとなさに怯おびえてしまう。


    　少なくとも、鎧や兜や槍は覚悟を決めてから自分の手で脱ぎたいし捨てたい。


    　人に脱がされるのは嫌だし、いきなり破壊されるのなんて以もつての外ほかだ。


    　藻琴はもう一度、彼女が水着姿である理由を思いつけたことに安堵の息を吐はいた。


    　ちょうどよかった。彼女が水泳部員なら、あとで水泳部のこととか教えてもらおう。


    　藻琴は高校でも水泳を続けるつもりだったから、そんなことを思ったのだが。


    　いやいや、今はこの転校初日のパフォーマンスに全力を投入すべき。


    　先生が退のいた教壇上のスペースに進み出た藻琴は、自分の名前をホワイトボードに書いてから──あまりにステロタイプな対応だと思ったが、彼女の常識がそうさせた──「かぐらおかもこと」と名乗って、両親の転勤で埼玉県の某ぼう市から転校してきたことを説明した。


    　そして最後にもう一度、


    「よろしくお願いします」


    　と頭を下げると、教室のあちこちからおざなりの拍手が疎まばらに沸わいた。


    「じゃあ、何かわからないことがあったらクラス委員長の相あいの内ないクンに訊きいて。席は彼女の後ろを空あけておいたから、そこに座って」


    　担任の教師は、相内という女生徒に立ち上がるようにと手で合図を送った。


    　すると。


    　立ち上がったのは競泳水着の少女だった。


    　彼女が立ち上がって初めて、机に隠れていた腰から下が藻も琴ことにも確認できた。


    　彼女の競泳水着のハイレグ度は「なかなかの」とか「かなりの」とかいう形容詞では追いつかないほどの角度だった。


    　相応ふさわしい形容詞は「恐ろしいほどの」だろうか。


    　そう、彼女の競泳水着の股こ間かんの角度は「恐ろしいほど」の「超ハイレグ」だった。


    　っていうか、本当に委員長だった！


    　彼女が委員長であるなら、虐いじめられている可能性は消滅したと言っていいだろう。


    　じっさい相内委員長は堂々と、悪びれもせず、恥ずかしがりもせず、むしろ胸を張るように極薄超ハイレグ水着で立っている。


    



    　朝のホームルームの教室で。


    　一人を除く女子生徒全員が制服で。


    　教壇には背広姿の先生（♂）がいて。


    　ただ一人、眼め鏡がねっ娘こ委員長だけが競泳水着。


    



    　やはりあり得ない光景だった。


    　むしろ悪夢と呼んでも差し支えないほどの光景だった。


    　彼女が委員長であるなら、いくら朝練をしていたからといって、競泳水着のまま教室に来てはいけないのではないだろうか。


    　それとも、この学校では部活の服装で授業を受けてもいいことになってるのかな？


    　だとしても、競泳水着はないだろうと藻琴は思う。


    　それに、部活の服装でＯＫだというのなら、他ほかにも何人か、その手の生徒がいそうなものだ。水泳部だけが朝練をしているわけでもないだろうに、相内以外は全員が制服姿だった。


    　どう対応していいのかわからないまま、藻琴が立ち竦すくんでいると。


    　相内にガン見された。


    　彼女の目つきがキツいから、なんだか睨にらまれているような気になる。


    「どうした、神楽かぐら岡おかクン。席は相あいの内ないクンの後ろだ」


    　担任教師が、早く席に着きなさいとばかりに、競泳水着姿で立っている相内のほうへ視線を送った。


    　ああ、そうか。相内さんは、わたしが来るのを待っているんだ。


    　ようやくのことでそう悟さとった藻も琴ことは、おっかなびっくりの足取りで机の列のあいだを歩いていく。


    　クラス全員の視線が自分に集中しているのを感じて、藻琴はとても居心地が悪い。


    　っていうか、みんな、どうして相内さんを見ないの？　水着だよ？　競泳水着だよ？　おかしくない？　奇妙に思わないのかな？


    　それとも相内は、水着でいようと裸でいようと誰にも有う無むを言わさないというほどの実力者なのだろうか。


    　あるいは、毎日毎朝これだから、みんな、もう慣れてしまったのだろうか。見飽きてしまったのだろうか。


    　でもまだ五月だよ。この異様な光景に慣れるほどの日にちがあったとは思えないんですけど。まさかこの人……入学直後から水着姿で？


    　やや腰が引けた姿勢で藻琴が恐る恐る歩み寄っていくと。


    「クラス委員長の相内美み幌ほろです」


    　赤い眼め鏡がねのフレームを押しあげながら、競泳水着姿の彼女はそう名乗った。


    「あ、えぇと、神楽岡藻琴です、よろしくお願い……しま……す？」


    　最後は疑問形になってしまった。


    　無理もない。


    　隣に立ってみると、相内の水着が少しも濡ぬれていないのがわかったからだ。


    　え～～？　どうしてえぇぇ？　朝練して、そのまま来ちゃったんじゃないのぉぉ!?


    　藻琴が目を見開いて相内を凝ぎよう視しする。


    　やはり異様な光景だった。


    　むしろ異常な光景だった。


    　もはや異能な光景なのかもしれない。


    　競泳水着姿の相内は、自分の後ろの席を指し示しながら、にこりともしないまま言った。


    「そこが空あいている席よ。何かわからないことがあったら、わたしに訊きいて」


    　どうして競泳水着を着てるんですか？


    　真っ先にそう訊きたい。訊きたくて訊きたくて堪たまらない。


    　けれど。


    　藻琴の日常レーダーが、ここで訊いたら負けだと囁ささやいている。


    　郷ごうに入いっては郷に従え。


    　競泳水着の女生徒をクラスメートや担任が普通に受け容いれている以上、藻も琴ことだけが騒いではいけないのだ。たぶん。


    　それがどれほど非日常的で非常識に思えても。


    　それがどれほど異様で異常なことに見えても。


    　みんなが受け容れているのなら、自分も受け容れなくてはならない。


    　それが藻琴のポリシーであり、生いき様ざまだった……というのは大げさで、ただ単に、この場で訊きく度胸がないだけだったのだが。


    　あとで訊こう。訊き糺ただそう。


    　そう思って、藻琴はおとなしく相あいの内ないの後ろに着席した。


    　座ってみると、目の前に相内の背中がある。


    　というか、剝むき出しの肩と競泳水着の肩紐ひもが。


    　どうしようもなく異様な光景だった。


    



    　５


    



    　ちょうど一時限目は担任の先生の受け持ちだったため、そのまま授業が始まった……のだが、その前に担任教師は相内に視線を向け、どうでもいいような口調で言った。


    「あ～～、それから相内クン」


    「はい、先生」


    「教室内では、できるだけ制服を着てくれないか」


    　よかった～～。やっと彼女の恰かつ好こうに触れてくれた～～。なんかクラスメートも先生も、彼女のことが見えてないんじゃないかと思ったよ～～。


    　藻琴は内心で盛大に安あん堵どの息を吐はいた。


    　しかし、担任の指摘に対して相内は。


    「前向きに善ぜん処しよしたいと思います」


    　それで済ませちゃうのぉぉ？


    「あぁ、まぁ、よろしくな」


    　先生も、それだけぇぇ？


    　藻琴は担任と目が合わないように努力しながら、彼の表情を窺うかがう。


    　相変わらずやる気や情熱が見えない顔だ。


    　相内への注意も、ただルーティンワークをこなしただけ、といった様子だった。


    　普通はもっとちゃんと言い聞かせるんじゃないのかなぁ？


    　相内が競泳水着で授業を受けることに対して、担任の先生が特に困ってもいなければ怒ってもいないことは明白だった。


    　わからない。相あいの内ないさんが何を考えてるのかわからない。担任が何を考えてるのかわからない。クラスメートが何を考えてるのかわからない。


    　藻も琴ことは大きな戸と惑まどいと困惑に囚とらわれたまま、教科書のページを開くのだった。


    



    　６


    



    　担任の教科は数学だった。


    　相内美み幌ほろは静かにノートにペンを走らせ、たまに教師に質問したりしていた。


    　競泳水着姿で。


    　先生が板書した設問に対して手を挙げ、教壇まで出て数式を解いたりしていた。


    　競泳水着姿で。


    　水着がちょっとお尻しりに食い込んだりしているのが、そこはかとなくエロかった。


    



    　ちなみに。


    　正式な競泳水着にはＴバックのような際どい形状はあり得ない。それでは大会に出られないから。


    　女子の競泳水着の場合、一定以上の面積が確保されていないと、大会への出場が認められないのだ。したがって、ビキニで出場というのもあり得ない。


    　もっとも、ビキニで飛び込んだりしたらそれはもう大変なことになるから──入水の直後に水中でビキニのトップが消滅しているのは確実だ──たとえ認められたとしても、そんな恰かつ好こうで出場する選手はいないだろうが。


    　余談はさておき。


    



    　さすがにクラス委員長だけのことはある。相内美幌、勉強はできるようだった。


    　だがしかし。


    　数学の授業中に、競泳水着姿の女生徒がホワイトボードに向かって数式を解いているという光景は、まともに見ると眩暈めまいがしそうなくらい異様で異常で遺い憾かんだった。


    　そして、そんなことを感じているのが藻琴だけらしいことも、藻琴の混乱に拍車をかける。


    　どの生徒も、その光景を当たり前のように受け容いれている。


    　おかしいよね。変だよね。どうしてみんな当たり前の顔をしているの？　少なくとも、これまでのわたしの日常には、こんな異常な光景はなかったのに。この異常さが、ここでは日常だとでもいうの!?


    　もう先生が何を話しているのか、上う手まく頭に入ってこない。


    　前の席の相内の背中（の競泳水着の肩紐ひも）を見つめながら藻琴が首を捻ひねっているあいだに、一時限目終了を告げるチャイムが鳴ってしまった。


    「はい、今日はここまで。ちゃんと復習しておけよ」


    　結局、相あいの内ないは授業中ずっと水着のままだったのだが、担任は授業が終わってから重ねて注意することもなく、それだけ言うと、あっさり教室から出ていってしまった。


    



    　前の席の相内美み幌ほろは、机の上に広げていた教科書とノートを悠然と鞄かばんにしまっている。


    　教室が休み時間特有のざわついた雰囲気になり、藻も琴ことはようやく思考力を取り戻した。


    　そして、相内が席を立たないことに疑念を抱いだく。


    　……おかしいよね。もし朝練をしていて着替えが間に合わなかったのなら、この休み時間に急いで着替えに行くはずなのに。というか、先生に着替えるようにって言われて、善ぜん処しよしますって応こたえた以上、着替えに行くと思ったんだけど。


    　なのに彼女は、そんな様子を微み塵じんも見せない。


    　それに水着が乾いていたし。変よね。どう考えても変よね。


    　水泳部の部室に乾燥機でも置いてあれば乾かすことができるだろうが、もしそうだとすると、相内は乾かすために脱いだ水着をもう一度着て教室に出てきたことになる。


    　それこそ意味がわからないよね。そんなバカなことするはずないし。それに競泳水着を乾燥機なんかにかけたら、生地が傷む……って、いやいや、いま気にするのはそこじゃないし。


    　朝練のあと、そのままの恰かつ好こうでクラスに来たという仮説は、もはや否定されたも同然だ。


    　となると。


    　藻琴はいくら考えても、相内が競泳水着を着ていることの合理的な説明を思いつけない。


    　金きん田だ一いち君やコナン君なら何か思いつくのかもしれないけど、わたしには無理だな。


    　合理的な説明を見つける努力を放棄した藻琴は、意を決して本人に、相内美幌に訊きいてみることにする。


    　平凡という鎧よろいを脱ぎ、普通という兜かぶとを外し、常識という槍やりを捨てたいと願っているくせに、藻琴は非日常的な状況を受け容いれたくないとも思っている。


    　非日常的な状況は、藻琴の心をとても不安にさせるから。


    　それはもはや、藻琴のＤＮＡレベルに刻み込まれた本能的な感覚なのかもしれない。だから彼女は、目の前にある非日常的光景がどうしても気になって仕方がない。


    　このままだと授業に集中できないし。


    　ただでさえ転校先の授業レベルがまだ把握できないのに、先生の話が頭に入ってこないのは致命的だ。


    「あの……相内さん」


    　藻琴が囁ささやくような声で相内の背中に呼びかけると、彼女はノートをしまう手を止め、くるりと振り返った。


    「何かしら、神楽かぐら岡おかさん？」


    「いえ、あの、ですね、その……」


    　振り返った相あいの内ないの前面も、やはり競泳水着だった。


    　って、当たり前だけど。


    　そして前面上部はかなり平らだった。


    



    　競泳水着は体を締めつけるようにフィットさせる物である。


    　何な故ぜかというと、水着の中に水が侵入してくると、水の抵抗力が増大してタイムが遅くなるからだ。


    　また、体に凹おう凸とつがあると、やはり水の抵抗力が増してタイムが落ちる。


    　なので競泳水着は、完全に胸元を閉じているし、胸を押さえつけてもいる。


    



    　という点を考慮に入れたとしても、相内美み幌ほろの胸はあまり大きくない。むしろ小さい。


    　まぁそうよね。眼め鏡がねっ娘こ委員長は貧乳と相場が決まっているものだし。


    　相内が眉まゆを顰しかめ小首を傾かしげた。


    「何か失礼なことを思われている気がするのだけど」


    　ぶるぶるぶる。


    　藻も琴ことは激しく首を左右に振って否定の意を表ひようした。


    「まぁ、いいわ。で？　何か訊ききたいことがあるのではないの？」


    「ええ、あるっていえばあるんですケド」


    「何かしら？」


    「あの……」


    　藻琴は横浜ランドマークタワーの展望室から飛び下りるような覚悟で、その言葉を口にした。


    「相内さん、どうして競泳水着なんですか？」


    「え？」


    　相内は、目をぱちくりとさせている。


    　何故そんなことを訊かれたのかわからない、といった表情だ。


    　いえぇぇ。どうしてそんなことを訊かれたのかわからない的な態度になるのか、わたしにはさっぱりわからないんですけどぉぉ。


    　藻琴は思い切りツッコんでいた。


    　声に出すのは怖いので、心の中で。


    「水泳部だからよ？」


    　あぁ、やっぱりぃ。そうですよねぇ。水泳部なんだから競泳水着姿なのは当たり前……って、違ぁうぅぅ！


    　密ひそかに一人ノリツッコミを繰り広げた藻も琴ことは、情けない顔になって、


    「はぁ、そうなんデスか」


    　と応こたえるのが精一杯だった。


    　というか、藻琴の日常レーダーが、それ以上ツッコんではいけないと警告を発しているような気がした。


    「訊ききたいことって、それだけ？」


    「あ……はい、あの、今のところ……は」


    　情けないことにそう応えてしまう自分がとても情けない。


    　はぁ。


    　小さなため息を吐ついた藻琴は、


    「お騒がせしました」


    　と力なく言って、次の授業の準備を始めるのだった。
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    　その後は特に何もなく、藻琴の転校初日の午前中は過ぎていった。


    　目の前の席に座っているクラス委員長が、四時限目が終わるまで、ずっと競泳水着姿のままだったという事実を除けば。


    　あんまり除いてほしくないんですけど～～。っていうか、どうして誰も何もツッコまないんだろ～～？　それに、相あいの内ないさんに話しかける人もいないし～～。わからない。このクラスに、どういう暗黙の了解があるのか、わからない。ケド、でも、それはそれとして。


    　藻琴は、それとなく、さりげなく、周囲を見渡した。


    　こうして密かに他人の様子を窺うかがうのは彼女の得意技だ。


    　なんの特技もなく、なんの特殊能力もない、だいたいにおいて平均よりちょっと上の学生でしかない藻琴は、他人の動向に敏感でなくては団体生活の中で生き残っていけない……というのは少し大げさだが、変に目立ったり浮いたりすれば、それこそハブられかねない。


    　今は目の前にもっと現実的な問題があるのよね～～。


    　それは、お昼ご飯をどうするかという転校生にとってかなり切実な問題だった。


    　彼女の母親は朝から夜遅くまで働いていて、娘のために弁当を作る余裕はない。


    　中学の頃は自分で弁当を作るか購買部で何かを買うかのどちらかだったが、転校一日目から弁当を作って持参するほどの心の余裕は藻琴になかった。となると、今日のところは購買部で何か買うか、それとも学食へ行くかのどちらかなのだが。


    　この学校の学食、そこそこ美お味いしいって聞いたから、そっちに行こうかな。あ、でも、混こんでるのかな。もう出遅れたかな。


    　藻も琴ことが教室の壁に掛かった大きな時計を見上げると、すでに昼休みに入って五分以上が経過していた。


    　出遅れたっぽいな。でも、どのくらい混こんでいるかはわからないし、一度学食を覗のぞいて……ううん、それだと購買部に行っても、ろくな物が残っていない気がする。学食が満席だったら購買部へ行く……ってのは下げ策さくだよね。ここはやっぱり無難な選択として、先に購買部へ行くことを選ぶべきだよね。


    　などと藻琴が考えていると、後ろから軽く背中を突っつかれた。


    　藻琴が振り返ると、彼女の後ろの席、列の最後尾に座っている女生徒が藻琴に微ほほ笑えみかけていた。


    　ショートの髪型がよく似合っていて、ボーイッシュというか、マニッシュというか、そんな第一印象を受ける。


    　顔や腕が綺き麗れいに日に焼けているところを見ると、運動部所属なのかもしれない。


    「神楽かぐら岡おかさん」


    　と呼びかけてくる彼女の、ほころんだ口くち許もとから覗く白い歯がキラリと光る。


    　うわぁ、なにこの爽さわやかさんは。美少女というより、ハンサムとかイケメンとか評したくなるよね。


    　という思いを悟さとらせないように注意しつつ、藻琴は小首を傾かしげて応こたえた。
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    「はい、えぇと……」


    「僕は百ゆ合り原はら。百合原萩はぎ野の」


    　うひょお、僕っ娘こなんだ。見た目どおりね。っていうか、キャラ作ってない？


    「あ、はい、百合原さん、なんでしょう？」


    「神楽かぐら岡おかさん、お昼はどうするつもり？」


    「えぇと、購買部にでも行こうかな……って思ったんですけど」


    「そうか。じゃあ、僕もつき合うよ。一緒に食べよう？」


    　百合原の心強い申し出に、藻も琴ことの顔が輝く。


    「え、いいんですか？」


    　藻琴が喜んだのも無理はない。


    　女子転校生の最大の悩みは、一緒にお昼ご飯を食べてくれる「昼友」を確保するのが大変だということだったりする。


    　基本、女子はお喋しやべりをするのが好きな生き物だから、お昼を食べるときに話し相手がいないというのはなかなか切ないものなのだ。


    「ぜひ、お願いします」


    「じゃ、行こう。ゆっくりしていると、めぼしい物が売り切れてしまうからね」


    　あ、やっぱりそうなんだ。


    　おもむろに百合原が立ちあがったので、藻琴も慌あわてて立ちあがる。


    　百合原のあとを追って歩きだした藻琴の背中に相あいの内ないが声をかけてきた。


    「あ、神楽岡さん」


    「はい？」


    　藻琴が足を止めて振り返ると。


    「……いえ、なんでもないわ」


    　愛あい想そのない声でそう言うと、相内は目を逸そらせてしまう。


    「頑張ってね」


    　は？　え？　何を？


    　藻琴がきょとんとした顔で委員長を見ていると。


    「神楽岡さん、早く早く」


    　教室の出口で百合原が呼んだ。


    「えっと……」


    　藻琴が顔を振って百合原を見たり、相内を見たりしていると。


    「いいの、行って」


    　相内は藻琴を追い払うように手を振った。


    　なんだったんだろう、相内さん。


    　内心で小首を傾かしげながら、藻も琴ことは廊下で待っている百ゆ合り原はらの下もとへと駆け寄った。


    　教室に残っている弁当組の女子生徒の何人かが、興味深そうな表情で藻琴を見ていたりするのだが、気が急せいている彼女は、そんなクラスメートの様子には気づかない。


    「お待たせしました」


    「よし、行こう」


    



    　８


    



    　百合原萩はぎ野のは早足で廊下を颯さつ爽そうと歩いていく。


    　それほど背が高いわけではないのに、リズミカルで歩幅が広くて力強い彼女の足の運びは、やはり女子っぽくない。


    　ミニスカートが翻ひるがえると、すらりと伸びた百合原の筋肉質の太ふと腿ももが目に飛び込んでくる。


    　足もこんがりと日に焼けていて、これはもう間違いなく運動部員の足だ。


    　っていうか、その前に。スカート短すぎじゃない？　あれじゃ、走ったら、ぱんつ見えちゃわない？


    　もっとも、ここは女子校だ。べつにパンチラしようがパンモロしようが、騒ぎ立てるほどのことでもないのかもしれない……が、どうだろう。


    　藻琴は女子校の経験値がゼロなので、その辺の、ここまではＯＫだけど、これ以上はダメ、という境界線がよくわからない。


    　女子ばかりだと、かなり大胆な恰かつ好こうでも平気だって聞くものね～～。夏になると、スカート捲まくって下敷きであおいで風を入れたりとか。あれ、ホントなのかな？　でも、いくら女子高の生徒が大胆だからって、相あいの内ないさんの競泳水着はどうかと思うのよね。しかもクラス委員長よ、あの人。どうして誰も何も言わないのかな～～？　そうだ。あとでお昼食べてるときに、なぜ相内さんは教室であんな恰好をしてるのか、百合原さんに訊きいてみようかな。


    　などと、藻琴はとりとめもなく考えながら百合原のあとからついていく。


    　百合原は直すぐに廊下の角を曲がって階段を下り始めたので、藻琴も足を早め、彼女に続いて階段を下りる。


    



    　この学校は一年生の教室が三階にあるのだ。


    　二階は二年生で、三年生の教室は一階だ。


    　周囲に高い建物もなく、三階の教室の窓からの見晴らしはいいのだが──よく晴れた日には天あま名な湖まで見えるという──始業間近のときには焦って階段を駆け上がる一年生も多いのではないだろうか。


    



    　二階から一階へと下りる階段の踊り場で方向転換をした百ゆ合り原はらは、いきなり、


    「やっっ！」


    　と短く叫ぶと、その身を宙に躍おどらせた。


    　えぇぇぇえっっ!?


    　藻も琴ことが目を見開いた。


    　百合原は、踊り場から下、一階の廊下までの階段を──十段ほどあっただろうか──省略して飛び下りたのだ。


    　見事な跳躍力だった。


    　宙に浮かんだ百合原は、走り幅跳びの選手のような見事なフォームで一階めがけて降下していく。


    　彼女の短いスカートが翻ひるがえり。


    　あ、見えた！


    　赤だった。


    　っていうか、あれ、ぱんつじゃなくて、ブルマ？　セパレートの陸上用ウェアのボトム？


    　百合原萩はぎ野のは陸上部に在籍していると見て間違いないようだ。


    　廊下に着地する瞬間、百合原は大きく膝ひざを曲げて体を沈ませ、着地の衝撃を和やわらげた。なんというか、猫のように見事な身のこなしだった。


    　辺りを歩いていた女生徒たちから──タイの色を見る限り三年生が多かった──歓声と拍手が沸わき起こる。


    



    　ちなみに。


    　私立天あめ乃の宮みや学院女子高では学年ごとにタイの色が分かれているから、知らない顔の三年生に間違ってメンチを切ったりする心配はない。


    



    「百合原～～、陸上用ブルマ穿はいてるなら、スカートなんか脱いどけよ～～」


    　という声が、近くにいた三年生からかかった。


    　百合原萩野は陸上部員だろうという藻琴の推測は、その言葉によって証明された。


    「いやぁ、さすがにそれは恥ずかしいというか」


    　だよね～～。陸上用ブルマで歩くなんて恥ずかしいよね～～。でも……相あいの内ないさんは競泳水着なんだよね～～。恥ずかしくないのかなぁ？　だとしたら、呆あきれるほどに強きよう靱じんな精神力よね。いや、むしろ呆れるほどに鈍感な精神力？


    「だったらブルマ穿くのを止やめろ」


    「いやぁ、それも困るっていうか」


    「いっそ、ぱんつも脱げ」


    「先輩が脱いでくれたら、僕も喜んで」


    「出たぞ、この似え非せ宝塚め」


    「っていうか、エロ宝塚だろ」


    　あれ？　今なんかおかしな単語が聞こえたような気が……。


    　藻も琴ことは一人、首を捻ひねっているが、それはともかく。


    　周りの上級生から気安げに親しげに声をかけられていることを思えば、百ゆ合り原はら萩はぎ野のは学校内でもかなりの有名人のように思える。


    　まぁ人気者ではあるみたいね。


    　凛り々りしい顔立ちと「僕」という自称、男の子っぽい振る舞いや言葉遣づかいなどの要因で、上級生の人気を博しているのだろう。


    　気になる単語が聞こえたのが気になるんですけど～～。


    「で、今日は誰とデートなんだ？」


    　上級生の何人かが、藻琴に視線を向けてきた。


    「見ない顔だな？」


    「デートじゃありませんよ。まだね」


    　そう応こたえた百合原は、ひょいと振り返り、藻琴に向かって手を振った。


    「神楽かぐら岡おかさん、こっちこっち」


    「ああぁ、はい、いま行きます～～」


    　周りの上級生の視線──おそらく好奇の目だ──を感じた藻琴は、肩を竦すくめ背を丸め、俯うつむき加減でその場を駆け抜ける。


    　藻琴は、こんなふうに人の注目を浴びた経験がほとんどない──しかも相手は上級生だ──ので、どうにも緊張してしまう。


    「購買部はこっちだから」


    　と言って足早に歩いていく百合原のあとを追いかけ、藻琴はそそくさとその場から離れるのだった。
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    　購買部に到着してみると、予想どおり、かなり混雑していた。やはり少し出遅れてしまったらしい。


    　そっか。やっぱり購買部を利用するときは、昼休みになったら即座に行動に移さないといけないんだな。メモメモ、と。


    　藻琴は心のメモ帳にしっかりと記入した。


    　押し合い圧へし合いしている人混ごみをかき分け、なんとか昼食を確保した二人は、息を弾はずませながらその場を離れた。


    「で、どうします、百ゆ合り原はらさん？　教室に戻りますか？」


    　と藻も琴ことが声をかけると、百合原は、そうだなぁ、と廊下の窓の外に目を向ける。


    「教室で食べてもいいのだけど、今日は天気もいいし、せっかくだから外で食べない？」


    　たしかに今日は五さ月つき晴れというのが相応ふさわしい爽さわやかな日ひ和よりだ。湿度も低いし、外で食べたらさぞかし気持ちがいいだろう。


    「わたしはいいですけど。というより、むしろ、外でのお昼、歓迎ですけど」


    「いや、外といっても、実際には外じゃなかったりするんだけど」


    「は？　どういう意味ですか？」


    「外でありながら外ではないという、とっておきの場所があるんだ。そこへ行ってみない？」


    　そう言って百合原は、藻琴の返事を待たずに意気揚よう々ようと歩きだす。


    　ちょっと強引なところも男らしい……かも？


    　藻琴も足を早めて百合原のあとをついていく。


    　百合原は校舎の出入り口、靴くつ箱のところまで来ると、靴を履はいて校舎から出ていく。


    　藻琴も彼女に倣ならって靴を履いて校舎を出た。


    　明るい日差しが目に眩まぶしい。


    　百合原は要所要所で、


    「こっち、こっち」


    　と藻琴を手招きしながら、グラウンド脇わきを歩き、体育館の裏手へと回り込んでいく。


    　外から見たときも思ったけど、実際に歩いてみると実感できる。やっぱりこの学校、敷地が広いよね。あ！　あれがプールかな。五十メートルプールなんだよね、ここって。放課後に、見学にでも行ってみようかな。


    　藻琴が通っていた中学のプールは二十五メートルプールだったから、五十メートルプールで泳ぐのは大会のときだけだ。


    　しかし、この学校のプールは五十メートルプールである。公式大会も開けるし、記録も公認されるだけの基準を誇っているらしい。学校案内でそのことを知ったとき、藻琴は少し楽しみが増えたと思ったものだ。


    　まだ見ぬ五十メートルプールに思いを馳はせつつ、そこで泳ぐ自分の姿を想像しつつ、藻琴は百合原の背中を追って歩き続けた。
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    　百合原が藻琴を連れてきたのは、体育館の裏手のさらに先にある温室だった。


    「こ、これは……」


    　藻も琴ことは啞あ然ぜんとして巨大な温室を見上げる。


    　彼女が驚くのも無理はない。


    　普通、温室といえば、幅が狭くて縦長で半円形の屋根がついている背の低いビニールハウスというイメージだが、目の前の温室は円形に近かった。しかも、通常のビニールハウスに比べると圧倒的に背が高い。


    　形状としては、モンゴルのパオを連想させる。それも異様に背が高い巨大なパオだ。


    　その向こうに背の低い普通のビニールハウスも控えていたが、丸くて背の高い眼前の巨大な温室に注意を奪われた藻琴の目には入っていない。


    　これって、円形というより多角形……なのかな。もしかすると十六角形とか？　半径は二十メートルくらいありそうよね。高さだって十メートル以上はあるよね。温室にしては立派すぎじゃない？


    　大学辺りの植物園なら、こんな巨大な温室を持っていたりもするのだろうが、高校でこれは、かなり過剰装備な気がする。


    　しかもただのビニールハウスではなく、金属製の太い柱や梁はりがあって、そこに透明なガラスが嵌はまっているのだ。


    　全面ガラス張りの巨大な温室が五月の陽光を受けてきらきらと輝く様さまは、もはや温室というより、クリスタルパレスとでも表現したほうが相応ふさわしいのではないだろうか。


    　なんとも煌きらびやかで華やかな景観だった。


    「……凄すごい温室ですね」


    　ため息混じりに藻琴がそう言うと、凄いよね、と百ゆ合り原はらが頷うなずいた。


    　温室の扉とびらを潜くぐった百合原は奥を目指して歩ほを進めていく。


    　藻琴も彼女のあとを追って歩いていくと、足を止めた百合原が天井を見上げて指さした。


    「天井は一部が開閉式で、陽光や外気を取り入れられるんだって」


    「そ……それも凄いですね」


    　しばらく天井を見上げていた藻琴は、やがて顔を戻し、自分の足下もとの周囲を見渡した。


    　二人が立っている場所の周囲には観葉植物やら花やらサボテンやらが林立しているのだが、それらに交じって何かの野菜も植わっている。


    　その向こうには花壇があった。


    　綺き麗れいな花が咲いている花壇に近寄った藻琴が、上体を折り曲げて間近から花を覗のぞき込もうとすると、百合原から声がかかった。


    「足下に気をつけてね。育ててる植物を踏んだりすると、園芸部員に殴なぐられるから」


    　びくうっ、と藻琴が足を引く。


    「うちの学校って、文化系クラブでも割りと武闘派が多いみたいだし」


    　武闘派文系クラブって、どんなですかっ!?


    「……あの、でも、勝手に入ってきちゃっていいんですか？」


    「かまわないさ。ここは生徒の出入りは自由なんだ。中の植物に危害を加えなければ、だけど。だから昼休みとか、恋人同士がよく利用しているよ」


    　いま、さらっと凄すごい単語が聞こえた気がしたっ!?


    「今日も先客がいるかもしれないけど、大丈夫、ここではお互い見て見ぬふりをするっていう暗黙の了解があるからね」


    　いったい何を見て見ぬふりするのかがわからないんですけど～～っっ!?


    　藻も琴ことの表情から彼女が何を考えたのかを悟さとったのだろうか、百ゆ合り原はらはにやにやと笑ってこう言うのだった。


    「もちろん、カップルがいちゃいちゃラブラブしているのを見ても、だよ」


    「え……えぇ～～？　そ、そういうことがあるんですか!?」


    「何を言ってるんだい、神楽かぐら岡おかさん。女子高といえば、お姉様と妹と相場は決まっているじゃないか」


    　そんなこと、いつ決まったんですかぁぁ!?


    「そして、お姉様と妹が人目を忍んですることといえば、いちゃラブ以外にはないだろう？　だから僕は神楽岡さんをここに誘い込んだ……わけじゃないよ？」


    　いやいやいや。どう見ても、どう聞いても、今の、本音がダダ漏もれてましたよね!?　ということは、この人ってつまり……？


    　ここに来て、三年生が言ったあの言葉が、まざまざと藻琴の脳裏に蘇よみがえる。


    



    　エロ宝塚。


    



    　藻琴は少し腰を引き気味にして、引き攣つった笑みを浮かべながら訊きいた。


    「あ、あの～～、もしかしてひょっとすると百合原さんて……エロい人なんデスか？　しかも百合方面の？」


    　百合原はその場でくるっと一回転すると、びしぃっ、と藻琴を指さした。


    　勢いよく回転したせいで百合原の短いスカートが大きく翻ひるがえり、赤いレーシングブルマが丸見えになった。


    「見事な推理だね、ワトスン君」


    　誰がワトスン君だ～～っ！　っていうか、そこは正解したくなかったぁぁぁ。


    「そう、この僕、百合原萩はぎ野のは、女子が好きでエロいことが大好きな高校一年生なんだ」


    「あああああの」


    「でも、安心してくれていいよ。僕は女子オンリーというわけじゃないから。男子もＯＫだ。いわばバイセクシャルなの。そうはいっても不細工な男は断然ＮＧだけど。もちろん、女子も可愛かわいい娘こが好きだ」


    　それのどこに安心できる要素があると～～っ!?


    「まぁでも、僕は無理やりとか強引にとか、そういうのは趣味じゃないから、ここでいきなり神楽かぐら岡おかさんを押し倒して制服を脱がせるような真ま似ねはしないよ」


    　あ、それはちょっと安心した……っていうか、そうじゃなくってぇぇ。


    「こういうのは、お互いに合意した上で一緒に気持ちよくならないといけないものだからね。ちゃんと手順を踏んで、君を僕の虜とりこにしたあとで美お味いしくいただくつもりだ。だから安心していいよ」


    　全然まったく少しもこれっぽっちも安心できないってばぁぁぁ！


    「もちろん、僕が君を美味しくいただくだけじゃなくて、君にも美味しい思いをさせてあげるから。ね？」


    　百ゆ合り原はらは、バチっ、と片目を瞑つぶり、びしっ、と親指を立てた。


    　そういうことでもなくぅぅぅ。


    　藻も琴ことは思い切り腰の引けた体勢で静かに後あと退ずさり、さりげなく百合原から距離を取った。


    「あ、そんなに怖がらなくてもいいって。さっきも言ったけど、僕はいやがる相手に無理やり迫るなんてことはしない主義だから」


    「そ、そうなん……デスか？」


    「そうだとも。こっそり君のあとをつけて家の在あり処かを確認したり、君がいないあいだに密ひそかに鞄かばんの中身をチェックしたり、体育の授業の着替えのとき君の直すぐ隣で着替えたりくらいはするかもしれないけど、せいぜいそんなところだ。実害はないから安心していいよ」


    　実害だらけだろぉぉぉ！　もはやストーカーだよ、それぇ！　警察が乗りだしてもおかしくないでしょうがぁぁ！


    　すでに藻琴は内心でツッコムだけで疲労困こん憊ぱいの体ていだ。上体を折り、膝に手を当て、ぜぇはぁと荒い息を吐はく。


    「いやまぁ、それは冗談だから、本気にされちゃうと困るんだけど」


    「あ……そ、そうですよねぇ」


    　藻琴は安あん堵どの息を漏もらした。


    　言動を見る限りでは、彼女がレスボス島の住人であろうとリリ○ン女学院の生徒であろうと、悪い人には思えない。それはたしかなことだ。


    　神楽岡藻琴、こう見えても人を見る目だけはしっかりしている。そうでなくては平凡なだけの女の子が、生存競争渦巻く学校の中でハブられもせずボッチにもならず生き残ることなど、できはしない。


    　たとえ百合原さんに下心があったとしても、わたしなんかに真っ先に声をかけてお昼に誘ってくれたんだし……って、そう、そこ！　そこがわからない。


    　藻も琴ことは内心で首を捻ひねる。


    　百ゆ合り原はらさん、可愛かわいい娘こが好きって、はっきり言った。なのに、わたしなんかを誘うってどういうことだろ。やっぱりここは、誘った本人に訊きいてみるべきなのかな？


    　ただ、それを訊くのは、なんだか負けた気がするのが藻琴としては癪しやくなのだが。


    　でも背に腹はかえられないって言うし……少し引用の仕方が間違ってるような気がしないでもないけど、まぁいいか。


    　藻琴は意を決して訊いてみることにする。


    　っていうか、今日は意を決してばっかよね。


    「あの～～、百合原さん」


    　百合原は耳に手を当てたあと、藻琴を手招いた。


    　遠くてよく聞こえないよ、ということか。


    　それもそうね。人に質問しようっていうときに、こんな遠くからじゃ失礼か。でも、あまり近寄りたくはない感じが濃厚に漂ただよってるんですけど～～。


    　藻琴はおっかなびっくりの様子で百合原との距離を縮めていく。


    　百合原が飛びかかってきても逃げられるだけの間合いを確保しておいて、藻琴は足を止めたのだが、しかし。


    　いやでも、陸上部の人間に本気で追いかけられたら、とてもじゃないけど逃げ切れる自信なんて、ないよね～～。


    　陸上部員でも砲ほう丸がん投げや円盤投げなど投とう擲てき種目の選手ならともかく、トラック競技の選手が相手では絶対に敵かなわない。


    　体型的に見て、百合原は短距離の選手っぽく見える。少なくとも砲丸投げや円盤投げが専門ではないはずだ。


    　であれば、藻琴よりも足が速いのは確実で。


    　つまり、彼女がその気になったら逃げ切れないということで。


    　そうなると近接格闘戦になった場合の優劣が問題となるが、それも水中での活動がメインの水泳部員と陸上での活動がメインの陸上部員では、明らかに後者に分ぶがあると思われる。


    　結局、無駄なあがきは諦あきらめろってことですかね。


    　もうこうなったら百合原さんの良心にお願いするしかないという悲壮な覚悟を決め、藻琴はさらに一歩、二歩と前に出た。


    「あのですね、お訊きしたいことがあるんですけど」


    「なんだろう、神楽かぐら岡おかさん。もしかして、僕のスリーサイズが知りたいの？　だったら、君のその手で直じかに確かめてみるといいよ。測りやすいように制服を脱ぐけど？」


    　なんだかその気満々の顔で百合原が制服に手をかけたのがとても怖い。


    　ぶるんぶるんぶるん。


    　首の骨も折れよとばかりに、藻も琴ことは激しく首を左右に振った。


    「そうじゃなくて。そうじゃなくて！　ですね！」


    「じゃあ、なんだろう？」


    「いえ、あの、その、なんと言いますか……」


    　藻琴はそこで言い淀よどむ。


    　自分の平凡さを公言するようで、やはり訊きき難にくい。


    　でも、どうしてわたしなんかを誘ったのかが凄すごく気になるし。


    　藻琴は東京タワーの展望台から飛び下りる覚悟で口を開いた。


    「あの、どうしてわたしみたいな平凡な女子を誘ったりしたんですか？　百ゆ合り原はらさん、女子にモテモテっぽい感じなのに」


    「うん、たしかに僕は、上級生、同級生問わず、女子にモテモテさ」


    　自分で言い切ったよ、この人！


    「だからといって、相手が誰でもいいわけじゃないよ？　とくに僕から言い寄る場合は、僕が『この女ひとだ』と見み初そめた場合に限る」


    　見初められちゃったの、わたしぃぃ!?　って、だから、そういうことじゃなくてぇぇ。


    「あの……ですね、そこがわからないんですけど」


    「え？　どこ？」


    「だってわたし、こんなに平凡な女子高生なのに。目立ったとこなんてどこにもないですよ？運動だって勉強だって、まぁ、そこそこにはできますけど、一流にはほど遠いし、容姿だって普通だし」


    　と藻琴が自じ虐ぎやく気味に言うと、百合原は、やれやれ、と首を振った。


    「自分の魅力に本人が気づいていないことってよくあるけど、君の場合もそうなんだね」


    「ど……どういうことでしょうか？　というか、百合原さんは、いったいわたしのどこに魅力を感じたと仰おつしゃるのですか？」


    　百合原はどこまでも爽さわやかな笑顔で親指を立て。


    「ズバリ、君の体に！　だね」


    　そう言い切った。断言した。


    　藻琴の全身が粟あわ立つ。


    「いえぇぇぇえ!?」


    「君のボディラインは素晴らしい。バランスの取れた筋肉と体脂肪率の低さからくるシャープなエッジ。とくに脇わき腹ばらの辺りがセクシャルバイオレットナンバーワンだ」


    　あんた何時代の生まれですかぁぁ!?


    「けれど、それ以上にそそるのは。僕を魅了するのは。大きすぎず小さすぎず、均整の取れた大きさと形の、君のその二つの乳房。美つくしいよ」


    　あんたは四天王サニーですかぁっっ！　いや、そこツッコンでる場合違う～～！


    　藻も琴ことは両腕で自分の胸を覆おおうようにして、すざぁっと飛び退すさった。


    「どっどっどっどっどうして？　どうして百ゆ合り原はらさんがわたしの体のラインを語っているの？さっき初めて会ったばかりなのに！　夏服ならまだしも冬服着てるのに！　体育の授業とかで一緒に着替えたこともないのに！」


    「あ～～っはっはっはっ」


    　腰に手を当て胸を張り豪快に笑う百合原の様さまは、なかなか漢おとこらしかった。


    「僕のホークアイにかかれば、服を着ていようと、その服がどれほど厚かろうと、体のラインは丸見えさ」


    「それ、ホークアイ違う～～」


    「いやほら、何かを見つけようとするとき、鵜うの目鷹たかの目って言うじゃないか。だからまぁ、正確には『コーマラント＆ホーク アイ』だね」


    　それも使い方違う～～。たしか英語的には『with sharp eyes』じゃなかったっけな～～？　っていうか、ますますそんなことツッコんでる場合違う～～。生まれて初めて貞てい操そうの危機だぁ。まさか女子高に来て、こんな言葉を使う羽目になるとは思わなかったぁぁ。


    　百合原の視線を遮さえぎるように両腕をＸ型に胸の前で交差させ、なおもじりじりと藻琴が後あと退ずさっていくのを見て、百合原が天を仰いでため息を吐ついた。


    「どうも驚かしてしまったみたいだね」


    　それから百合原は小さく頭を下げた。


    「ごめんなさい」


    「あ……いえ……」


    　いきなり謝られたので藻琴は驚いた。


    「さっきも言ったけど、僕は嫌がる相手を無理にどうこうしようとは思わないからさ、神楽かぐら岡おかさんが、こんな僕とお昼を食べるのなんか嫌だというなら、この場はおとなしく引き下がるんだけど。どうする？」


    　たしかに危なそうな人だけど。っていうか、危なそうな女ひとだけど。でも……悪い人じゃなさそう……だよね。


    　繰り返しになるが、藻琴はそれなりに人を見る目はあると自負をしていた。あくまで、それなりに。


    　それに。


    　ボディラインだろうと胸だろうと、自分のことを美しいなんて誉ほめてくれた人は初めてだ。それはそれで少し嬉うれしかった。


    　スペシャルなホークアイは怖いけど。


    「あのう、百合原さんのその特技、服を通してボディラインを見抜いてしまうっていう特技の有効射程距離はどのくらいなんですか？」


    「ん？　いや、どうだろう？　測ったことなんてないからわからないけど」


    　百ゆ合り原はらは二度、三度と首を傾かしげていたが、やがて顔を上げ、いつもの爽さわやかな笑顔を藻も琴ことに向けてきた。


    「でも、そんなことに意味はないよ？　だって、神楽かぐら岡おかさんの席は僕の直すぐ前じゃないか」


    　そうだったぁぁぁぁ！


    　藻琴は頭を抱えて身み悶もだえする。


    「ってことだから、僕は授業を受けてるあいだ、ず～っと神楽岡さんの素敵なボディラインを視し姦かんしっぱなし」


    「いやぁあぁぁあ！」


    「な～～んてね。噓うそうそ。心のスイッチを入れなきゃ、透とう過かしたりできないから」


    　ほ……本当なのかな。


    　とはいえ、本当だろうと噓だろうと、百合原が藻琴の真後ろの席にいて、つねに藻琴の背中を見ていられることに変わりはない。


    　スイッチを入れるのも切るのも彼女の自由だとすれば、いつ透過光線が藻琴のボディラインを露あらわにしてもおかしくはないのだ。


    　がっくし。


    　藻琴は大きく肩を落としてうなだれた。


    　ここは諦あきらめるところなのかな……。まぁ、ボディラインを見られるだけなら競泳水着を着ているのと同じだと思えば……。


    　大会でスタート台に立てば、大勢の選手や観客の目に己おのれのボディラインは余すところなく晒さらされるわけで、百合原も観客の一人だと考えれば、彼女にボディラインを見られたからといって騒ぐ必要もない……のかもしれない。


    「あの……」


    「何かな、神楽岡さん？」


    「本当に無理やりはないですよね？」


    「もちろんだよ。お互いの合意の上で結ばれないとね。精神的にも肉体的にも」


    　いえぇ、女子同士で肉体的に結ばれるとか、意味がわからないんですけどぉ！　ま、まぁ、今はそれをおいとくとして。


    　藻琴としては、独ひと飯めし（＝独りでご飯）を回避させてくれた百合原には、それなりに感謝しているのだ。


    「じゃあ、あの、お昼くらいなら一緒に」


    　百合原の顔が、ぱぁっと輝いたように思えた。


    　うわ、そんな顔されちゃうと、こそばゆいっていうか、くすぐったいっていうか。


    「やあ、嬉うれしいな。神楽かぐら岡おかさん、ありがとう」


    「いえ、お礼を言うのはこちらのほうですよ。百ゆ合り原はらさんは、転校したてのわたしに真っ先に声をかけてくれたんですから」


    「だって、可愛かわいい転校生が来たら、とりあえず声はかけるじゃないか」


    　可愛いなんて言われたのも生まれて初めてだ～～。ちょっと顔がにやけちゃうかも～～。


    「あ……いえ……そんな……ことは……」


    　顔を赤らめた藻も琴ことは、緩ゆるみそうになる表情を必死で引き締めた。


    　そんな藻琴を見て、百合原が、うふふ、と笑う。


    「じゃあ、食べる場所を確保してお昼を始めようじゃないか」
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    　お昼ご飯を食べ始めるまで随ずい分ぶんと余計な時間がかかってしまったが、百合原と藻琴は温室の一隅の空あいたベンチを確保して、購買部で買ったパンと飲み物を広げた。


    　幸いにというかなんというか、周囲にカップルの姿は見当たらなかった。


    　他ほかのカップルのいちゃラブっぷりを見て頭に血が上った百合原が、僕たちも負けずにいちゃラブしよう！　などと言って迫ってくる危険は低くなったと、藻琴は密ひそかに安あん堵どの息を吐はく。


    「ところで神楽岡さん」


    　もしゃもしゃと焼きそばパンを頰ほお張ばりながら、百合原が呼びかけてきた。


    「あの……」


    「ん？　どうかしたかい？」


    「神楽岡さんじゃなくて、藻琴、でいいですよ」


    「おおぉ、いいのかい？」


    　口の中のパンを喉のどの奥へと送り込んだ百合原は大げさに天を仰いだ。なんか目に涙まで浮かべている。


    「嬉しいよ、神楽岡さん……じゃなくて、藻琴。藻琴。とても大事なことなので、二度言ってみました」


    「あ……はぁ」


    　藻琴が苦笑を浮かべていると。


    「これで二人の距離が、ぐっと縮まった感じだね？」


    「え……そ、そうでしょうか、百合原さん」


    「ああ、僕のことも萩はぎ野のでいいとも」


    「はぁ。じゃあ、あの……萩野さん」


    「いやいやいや。そこはほら、どうか呼び捨てで」


    「……いいんですか？」


    「いいとも」


    「は……萩はぎ野の」


    「くぅ～～～～っっ」


    　百ゆ合り原はら萩野は嬉うれしさのあまり身をよじっている。


    「いいね。好きな女ひとから呼び捨てにされるのは、じつにいい感じだ」


    　藻も琴ことは大きく仰のけ反ぞった。


    「なぁあっっ？　すっすっすっ好きな女って、そんな会ったばかりで……」


    「いやいや、会ったばかりで好きになることもあるし、百年間、毎日顔を合わせていても好きにならないこともある。誰かを好きになるのなんて、そんなものだろう？　恋は理屈じゃない。閃ひらめきさ」


    　この人、フリーダムだぁ。とくに恋愛方面に関してはぁぁ。


    「愛してるとは言わないよ。それは軽々しく口にしてはいけない言葉だから。でも『好き』は気軽に口に出していい言葉だと思うんだ。むしろ気軽に口にすべき言葉だと思うんだ。だから僕は、好きだと思ったら迷わず臆おくせず口に出すように心がけている」


    　な、なんだか百合原さん……萩野が眩まぶしく見えるぅぅ。


    　普通じゃないことを、力むことなくさらりと当たり前のように言ってしまう萩野を、藻琴は羨うらやましく思った。


    　自分もあんなふうになれたらいいな、とも思った。


    　まぁ、無理なんですけどね。


    　魔女の呪のろいはとても強力なのだ。そう簡単に鎧よろいを脱いだり兜かぶとを外したり槍やりを捨てたりできはしない。


    「だから僕は、藻琴のことも好きだと言ったんだよ」


    　顔を赤くして俯うつむいた藻琴は、もごもごと口を動かした。


    「あの、その、ありがとう……ございます」


    　なんだか萩野の顔をまともに見られなくなって、藻琴は手元のパンの封を破り、黙々と口に運ぶ。


    　そんな自分を見ている萩野の視線を感じて、ますます顔が赤らんでしまう。


    　何か話さなくちゃ、と思って、俯いたまま口を開く。


    「萩野は強いんですね」


    「は？　いきなりなんの話かな？　たしかに僕、女子にしては腕っぷしに自信があるほうだけど、柔道部や空手部の娘こには敵かなわないよ？」


    「あ、いえ、そういうことではなくて」


    　萩野の勘違いに、ようやく藻琴の顔がほころんだ。


    「わたしが言ったのは、精神的な強さってことです」


    「そうかな？　僕は僕自身のことを、そんなふうに捉とらえたことはないんだけど？」


    「いえいえ、強いですってば。普通は、あんなこと言えません。少なくともわたしには無理。あんなふうに自分の主張を、信条を、きっぱりと言い切るなんて」


    「そうかなぁ。それほどのことでもないと思うけど」


    「だから強いんですってば。わたしなんか真っ先に、『これを言ったら他ほかの人にどう思われるだろう』『変な娘こだって言われないかな』とか、そういうことを考えてブレーキかかっちゃいますもん」


    「そう……だね。まぁ自分でも、自分が変わり者だという自覚はあるよ」


    　あるんだ!?　天然じゃなくて確信犯!?　それは……最強じゃない、この人。


    　ぽつりと藻も琴ことが本音を漏もらした。


    「羨うらやましいです」


    「え？　何が？」


    「人と違っていることが」


    　藻琴の言葉の意味がわからないのか、萩はぎ野のは首を捻ひねっている。


    「わたしも、一度でいいから変人とか変わってるねとか言われてみたいんですよ。なんていうのかな、あらゆる面で平凡に生まれついたわたしの見果てぬ夢、みたいな？」


    「ぷっっ」


    　萩野が小さく吹きだした。


    「面白いことを言うね、藻琴」


    「え？　面白い……ですか？」


    「君も充分に変わってる気がするよ」


    「ちょっと嬉うれしいかも」


    　藻琴は勢いよくメンチカツパンにかじりつく。


    　メンチカツパンを半分ほどかじったところで藻琴はパンを口から離し、はぁと小さなため息を吐ついた。


    「わたしって、何をやっても平均よりちょっと上止まりなんですよね。勉強もそうだし、運動もそう。三年間頑張ったけど、結局、県大会入賞が精一杯だったし」


    「県大会で入賞したなら、立派なものだと思うけど」


    「百ゆ合り……萩野の陸上の成績は？」


    「県大会で、何度か表彰台に立ったことはあるよ」


    「うわぁ、すごい！　種目は何？」


    「走り幅跳び」


    　あ、短距離じゃなくて幅跳びだったか。でも。


    「なんか……似合ってる」


    「そうかな？」


    　萩はぎ野のが照れくさそうな表情で髪の毛を弄いじる。


    　今の仕し草ぐさ、ちょっと可愛かわいい。


    「全中では予選落ちだったけどね」


    



    　ちなみに。


    「全ぜん中ちゆう」とは全国中学生＊＊大会の略で、＊＊の部分には「陸上」やら「水泳」やら「バレーボール」やら「テニス」やらの、いろんな種目が入る。中学生の場合、インターハイのようにいろいろな種目が一いち堂どうに会かいするということはないのである。


    



    「全中に行けたんですか。いいなぁ。っていうか、身近にそういう人がいると、やっぱり自分には才能が足りないんだなぁって思えて、ちょっとヘコむな～～」


    「そんなに卑ひ下げしなくていいのに。で、藻も琴ことはなんのスポーツをやっていたの？　まだ聞いていないんだけど」


    「あ、わたし水泳部だったんですよ」


    「水泳!?」


    　萩野が目を見開いたので、藻琴は少しビックリする。


    「へぇぇ、水泳部なんだ」


    「わたし、転校する前の高校でも水泳部に入ったし、だからここでも水泳部に入ろうかなって思ってるんですけど……」


    「水泳部に……か。なるほど。そうなんだ」


    　あれ？　萩野の反応が、なんかおざなりっていうか。あ、そうだ！


    「そうそう、それで萩野に訊ききたいことがあるんだけど、いいかな？」


    「ん？　もちろんだとも。藻琴は何が訊きたいの？」


    「教室で競泳水着着てた人いたよね。えっと、クラス委員の相あいの内ないさん」


    「うん、たしかにいるね」


    「あの人、どうして水着のまま授業受けてるのかな？」


    「いや、それは……」


    　萩野は躊躇ためらったような仕草を見せたが、それも一瞬、すぐにいつもの爽やかな笑みを浮かべて応えた。


    「それは彼女が水泳部員だからだよ」


    　答えになってないと思うんですけど、それ～～。


    　藻琴の不満そうな表情に気づいたのか、萩野は急いでつけ足した。


    「うん、まぁ、なんて言うか、彼女にはあまり関わらないでおこうっていうのがクラス全員の暗黙の了解っていうか」


    　あぁ、それはなんとなくわかるなぁ。


    「べつにハブってるとか、そういうのじゃないよ？　ただ、競泳水着で授業受けるとか、少し怖いじゃない。あ、怖いっていうのは彼女が水着姿で授業を受けてることじゃなくて、それを平然と堂々とやってしまう精神力の強さが怖いっていうか」


    　という萩はぎ野のの言い分は、ごくふつうの女子高生である藻も琴ことにも十分に理解できた。


    　とはいえ、現実問題として相あいの内ないはクラス委員長で、藻琴のすぐ前の席に座っていて、藻琴の世話係的な立ち位置だ。転校してきたばかりの藻琴としては関わらないわけにはいかないのが頭の痛いところではあった。


    　それに、相内さん、水泳部だし。


    「だからクラスでは、とりあえず彼女の水着姿には触れないでおくことになっているの。見て見ぬふりって言うとちょっと言い方は悪いかもしれないけど、敢えて波風は立てないでおこうっていう感じかな」


    　なるほど。クラスメートの不自然な接し方とクラス内での相内さんのポジションはだいたい理解できた気がする……けど。


    「だから、彼女が水着でいる理由を知ってる生徒はいないと思う。同じ水泳部員以外にはね」


    「そう……ですか。まぁ、どのみち一度は見学に行ってみようと思ってますから、入るか入らないかは、そのあと決めようと」


    「そっか。うん、藻琴ならきっと大丈夫」


    　大丈夫とか言われちゃうと、よけい不安になってくるんですけどぉ？


    　藻琴がジト目になって萩野を見つめると。


    「それはそうと。もし藻琴が水泳部に入るのなら、僕から一つ、お願いがあるんだけど」


    「え？　な、なんですか？」


    「一度、見学に行ってもいいかな？」


    「は？　見学って、何をです？」


    「だから。藻琴のクラブ活動を」


    「いえ……なんのために、そんなことを」


    「なんのためって、決まっているよ」


    　萩野は、ずびしっ、と右の親指を立て、藻琴の眼前に突きだした。


    「競泳水着に身を包んだ藻琴を拝むためさ！」


    「ぬぁぁぁ？」


    　藻琴はびくうっと上体を引いた。


    「そっそっそっそんなモノ見たって面白くないですよ？　わたし、そんなにスタイルいいわけじゃないし」


    「卑ひ下げしなくてもいいって。君のボディラインが極上なのは、僕のホークアイが見抜いているんだから」


    「でっでも、背だって高くないし、む……胸だって大きくないし……」


    「背が高ければいいってものでもないし、胸は大きければいいってものでもない。言ったろ。藻も琴ことの胸は大きすぎず小さすぎず、ちょうどいいサイズだ。形も美しい。いわゆる一つの美乳ってヤツだね」


    「だだだだから、なんで形を知ってるんですか!?」


    　藻琴は両腕で胸を覆おおい隠して、素早くベンチの端まで後退した。


    「だから、僕のイーグルアイはお見通しなの」


    　なんかランクアップしてるっ!?


    「藻琴はもっと自分の体を誇ってもいいんじゃないかな？」


    「ででででも、腕とか足とか顔とか日焼けで黒いし、肌だって塩素で荒れちゃってるし」


    「そんなの、僕も同じさ。っていうか、僕なんか、いつもセパレートの陸上用ウェアで練習してるから、腕も足も背中もお腹なかも日に焼けて真っ黒だよ……って、ちょっと待って」


    「あ、はい？」


    「藻琴の中学のプールって屋外だったんだよね？」


    「ええ、そうです。だから、腕も足も顔も真っ黒なんですよ。まぁ、冬のあいだは泳げませんから、少し色落ちするんですけど」


    「ってことは。つまり要するに、水着の下は日に焼けていないんだね？」


    「あ、そ、そうですね。夏なんか、練習が終わって着替えるときに鏡の前に立つと、水着に覆われてた部分だけが白くて他ほかは真っ黒で、変種のパンダみたいなんです。あれ、けっこう恥ずかしいんですよね」


    　ぶばぁっっ。


    　萩はぎ野のがいきなり鼻血を噴ふいた。


    「ななななっ、どうしたんですかっ!?」


    「水着の跡がくっきりと白く型抜けした藻琴の全裸を想像したら、それだけで軽くイキそうになった」


    「……………………」


    　藻琴はベンチからそっと腰を浮かせ、いつでもダッシュで逃げ出せるような体勢を取る。


    「あ、いや、大丈夫。大丈夫だから、そんなに怖がらないで」


    　鼻を押さえた右手を赤く染めて微ほほ笑えみながらそんなこと言われても、説得力が皆無なんですけど～～。


    「ははは、ごめんごめん。驚かせてしまったね」


    　驚かせたというより怖がらせたと言ったほうが～～。


    「というわけだから、僕はぜひとも藻も琴ことの競泳水着姿を観賞したい。そして思う存分、空想を羽ばたかせたい。むしろ、妄想で宇宙に飛び立ちたい」


    　藻琴の顔が大きく歪ゆがんだ。


    「え～～？　嫌ですよぉ」


    「そうか。まぁ藻琴が嫌だというのなら仕方がない」


    　あれ？　あっさりと諦あきらめてくれた？　意外と諦めがいいのね。


    「プールの外から遠望するので我慢するよ」


    　まったく諦めてなかったぁぁ！


    「だから。嫌だって言っているのに！」


    「いやしかし、べつに覗のぞき見をするわけじゃないからね？　だいいち、プールは網目状のフェンスで仕切られているだけだから、グラウンド側からは素通しじゃないか」


    　あ、そうなんだ。まぁ、普通そうだよね。


    「だからクラブ活動の最中に、たまたま側そばを通りかかった僕がプールで練習している水泳部員の姿を見かけたとしても、普通にあり得ることだよね？」


    「いえいえ、たまたまじゃないでしょう？　明らかにわざわざ見に来てるじゃないですか」


    「そこはほら、本音と建て前の使い分けが上手だという日本人の美徳を活いかすってことで」


    　どこが美徳ぅぅ!?


    「まぁ、それもこれも、藻琴が水泳部に入部したらの話だけどね」


    「まぁ……そうですね」


    「とにかく一度見学に行って、その目で確かめるといいと思うよ」


    「意味深しんな言い方ですね。確かめるって、何をですか？」


    「今の水泳部がどんなところなのかとか、今の水泳部員がどんな人間なのかとか、今の水泳部がどんな活動しているのか、とかだね」


    「……ですか」


    　いったい百ゆ合り原はら萩はぎ野のは何を言おうとしているのか。


    　そして水泳部員の相あいの内ない美み幌ほろは、どうして教室でもずっと水着を着ていたのか。


    　何か……あるよね、ここの水泳部には。


    　それは、いったいなんなのか。


    　これだけ日常レーダーが警戒音を発しているのだ。いつもの藻琴なら君くん子し危あやうきに近寄らずという態度を取るはずだった。


    　けれど藻琴は、転校してきたばかり。


    　新しい高校で新しい自分を見つけたい、これまでとは違う自分を創つくりたい……なんてことを考えていたから、ここで撤退はしたくないと思った。


    　それでは、いつもと同じことの繰り返し。


    　怖いけど。かなり不安だけど。


    　もしかすると、平凡という名の鎧よろいを脱ぎ捨て、普通という名の兜かぶとを外し、常識という名の槍やりを捨てるいい機会になるかもしれないではないか。


    　当たって砕けろ！　だよね。人生に一度くらい、そんな経験をしてもいいよね。うん、そう、砕けてみればいいんだ。覚悟をして砕けてみれば、その拍子に着ていた鎧をすんなりと脱げるかもしれないじゃん。


    「何か吹っ切れた顔になったね」


    　萩はぎ野のがそう笑いかけてきた。


    　藻も琴ことは、やや腰の引けた体勢で応こたえる。


    「とりあえず水泳部を見学に行きます」


    「頑張ってね」


    「はい、頑張ります」


    　何をどう頑張ればいいのかはさっぱりわからないけど、藻琴は元気よく返事をした。


    「じゃあ、お昼を片付けてしまおう。もうじき昼休みが終わってしまうよ」


    「あ、そうですね」


    　藻琴は先ほどよりも少しだけ萩野との距離を取ってベンチに座り直し、残りのパンを急いで頰ほお張ばるのだった。
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    　昼食を終え、萩野より一足先に教室に戻った藻琴は、教室にいた女生徒の注目を一身に浴びることになった。


    　居心地の悪さを感じつつ藻琴が椅い子すに腰を下ろしたところで、萩野が教室に入ってきた。


    　今度は、ほぼ全員の視線が萩野に向けられる。


    　彼女はクラスメートに向かって肩を竦すくめる仕し草ぐさをしてみせた。


    　すると。


    「お～～～～っ」


    　という感嘆の声が澎ほう湃はいと沸わき上がった。


    　いえ、何を驚かれ感心されているのか、さっぱりわからないんですけど。


    　対照的に相あいの内ないは、藻琴にも、藻琴や萩野に対するクラスメートの反応にも、まったく興味がなさそうだった。


    　そして、相も変わらず水着姿だった。


    　時間に余裕がある昼休みなのに着替えない以上、これはもう、放課後まで競泳水着姿で押し通すつもりなのは明白だ。


    　っていうか、あんな恰かつ好こうで寒くないのかな？　今日みたいに晴れていればともかく、曇くもってたり雨降ってたりすれば……いえ、今はそれより。


    　競泳水着姿で文庫本に目を落としていた相あいの内ないに、藻も琴ことはそっと声をかける。


    「あの、相内さん」


    　顔を上げた相内が背後の藻琴を振り返る。


    「何かしら？　神楽かぐら岡おかさん」


    「えぇとですね、じつはわたし、中学のときに水泳部でして、高校でも水泳をやりたいなぁ、なんて思ってるんです。ちょっと水泳部を見学したいんですけど、いいですかね？」


    「え？」


    　あまり表情を変えない相内が、目を見開いて藻琴を見つめている。


    　かなり驚いているようだ。


    「水泳部を？　見学するの？」


    「ええ。駄目ですか？」


    「駄目ではないけど……どうして？」


    「いえ、どうしてって、そのクラブに入ろうと思ったら、まずは見学しませんか？」


    「え？　水泳部に入るつもりなの？」


    　は？　どうして驚くかな。普通は歓迎するところじゃないの？　水泳部なんていうマイナークラブの部員が増えるんだから。


    　藻琴が不思議そうな顔で相内を見つめていると。


    「そう。わかったわ。じゃあ、顧問の先生の許可をもらったら、わたしが案内するわ」


    「あ、ありがとうございます」


    「でも……」


    「はい？」


    「いえ、なんでもないわ」


    　そう言うと、相内は再び文庫本に目を落としてしまう。


    　これ以上は声をかけにくい雰囲気だ。


    　というか、これ以上、声をかけるなって言われてるみたいよね。


    　ため息を吐ついて、藻琴が五時限目の教科書とノートを用意していると。


    　制服の上から、つつつ～～っと藻琴の背中を指が走った。そして、ブラのホックのところで止まる。


    　ぞぞぞぞ～～。


    　藻琴の全身に鳥肌が立った。


    　柳りゆう眉びを逆立てて彼女が振り返ると、案あんの定じよう、百ゆ合り原はら萩はぎ野のが手を伸ばしていた。


    「なっなっなっなんですか、萩はぎ野の!?」


    「おおぉ～～～～！」


    　周囲で歓声が上がった。


    〈百ゆ合り原はらを呼び捨てに〉


    〈昼休みだけで、もうそんな関係なんだ？〉


    〈ちゃんと落としてんじゃん、百合の奴やつ〉


    〈どこまで行っちゃったんだろうねぇ、あの二人〉


    　そんな囁ささやき声が耳に入ってきて、藻も琴ことは、しまった！　と唇を嚙かむ。


    　調子に乗って「萩野」なんて呼んじゃったけど、よく考えたら、クラスの他ほかの人は「百合原」って呼んでるじゃない。


    　これでは藻琴が、百合原にとって特別な人になってしまったみたいではないか。


    　萩野は声を出さず、唇の動きだけで、が、ん、ば、って、ね、と伝えてきた。


    「ありがとうございます。でも、そんなことでいちいち背中を撫なでないでくださ、い！」


    　藻琴のほうは小声ながらも、しっかりとした口調でそう応こたえた。


    　萩野は、ぐっ、と親指を立て、にかっ、と笑った。形のよい小さな赤い唇の隙すき間まで白い歯がキラッと煌きらめく。


    　もう。見た目はホントに恰かつ好こういい女ひとなのになぁ。


    　それにしても、萩野は何を「頑張れ」というのだろうか。


    　顔を戻した藻琴は、そのことを考える。


    　ただ単にクラブ見学を頑張れと言っているのではないのは明らかだ。となると……。


    　もしかして水泳部、授業中に競泳水着を着たままの相あいの内ないさんみたいな変人ばかりが集まったクラブだとか？


    　それは怖いと思う。


    　でも、変人の度合いで言えば、萩野も相内さんに負けていないような気がするんですけど。……ダメだ。いくら考えてもわからないものはわからないや。放課後、見学に行って、自分の目で確かめるしかないよね。いくらなんでも取って食われるわけじゃないだろうし。


    



    　たしかに取って食われはしなかったが、しかしある意味、平凡を友に育ち、常識に囲まれ、波は瀾らん万ばん丈じようとは無縁の人生を送ってきた藻琴は、取って食われる以上の驚きと衝撃をそこで体験することになるのだが、今の彼女にそんなことを想像できるはずがなかった。
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     第２章　百合原萩野の女子好きは戦略的転身の結果である


    



    　１


    



    　六時限目の終了を告げるチャイムが鳴った。


    「はい、今日はここまで」


    　という英語教師の言葉で全員が立ちあがる。


    　クラス委員長の相あいの内ない美み幌ほろが号令をかけた。


    「礼」


    「「「お疲れ様でしたぁ」」」


    「はい、お疲れ様」


    　生徒と教師が互いに頭を下げ、教師はそのまま教室から出ていった。


    　すべての授業が終わったことを安あん堵どする弛し緩かんした空気が瞬またたく間に教室を支配するが、それは直すぐに放課後が始まるという高揚感に変化していく。


    　ざわつく教室の一隅で机の上のノートや教科書を鞄かばんに押し込みながら、神楽かぐら岡おか藻も琴ことは今したばかりの挨あい拶さつを振り返った。


    　お疲れ様っていうここの挨拶、やっぱりまだ慣れないなぁ。だけど、ただ無言で頭を下げるよりいいよね。


    　一時限目、二時限目は、この挨拶に対する違和感が大きかったのだが、六時限目ともなるとなんとなく耳に馴な染じんでくる。


    　それも含めて、とりあえず無事に転校初日を過ごした藻琴の感想は、なんとなく自由で明るくて、いい雰囲気の高校だな、というものだった。


    　進学校といいながら、ガリガリの受験至上主義でもなさそうだし、生徒たちも明るく闊かつ達たつで、これなら明日からもとくに苦労しなくてもやっていけそうだと心強く思った。


    　さて……と。


    　藻琴は前の席の相内美幌の背中に向かって小声で呼びかける。


    「あの、相内さん」


    　彼女は六時限目までを競泳水着のまま過ごしていて、相変わらず、藻琴の目の前にあるのは競泳水着の肩紐ひもだ。


    　新しい環境に馴染むのが早い藻琴ではあるが、この光景にはどうしても馴染めない。


    　くるりと振り返った相内の眼め鏡がねが、教室に差し込む午後の日差しを受けてキラリと光った。


    「何かしら、神楽岡さん？」


    「えっとですね、見学のことなんですけど……」


    「今日の放課後に、部長や顧問の先生に話をしてみるわ。ＯＫがもらえれば、今週中には見学してもらえると思うけど」


    　今日が月曜日なので、二、三日ほど待ってくれ、という返事だと思っていいだろう。


    　話し方が、もの凄すごく事務的だなぁ。水泳部に新入部員が入るかどうかっていう瀬戸際なんだから……あれ？　喩たとえが違ってる？　まぁいいや、瀬戸際なんだから、もう少し親しみを込めたり歓迎の意を表ひようしたりできないのかなぁ。それとも、まさか新入部員なんか要いらないとか、そういう話じゃないよね？


    　あれこれいろいろ考えていて返事が遅れた藻も琴ことの顔を、相あいの内ないが正面からじっと見つめているのに気がついた。


    「あっ、ごめんなさい。えっと、はい、わかりました。それでいいです」


    　藻琴が、わたわたと両手を動かしながらそう返事をすると。


    「じゃあ、そういうことで。わたしはクラブへ行くので失礼するわ。さようなら」


    　藻琴に向かって軽く会え釈しやくした相内は、鞄かばんを手にして静かに立ちあがる。


    「あ、さようなら、です」


    　丁てい寧ねいに頭を下げた藻琴が顔を上げると、デイパックを背負った相内は教室の出入り口に向かって歩きだしていた。


    　右手に鞄を持ち、デイパックを背負い、そして競泳水着。


    　改めてそうして見ると、なんともはや強烈な印象だ。


    　それぞれ単体ではどうということのない要素が、時と場合を間違えて合体すると、とんでもなく異様な姿になるという好例だった。


    　っていうか、悪例？　いやでも、制服とスカートは？　まさか、あの恰かつ好こうのまま下校するんじゃないよね、いくらなんでも。


    　藻琴が内心で首を捻ひねっていると。


    　つつつ～～～～っ。


    　背中を指先が這はった。


    「ひゃぁぁんっっっ」


    「ああ、いい声で鳴くね、藻琴」


    「っっ……！」


    　またも柳りゆう眉びを逆立てて藻琴が振り返ると、百ゆ合り原はら萩はぎ野のが右手を水平に藻琴の背中に向かって伸ばした上に、さらに右の人差し指を伸ばしていた。


    「だから。それは止やめてくださいと、あれほど！」


    「まぁまぁまぁ。幼いたい気けな女子高生の無邪気なスキンシップだと思って」


    　ジト目になった藻琴が頭を引いた。


    　どこが幼気で、どこが無邪気なんですか。どちらかっていうと、痛い気で邪気満載のスキンシップなんじゃ？


    「ほらほら、そんなに怒らない。可愛かわいい顔が台無しだよ？」


    「そ……そんなお世辞にはごまかされませんよ、もう」


    「お世辞じゃないんだけどな～～」


    　顔が赤くなるのを自覚する藻も琴ことだった。


    「それより。今日はどうするの？　何か用事はある？」


    「あ、いえ、とくに用事はありませんけど」


    「じゃあ、今日だけでいいから、帰宅部は止やめて道草部に入らないかい？」


    「えぇと」


    　要するに、帰りにどこか寄っていこうって誘ってくれてるのよね？


    　それは藻琴にとっても嬉うれしいお誘いだ。


    　ただし、相手が百ゆ合り原はら萩はぎ野のだというのが少し怖いのだが。


    「そんな不安そうな顔しないでよ」


    「あ、すみません。っていうか、え？　そんな顔してました？」


    「していたよ。それはもう、僕の心がグッサリと抉えぐられるくらいに」


    「あぁぁ、すみませんすみません、そんなつもりじゃなかったんです」


    　藻琴は、へこへこと米こめ搗つき蝗虫ばつたのように頭を下げる。


    　こういうときに恥も外聞もなく謝れるのは藻琴の長所でもあり短所でもある。


    「いやいや、冗談だよ、もちろん。でも、そんなふうに謝るってことは、藻琴は、本当に迷惑だったんだね」


    「いぇぇえ、そうじゃないです。そうじゃなくて……」


    　焦りまくりで手を振り回す藻琴を面白そうに見ている萩野を窘たしなめる声が上がった。


    「ちょっと百合原、転校生からかうのはそのくらいにしときなよ」


    　やや低めながらも、凛りんとした、よく響く声だった。


    



    　２


    



    「やあ、べつにからかっているわけじゃないんだけど」


    　頭を搔かきつつ、萩野が後ろの女生徒に笑いかける。


    「えぇと？」


    　萩野が顔を戻して応こたえた。


    「うん、僕と二人きりだと藻琴が怖がるかもしれないから」


    　たははは。


    「愛人を呼んだ」


    「誰が愛人か！」


    　背の高い美女が、萩野の背後から彼女の脳天にビシッとチョップを叩たたき込む。


    「あ痛たたた」


    　けっこう強く叩たたかれたみたいで、百ゆ合り原はらは頭を押さえながら紹介してきた。


    「この乱暴な美女が姫ひめ川かわ桔き梗きよう」


    「はい、神楽かぐら岡おか、わたし姫川、よろしく」


    　美女は気さくな態度で右手を挙げた。


    　藻も琴ことは慌あわてて立ちあがり、丁てい寧ねいに頭を下げる。


    「あ、あの、神楽岡藻琴です、よろしくお願いします！」


    　顔を上げた藻琴は、失礼にならない程度に、素早くそれとなく姫川桔梗を観察する。


    　萩はぎ野のが美女というだけあって、たしかに美人だ。背も高いし。百八十センチ近くあるかも？そして胸が大きいから凄すごい迫力。でも、今どき縦ロールってどこのお嬢様なの？　って感じ。それに口調とか態度とかは、「お嬢様」っていうよりも「姉あね御ご」みたいよね。


    　この間、一秒足らず。


    　おそらく自分が観察されていることを姫川に気づかせなかったはずだ。


    　他人に嫌な思い、不快な思いをさせないというのは藻琴のポリシーであり生き方でもある。それを活いかすために、彼女はこうして他人に気づかれずに他人を観察し評価するという技能を人知れず磨いてきたのだ。


    「で、もう一人」


    　萩野が、大柄な桔梗の背後に立っている別の女生徒を手招いた。


    　小柄な女生徒が遠慮がちに進み出てきた。


    「こっちが星ほし置おき星ほし箕み」


    「星置星箕です、こんにちは」


    「あ、こんにちは。神楽岡藻琴です、よろしくお願いします」


    　くるくるとよく動く円つぶらな瞳ひとみに柔らかな癖っ毛、そして愛らしい笑顔。身長は百五十センチを少し超えるくらいかな。胸はあまりない。うん、同志。姫川桔梗さんが「姉御」だとすると、星置星箕さんは、なんというか、可愛かわいらしい「小動物」を思わせるような女子よね。例えれば栗り鼠すとか。


    　藻琴は例によって一秒足らずで観察し、評価した。


    　美少年、姉御、小動物……かぁ。三人とも絵になるなぁ。そして三人一緒だと、もっと絵になるなぁ。


    「藻琴が愛人一号だとすると、桔梗は愛人二号で、星箕が愛人三号」


    「誰が二号か！」


    　再び姫川のチョップが萩野の脳天に炸さく裂れつした。今度のチョップは、明らかに先ほどより威力が増している。


    　頭を押さえた萩野が、涙目で姫川を見上げた。


    「痛いよ、桔き梗きよう。そんなに叩たたかれたら、僕はバカになってしまう」


    「心配ご無用。君は最初からバカだ。これ以上悪くなりようがない」


    「……酷ひどい女だな。ねぇ、藻も琴こともそう思うだろ？」


    　萩はぎ野のがそう言って同意を求めてきたけれど、誰とでも仲良く喧けん嘩かせず、ハブらずハブられずをモットーとする藻琴としては、そんな言葉に同意をするわけにはいかない。かといって否定してしまっては、萩野に対する姫ひめ川かわの暴力を認めてしまうことになるから、藻琴としてはどう応こたえていいか困る。


    　引き攣つったような笑みを浮かべて藻琴が頭を搔かいていると。


    「ふぅむ、なるほど。君はどうやら自分の周囲と当たり障さわりのない人間関係を築きたいタイプのようだな」


    　姫川が核心を衝つく発言をしたので、それを自覚している藻琴は、思わずドキリと心臓が跳はねてしまう。


    　ど、どうして会ったばかりでそんなことがわかるの？　この人って、もしかして凄すごい眼がん力りきの持ち主かも？


    「こらこら、桔梗。初対面の女子に、そんなことを言ってはダメだよ」


    「ああ、そうだな。すまなかった」


    　いきなり姫川が頭を下げてきたので、藻琴は今度は焦ってしまう。
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    「あぁぁ、いえいえ、お気になさらずに」


    「ん～～、だいぶ本筋から外れてるな」


    　と言って萩はぎ野のが頭を搔かいた。


    「で、本筋に戻るけど。とくに予定がないのなら、このあとお茶でもどう？　っていう話なんだけど、どうかな、藻も琴こと？」


    「はい、わたしはいいですよ」


    　転校初日にクラスメートにお茶に誘われるとは思っていなかったので、藻琴としては、少し嬉うれしかったりする。


    　萩野にはお昼も誘われたし。この調子なら、しばらくぼっちで寂しい思いをすることもなさそうよね。ちょっと安心したぁ。


    「よし、じゃあ、ジャストコシティに行こう」


    「ジャストコシティというのは？」


    　まだこの辺りに疎うとい藻琴がそう訊きくと、すかさず萩野が応こたえた。


    「いわゆる郊外型の巨大ショッピングモールのことさ。なんでも、駐車場が四千台分以上あるって話だよ」


    「四千!?　凄すごいですね」


    　藻琴が驚くと、萩野が頷うなずいて言った。


    「この辺りは、駅まで行っても昔ながらの寂さびれた商店街があるだけで、僕たちが入れるようなお店がないんだよね。だからこの学校の生徒は、みんなジャストコシティへ遊びに行くの」


    「なるほど～～」


    「ってことで、さぁ、ジャストコへＧＯ！　だ」


    　と言った萩野が指をパシッと鳴らすと、即座に姫ひめ川かわがツッコンできた。


    「いや、それはいいんだけど、百ゆ合り原はら、君はクラブをサボって平気なのか？」


    「今さらそんなことを僕に訊くのかい、桔き梗きよう？　可愛かわいい女の子とのデートとクラブ活動、僕がどちらを大事にする人間か、桔梗は先刻承知のはずだよ？」


    　あややや、か、可愛い女の子とのデートって……わたわたわたしのことですかぁぁ？


    「もちろん君が可愛い女子の服を脱がすのが大好きで、そのためならクラブ活動だろうと勉強だろうと犠ぎ牲せいにするエロバカだということは、重じゆう々じゆう承知の助すけだよ」


    　承知の助って、今どきそんな言い方をする女子高生がいるとは……っていうか、それよりも。やっぱりそういう女なんだ、萩野は……。


    　萩野は唇を嚙かんで身み悶もだえする。


    「ぐぬぬぬぬ。反論したいところだけど、そのとおりなので反論できない」


    　認めちゃった！　いやまぁ、会ったときから認めてはいたけど。


    「だから今日は、藻琴と親交を深めるために僕は病気になる。というか、なった。もうお腹なかが痛くて痛くて堪たまらない。これは、そう、あれだ。重度の生理痛。とてもじゃないけど走れない。だからクラブは病欠。さぁ、ジャストコへ行こう！」


    「面倒見切れんな、君は」


    　姫ひめ川かわが小さく肩を竦すくめ、星ほし置おきがくすくすと笑う。


    　こうして藻も琴ことは、転校初日だというのに、百ゆ合り原はら萩はぎ野の、姫川桔き梗きよう、星置星ほし箕みの三人と連れだって、ジャストコシティへと遊びに行くことになった。


    　想定の範囲外の出来事だったが、もちろん嬉うれしいほうへ外れたわけだから、藻琴は割りと浮かれていた。


    



    　３


    



    　ジャストコシティは巨大ショッピングモールという言葉が相応ふさわしい場所で、駐車場は自衛隊の戦車が演習できるのではないかと思えるほど広々としていた。


    　駐車場の端に停とめてしまうと、ショッピングモールまで徒歩で二十分以上もかかるらしく、土曜、休日にはシャトルバスが駐車場を走り回っているという。


    　土地に余裕がある地方都市ならではのお店だと、藻琴は感心したり呆あきれたり。


    　たしかに敷地の周囲に人家は少なく、田畑が広がっているばかり。


    　これで天あま松まつ市が政令指定都市だと言われても藻琴は素直に納得できないのだが、政令指定都市としては一、二を争う人口密度の低さらしいので、無理ないのかもしれない。


    



    　ちなみに。


    　政令指定都市として人口密度の低さを天松市と争っているのは、同じ静岡県の静岡市なのだから、何をか況いわんやではある。


    



    　さすがに今日は平日なので、駐車場の埋まり具合は三割程度といったところだろうか。


    「ショッピングモールの中に銀行の出張所もあるんだけど、そこまで遠いから、ほら、あそこにＣＤコーナーがあったりするんだよ。ここでお金を下ろしていっぱい買い物してくださいね、ってことだよね」


    　と萩野が、駐車場から建物へと通じる場所の一角を指さして説明する。


    「ところでＣＤってなんの略だっけ？　キャッシュ ディスポーザー？」


    「お金を粉ふん砕さいしてどうするんだ!?」


    　と姫川からツッコミが入った。


    　どうやら萩野に対しては姫川がツッコミ役と決まっているらしい。自分以外にツッコミ役がいてくれるのはとても楽だし心強いと思う藻琴が、


    「あのぅ、自動預金払い出し機、cash dispenser ですよね」


    　と遠慮がちに指摘すると。


    「ああ、なるほど」


    　萩はぎ野のが頷うなずき。


    「ほう」


    　姫ひめ川かわは目を見開いた。


    「発音もアクセントもちゃんとしてる。よかったな、百ゆ合り原はら」


    「え？　何がだい、桔き梗きよう？」


    「君の新しい子猫ちゃんはバカではないようだ」


    　こっこっ子猫ちゃんて……なんか、姫川さんって、表現がいちいち古くさいかも～～？


    　もちろん、そんな思いを面おもてに出すような藻も琴ことではない。


    「君はエロい単語や表現法はあんなにたくさん知っているのだから記憶力がないわけじゃないだろうに、ＣＤがなんの略語かすら知らないなんて嘆かわしい限りだ。もっと実生活に役立つ方面へ記憶力を割さくべきだな」


    「ごめんなさい」


    　いきなり横から星ほし置おきが謝ってきた。


    「んん？」


    　姫川が目を細めて星置を見やる。


    「そうか。そういえば星置も、畑違いの人間にはさっぱりわからない隠いん語ごを使いまくって話す奴やつだったな」


    　こくり、と星置が頷うなずいた。


    　難しい顔で腕組みした姫川だが。


    「だがまぁ星置の場合、ＣＤがなんの略かくらいは知っているはずだ。それに星置が使うのは隠語だからまだ許される。百合原の場合は淫いん語ごだからな。淫いん猥わいな単語！　救いようがない」


    　姫川さんが上う手まいこと言った！


    「そんなドヤ顔で僕のことを悪く言わないでほしいんだけど」


    　萩野が不満そうな顔で文句を言うが、姫川はまったく堪こたえない。


    「言われたくないなら、エロ小説やエロ漫画を読んだりエロゲーをしたりエロＤＶＤを見たりする時間の一部だけでも使って、もう少し勉強したまえよ」


    「うぅぅ……善ぜん処しよシマス」


    　うわぁ、萩野がやり込められた!?　やっぱり姫川さんって、凄すごい迫力だなぁ。


    　藻琴は感心したり驚いたり。


    「それはそれとして」


    　顔を上げた萩野は、チョモランマ山頂を目前にした登山隊の山頂アタッカーのような威勢のよさで、巨大建造物の屋上部分を指さした。


    「さぁ気を取り直してショッピングモールへチャレンジだ！　そこにジャストコがある限り、僕たちはジャストコを征服しなくてはならない！」


    　萩はぎ野の、立ち直り早っ。
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    　駐車場には空あきが目立ったが、ショッピングモールの中心に聳そびえ立つ巨大な建物に入ると、中にはそこそこお客がいて、それなりに賑にぎわっていた。


    　中心となる巨大な建物を惑星に喩たとえれば、周囲に群がっている小さめの建物は衛星に喩えられるだろうか。


    　惑星は三階建てで、衛星は平屋だったり二階建てだったりする。


    　建物同士は回廊で結ばれていて、雨が降っても風が吹いても、訪れた客は濡ぬれることもなくスカートが捲めくれることもなく周遊できるようになっていた。


    「可愛かわいい女子のスカートは捲れたほうがいいんだけどね」


    　などと言って、萩野が姫ひめ川かわから盛大に脳天チョップを食らっていたが、藻も琴こととしてはスルーするしかない。


    「ふえ～～。凄すごいですね～～」


    　吹き抜けのエントランスに立って高い天井を見上げた藻琴は、思わず感嘆の声を漏もらす。


    　エントランスもこれだけ広ければ、ネズミーランドのパレードだってできそうだ。


    　エントランスから幅の広い通路が真まっ直すぐ奥まで通じていて、その左右に様々なテナントがずらりと並んでいる様さまは、なかなか壮観である。


    　核テナントであるジャストコは二階と三階にあるのだが、そちらにもジャストコだけでなく他ほかの店が入っている。


    「どこに行く？」


    　と姫川が訊きき、


    「マスドかな」


    　と萩野が応こたえた。


    



    「マスド」とはマスタードーナツの略称だ。甘いドーナツから超甘いドーナツまで、何十種類ものドーナツを取り揃そろえているドーナツ専門店で、甘い物好きの女子には大人気を博している。ドーナツと飲み物をセットで頼んでもワンコイン（五百円）でお釣りがくるので、貧乏学生の財布にも優しい店である。


    



    「ああ、いいんじゃないか」


    　姫ひめ川かわがそう応こたえると、萩はぎ野のは藻も琴ことと星ほし置おきの顔を見た。


    「藻琴と星ほし箕みは？」


    「あ、はい、いいですよ」


    「もちろん、ＯＫ」


    「じゃあ、マスドへＧＯ！」


    　と萩野が右手を挙げたとき、背後から声がかかった。


    「あれぇ、姉あね御ごじゃん？」


    　振り返ると、そこに天あめ乃の宮みや学院女子高の制服を着た三人組みが立っていた。


    　やはり背の高い姫川が真っ先に目に入るらしい。


    　胸元のタイの色を見る限り一年生だが、藻琴は三人の顔に見覚えがないので、おそらく別のクラスの女生徒なのだろう。


    「ってことは……あ、やっぱり百合姫と漫画家かぁ」


    　というか、姉御って……姫川さん、やっぱりそういうあだ名なんだ。


    　藻琴は笑ってしまいそうになるのを必死に我慢した。


    　あ、でも、百合姫はわかるけど、漫画家って……。


    　藻琴はさりげなく星置のほうに目を向け、そして直すぐに逸そらせた。


    　こういうときは、相手に気づかれないことが肝要だ。少なくとも藻琴にとっては。


    　星置さんのことよね。ってことは、漫画を描いている人なのかな？　もしかして漫研とか？あぁ、そうだ。そういえば、さっき姫川さんが、畑違いの他人にはさっぱりわからない隠語でとか言ってたっけ。


    「ああ、君らか。奇遇だな」


    　姫川が相手に向き直って応対している隙すきに、萩野が耳打ちしてくれた。


    〈隣のクラスの奴やつら〉


    　藻琴は小さく頷うなずいて了解の意を表ひようす。


    「あたしら服見に来たんだけど、姉御は？」


    「百ゆ合り原はらのデートにつき合わされた」


    「ほほぉ？」


    　三人の視線が瞬時、宙を彷徨さまよったが、直ぐに藻琴のところでロックオンされる。


    「見ない顔だね？」


    　と一人が首を捻ひねると。


    「転校生だからね。今日、うちのクラスに入ったの」


    　萩野がそう応えた。


    「転校生？」


    「今日来て、もう？」


    「相変わらず手が早いねぇ、百ゆ合り姫は」


    「こいつ、足も速いんだけど、それ以上に手が早いから、あんたも気をつけなさいよ」


    「そうそう。気がついたときには部屋に連れ込まれて裸に剝むかれてるから」


    「いやいや、大丈夫だよ。そういうときは、僕もちゃんと脱ぐから」


    「大丈夫の根拠はそこなの～～？」


    「超ウケる～～」


    　きゃはははは、と三人が声を上げて笑う。


    「にしても、ねぇ」


    「うん、そうだね」


    「ねぇ」


    　三人は額ひたいを寄せてひそひそと囁ささやき合ったが、どんなことを言っているのか、藻も琴ことには容易に想像がついてしまう。


    　百ゆ合り原はらの相手にしては地味だねとか、平凡な容姿だねとか、あんな娘このどこがいいんだろうねとか、そういう話に決まってる。


    　さっきまでかなり上がっていた藻琴のテンションが、一気に下がった。


    　そうよねぇ。萩はぎ野のは凛り々りしくてハンサムだし、姫ひめ川かわさんは美人で迫力があるし、星ほし置おきさんは可愛かわいいし。この三人と一緒にいると、ただでさえ地味なわたしが、さらに地味に見えるよね。というか、引き立て役になりそう。


    　中学の頃からそういうポジションに慣れている藻琴ではあるが、相対的な力関係でいうと、この三人は中学時代の友だちとは比較にならない魅力と破壊力を秘めている。側そばにいるだけで自分の戦闘力が如い何かに低いかということを再確認することになりそうだ。


    　なんだか両肩が落ちてうなだれそうになる藻琴だった。


    「で、姉あね御ごたちはどこ行くの？」


    「マスドだ」


    「じゃあ、あたしらも服見たあとで行っていいかな？」


    「だから。百合原のデートだと言ったろう。邪魔だから来るな」


    　姫川がきっぱりと断ってくれたので、藻琴は少しほっとした。


    　萩野や姫川、星置と一緒に座っているところを、この三人に好奇の視線で見られている図を想像すると、気が重くなってくるから。


    　それにしても、姫川桔き梗きようの漢おとこらしくも堂々とした断り方はどうだ。


    　自分には逆立ちしてもあんな態度は取れないと藻琴は羨うらやましく思う。


    「ぶ～～～～」


    　頰ほおを膨ふくらませていた三人だが、それほど執着はないらしく、


    「じゃあ、また明日、学校でね」


    　と手を振って、その場を離れていった。


    　どうやったら相手の機嫌を損ねずに、あんなふうにきっぱりと相手の申し出を断れるのだろうかと、不思議にも思う。


    　というか……もしかして、姫ひめ川かわさん、わたしを気き遣づかってくれたのかな？


    　ここでさらに新顔三人組みが加われば、藻も琴ことが気き後おくれし、気疲れしてしまうと考えた姫川が、萩はぎ野のの「デート」を口実に断ってくれた公算が高い。


    　姫川に向かって手を合わせたくなる藻琴だった。


    「さ、行こう、藻琴」


    　いきなり萩野が藻琴の手を握った。


    「え？　あの……」


    「ほらほら、マスドはこっち」


    　萩野は藻琴の手を握ったまま、ぐいぐいと引っ張っていく。


    　彼女の温ぬくもりが掌てのひらを通じて藻琴の体に流れ込んでくる気がする。


    　萩野も、わたしを気遣ってくれてる……のかな？　単に手を握りたかっただけかもしれないけど。でも、嬉うれしいな。ちょっと元気が出た。


    　藻琴は心の中で萩野にも頭を下げた。


    



    　５


    



    　マスドはそこそこ混雑していたが、店自体がかなり広くて座席数も多いため、割りとすんなり四人一緒に座ることができた。


    　藻琴は好みのドーナツを二つとカフェオレを。


    　百ゆ合り原はら萩野は好みのドーナツを四つとミルクティーを。


    　姫川桔き梗きようは好みのドーナツを二つとブレンドコーヒーを。


    　星ほし置おき星ほし箕みは好みのドーナツを五つとホットココアを。


    　それぞれテーブルに載のせて、準備万端、整った感じだ。


    「さあ、食べようじゃないか。そして話そう。いろいろと。僕と藻琴の距離が、もっともっと縮まるように」


    　萩野がそう言うと、姫川が、ふふん、と鼻を鳴らした。


    「君の場合は、エロエロと話すのだろ？」


    「いや。星箕と二人ならともかく、今日会ったばかりの藻琴にそこまで要求はしない」


    　え？　あれぇ？　星置さんって、そういうキャラなの？


    　テーブルの上に置いたドーナツが載った皿に顔を向けたまま、藻琴は自分の対面に座っている星ほし置おきに目だけをそっと向ける。


    　星置はドーナツの山を崩すことに夢中で藻も琴ことの視線には気づかない。


    　たとえ夢中でなくても、藻琴のさりげない視線には気づかないだろうが。


    　いやでも、ドーナツ五つって……大丈夫なのかなぁ、星置さん。カロリーとかカロリーとかカロリーとかは。


    　萩はぎ野のも四つ食べる気満々でいるけれど、彼女は陸上部なのだから、そのくらいのカロリーは簡単に消費してしまうだろう。


    　けれど、星置は運動部員には見えない。


    　っていうか、さっき隣のクラスの娘こが、「漫画家」って言ってたじゃない。つまり、クラブ活動しているにせよ、漫研とかの文化系よね。


    　あのドーナツが消費されないカロリーとなって彼女の皮下脂肪に姿を変え、体内に蓄えられたりはしないのだろうかと、他人事ながら心配になる藻琴だった。


    　そう思うのは藻琴だけではないようで、


    「相変わらず甘い物が好きだな、星置は。いつも感心するんだけど、それだけ甘い物を摂とって、よくも太らないものだ」


    　と姫ひめ川かわがツッコンできた。


    　しかし、星置は慌あわてず騒がず、にこやかな笑みを絶やさず、ドーナツを口に運ぶ手を休めず応こたえる。


    「一晩徹夜すれば、このくらい直すぐに消費されるもの」


    「あ～～、ま～～、君の徹夜の場合、勉強で徹夜するよりもハードそうだからな」


    　どういう意味だろう？　あ、そうか。漫画を？　徹夜で漫画を描くって意味なのかな？


    　藻琴が、隣り合って座っている姫川と星置の顔を交互に見ていると、さすがにその視線には気づいたようで、姫川が、


    「いや、じつはね」


    　と上体を乗りだしてきた。


    「こいつ、星置は漫画を描いているんだ。将来の目標は漫画家で、いま現在、どこかの漫画家のアシスタントとして活動している」


    「えぇ？　実際にアシスタントとして漫画を描いてるんですか!?　凄すごいですね。ってことは、この近くにプロの漫画家さんがいるんですか？」


    「そうじゃないの」


    　すでにドーナツを四つまで平らげた星置が、にこやかな笑顔を藻琴に向けてきた。


    　早っっ。


    　ドーナツ五つという量にも驚いたが、それを食べる速度も並大抵ではなかった。


    「今だと、デジタルアシスタントといって、離れた場所にいてもアシスタントはできるのよ。原稿の背景だけをネットで送ってもらって、パソコンでベタ入れたりトーン貼はったりとかね。わたしがお手伝いしてる漫画家さんは、今だと東京に二人と福岡に一人ね」


    「福岡！」


    　藻も琴ことは驚いて目を見開いた。


    「三人とも、何人かデジアシさんを抱えているから、いつもはそれほどの仕事量ではないのだけど、たまに他ほかのアシさんがダメだったとき、その分の仕事がこちらに回ってくるから、そういうときは徹夜になるわ」


    　両手で持ったココアのカップを眼前に掲かかげ、ちょこちょこと口をつけつつ、星ほし置おきはそう説明してくれた。


    「アシさん」というのが「アシスタントさん」の略だということは藻琴にもわかる。


    「ふえぇぇ～～。今って、そういうシステムなんですかぁ」


    「全員が全員、そういうわけじゃないわよ、もちろん。ちゃんとスタジオを構えていて、アシさんを雇っている人もいるし。週刊漫画誌だと、そういう漫画家さんのほうが多いわね。いざというとき、アシさんが確保できませんでした～～、では、原稿を落としてしまうもの」


    　ドーナツを食べ終えた萩はぎ野のも参戦してきた。


    「星ほし箕みは、そうやって漫画家さんのアシスタントをしつつ、自分の原稿を描いているんだよ。コミケにも出てるんだよね？」


    「去年の冬は出たわ。今年の夏も出るつもり。だから、今のうちに遠征費用を稼かせがなくちゃ」


    　三人の中ではいちばん可愛かわいく子供っぽく見えた星置だが、なんというか、すでに大人顔負けの活動中だとは。


    　藻琴は度ど肝ぎもを抜かれてしまった。


    「期せずして星箕の紹介をしてしまったね。じゃあ、次は桔き梗きようの紹介をしようか」


    　萩野がそう言うと。


    「おかしなことを言ったら殴なぐるからな」


    　足を組み、椅い子すの背もたれに背中を預けた姫ひめ川かわが、上体を反そらせ気味にして萩野を睨にらむ。


    　その体勢だと、彼女の大きな胸がさらに強調される感じだ。


    　わたしってば負け組だなぁ。でも。


    　藻琴はチラッと隣の萩野に視線を走らせた。


    　お仲間がいてくれるから心強い。


    　む？


    　萩野が眉まゆを寄せて首を捻ひねり、首筋を撫なでている。


    「なんか、いま不快な感じが……」


    　危ない危ない。


    　藻琴は知らん顔で、残りのドーナツに視線を据すえる。


    「……まぁ、いいや。この姫ひめ川かわ桔き梗きようは、お寺の娘でね」


    「ええっ!?」


    　藻も琴ことは思わず顔を上げ、マジマジと姫川を凝ぎよう視ししてしまう。


    　ふだんの藻琴なら決してこんな不ぶ躾しつけな真ま似ねはしないのだが。


    「おてら……って、仏教寺院の、あのお寺ですか？」


    　藻琴は首を左右に振って、姫川と萩はぎ野のの顔を交互に見やった。


    　これも、いつもの藻琴らしくない態度ではある。


    「それ以外にどんなお寺があるのか僕は知らないけど、こいつは曹そう洞とう宗しゆうのお寺の娘なんだよ。つまり、父親が住職。言い換えると、お坊さん」


    「ふえぇぇぇ～～～～」


    　藻琴が感心の声を漏もらすと、


    「なに？　そんなに驚いた？」


    　と萩野が訊きいてきた。


    「あの……どこかの名家のお嬢様か、どこかの会社社長のご令嬢かと思ったので」


    　くっくっくっくっと、いかにも愉ゆ快かいそうに萩野が笑う。


    　星ほし箕みもくすくすと笑っている。


    「今の桔梗は、見た目だけ！　は華麗な美女だからね。でも知ってる？　桔梗の子供のときの写真なんか、どこの洟はな垂たれ小僧だ？　的な小汚い恰かつ好こうでさ」


    　がすっっ。


    　鈍い音がして、萩野が頭を抱えた。


    「痛いった～～～～」


    「個人情報保護法違反の罪だ」


    　涙目になって姫川を見上げた荻野が、


    「桔梗の恥ずかしい写真なんか、僕のところには腐るほどある。秘ひ匿とくするような個人情報じゃないはずだけど？」


    　と抗議すると。


    「他ひ人と様さまが聞いたら勘違いしてしまいそうなことを平然と口にしているんじゃない」


    　澄ました顔で、姫川はそう嘯うそぶく。


    「だいいち、わたしはわたしの子供時代を恥ずかしいなどとはこれっぽっちも思っていない。君がどんな写真を持っていようと、そんな物は気にもしないさ」


    「あ、そう。じゃあ、これ」


    　萩野は鞄かばんの中からのパスケースのような物を取り出し、中から一枚の写真を抜いた。


    　萩野がその写真をテーブルの上に載のせたので、藻琴は思わず覗のぞき込む。


    　そこは緑豊かな山の中。碧あおい清流が流れていて、川縁には大きな岩があった。その岩の上に小さな女の子が二人、立っている。


    　これって……。


    　藻も琴ことが、マジマジと写真に見入った。


    　たしかに面影がある。これ、萩はぎ野のと姫ひめ川かわさんだ？


    「なぁっっ!?」


    　姫川が大きく仰のけ反ぞった。


    　彼女が驚くのも無理はない。


    「まぁぁ」


    　星ほし置おきが蕩とろけそうな笑みを浮かべた。


    　彼女が喜ぶのも無理はない。


    　岩の上に立つ女の子二人は、素っ裸だったのだ。


    　誰が撮ったのだろうか。


    　常識的に考えればどちらかの父親か母親だろうが、だとしても、現代では法律違反を問われかねない写真だった。


    　目にも留まらぬ速さで姫川の右手が動き、次の瞬間、テーブルの上から写真が消滅していた。物が消えるマジックを披ひ露ろうした手品師のような鮮やかな手際だった。


    「これは没収！　没収だからな」


    「べつにいいけど。それはプリンターで光沢紙に印刷しただけだし。データは僕のパソコンのハードディスクの奥深くにしまってあるから。当然ながら、ハードディスクがクラッシュしたときの用心のためにＵＳＢメモリにも入っているし、ＤＶＤロムにも焼いてあるよ」


    「ぬぬぬぬ」


    　姫川が歯ぎしりをして萩野を睨にらみつけている。美人が台無しだ。


    「ねぇ、萩野ちゃん」


    「なんだい、星ほし箕み？」


    「そのデータのコピー、わたしに売ってくれないかしら？」


    「いくらなら買うんだい？」


    「一万出すわ」


    「もう一声」


    「二万」


    「売った！」


    「売るな！　そして星置も買うな、そんな物を！」


    「どうしてぇ？」


    「どうしてって、わざわざ友人の恥ずかしい写真を別の友人から買うとか、人間としてあり得ないだろ！」


    「あら？　桔き梗きようちゃんてば、さっき、子供時代には恥ずかしいことなど何もない、萩はぎ野のちゃんがどんな写真を持っていても関係ない！　って、胸を張ってそう言ったわよね？」


    「ふぐぐぐぐぐ」


    　姫ひめ川かわの顔が真っ赤になった。こめかみに血管が浮きでている。頰ほおも膨ふくらんでいるし、下へ手たをすると、そのまま爆発してしまうのではないかと思えるほどだ。


    　がっくりと姫川が肩を落とした。


    「ごめんなさい。わたしが間違っていました。これはとっても恥ずかしい写真なので、人目に晒さらさないでください、百ゆ合り原はら様、星ほし置おき様」


    　うなだれたまま、姫川が両手に写真を載のせて萩野に返してきた。


    「うふふ。こういうことがあるから、幼おさな馴な染じみは止やめられないね」


    　いえ、幼馴染みって、始めるとか止めるとか、そういうモノではないのでは？


    　写真を受け取った萩野は、それを元通り、パスケースのような物にしまい込んだ。


    「あぁん、売ってくれないの、萩野ちゃん」


    「いやぁ、これを売ると、僕と桔梗の関係が洒しや落れにならない段階に突入しそうだから、今回は自主規制しておくよ」


    「残念」


    　小さくため息を吐ついた星置だが、直すぐに顔を上げ、いつものにこやかな笑みを浮かべた。


    「でも、萩野ちゃん家ちに行けば、素敵なお宝があるのはわかったもの。いつか浚さらいに行くわ。あるだけを、ごっそりと」


    「行くなよ。そして百合原も、こいつを自分の部屋に上げるんじゃないぞ？」


    「それは、桔梗の今後にかかっているのではないかなぁ？」


    　にた～～りと悪そうな笑みを浮かべて萩野が応こたえた。


    　三人のやり取りの可お笑かしさに我慢ができなくなった藻も琴ことは、とうとう小さく吹いてしまう。


    「あ、藻琴に受けたみたいだよ？」


    「よかったわね、桔梗ちゃん」


    「いいわけあるかっ！」


    　まだ言い合いを続けている三人を見て、藻琴は羨うらやましくなる。


    　いいなぁ。この三人、本当に仲が良さそうだなぁ。こんなふうに遠慮のない言い合いをして、罵ののしり合いまでして、それでも関係が崩れない、壊れないって、凄すごく羨ましい。


    　藻琴にも、中学時代、友だちは何人もいた。


    　けれど、それらはみんな、通り一いつ遍ぺんの表面的な友だちだった。


    　こんなふうに深いところで結びついた友だちは一人もいなかった。


    　わたし、この三人の輪の中に加えてもらえるんだろうか。だとしたら、とっても嬉うれしいんだけど。
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    　それから一時間以上、四人でたわいもないことを喋しやべり、笑った。


    　楽しい時間だった。


    　楽しいだけではなく、藻も琴ことは三人のことをかなり詳しく知ることができた。


    　なかでも驚いたのが、姫ひめ川かわの実家＝お寺が剣道や居合道を教える教室を開いていて、姫川桔き梗きようが居合道の有段者だということだった。


    　見た目が華麗な美人の姫川が、道どう着ぎと袴はかまに身を包んで刀を振っている図がなかなか想像できなかったが、だからこそ、とても見てみたいと思った。


    　とはいえ藻琴には、いきなりそんなことをお願いするほどの度胸はない。


    　それは、もう少し姫川さんと仲良くなってからでいいかな。それにしても転校初日としては上々の滑り出しよね。でも……この三人のことを知る代わりに、自分のこともけっこうさらけ出してしまった気が。ちょっと恥ずかしいかも。


    　気がつけば窓の外が黄たそ昏がれに包まれていた。


    「うん、もうこんな時間か。そろそろ帰ろうか」


    　腕時計に目をやった姫川の言葉で、四人はマスドでの楽しい語らいのときを切り上げることにする。


    「どうだった、藻琴？」


    　萩はぎ野のにそう訊きかれ、藻琴は思わず頭を下げていた。


    「ありがとうございました。とても楽しかったです。また、ときどきこうしてお茶させてもらえると嬉うれしいです」


    　あはは、と姫川が笑う。


    「君はいい子だな。親や先生に好かれるタイプだ。羨うらやましい」


    　姫川の言葉は皮肉だろうか。


    「こら、桔梗」


    　と萩野が窘たしなめるように言うと、違う違うと姫川が手を振った。


    「嫌みとか皮肉とかじゃないよ。本音さ、本音。わたしは周囲に反抗して、周囲と衝突ばかりする生き方をしてきたからな。親や先生から目の仇かたきにされるタイプのわたしとしては、素直で実直な人間は、見ていて羨ましくなるんだ」


    「いいじゃないか。そういう反抗心、反骨心こそが君という女を形作っているんだから。周りと協調する姫川桔梗なんて、僕は見たくないな」


    「そうよね。周りの言うことをよく聞く桔梗ちゃんなんて、気持ちが悪いだけよ？」


    「ふふふ。そんなことを言ってくれるのは百ゆ合り原はらや星ほし置おきくらいだ。こういうときほど友だちのありがたみを感じることはない」


    「そうだろう？　まぁ僕と桔き梗きようの場合、友だちというより愛人と言うべきだろうけど」


    「それはない、それはない」


    　笑いながら立ち上がった三人を、藻も琴ことは羨うらやましそうに見つめる。


    　あんなふうに互いを信頼して言いたいことを遠慮なく言い合える友だちが、いつか自分にもできるだろうか。


    　でも、そういう関係を築くためには自分に自信が持てないとダメな気がするのよね。そこが少しハードルが高いかなぁ。
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    　姫ひめ川かわと星ほし置おきから帰りに書店を覗のぞきたいという希望が出たので、藻琴も便びん乗じようすることにした。


    「ここの書店には十八禁コーナーはないからなぁ」


    　萩はぎ野のがそう言うと。


    「じゃあ、一人で帰れ！」


    　姫川が容よう赦しやなくツッコンだ。


    　一方、藻琴のツッコミは遠慮がちである。


    「あのう、その前に。あったとしても、萩野が立ち入るのは問題があるのでは？」


    「たしかにね。学校の制服じゃマズいな」


    「制服でなければいいんですかっ!?」


    「無問題！」


    　百ゆ合り原はら萩野は、恋愛方面だけでなくエロ方面でもフリーダムだと再確認する藻琴だった。


    



    　ショッピングモールの書店は、そこそこの規模とそこそこの品しな揃ぞろえだった。


    　藻琴が好きなライトノベル（男子向け女子向け問わず）も数多くのタイトルが並んでいる。


    　店内に入ると四人はバラけて、姫川は雑誌コーナーへ、星置はコミックコーナーへ、藻琴はラノベのコーナーへと向かった。


    　萩野だけはとくに目当ての本もコーナーもないらしく、店内をブラブラすると言ってその辺を漂ただよい始めた。


    　藻琴は平ひら台だいに積まれた新刊を一通りチェックしていく。


    　読んでるシリーズの新刊が、そろそろ出るはずなんだけどな。


    　けれど、目当てのタイトルは見つからなかった。


    　あれ？　来月だったっけ。


    　その代わりに変なものを見つけた。


    　いや、不審な者と言うべきか。


    　ラノベコーナーの向こう、コミックスの棚が並ぶエリアの一角に、女子高生──制服が違うので天あめ乃の宮みや学院の生徒ではない──三人組がいた。


    　その三人に、藻も琴ことはそこはかとない違和感を覚えたのである。


    　取り立ててどこかがおかしいという外見ではない。


    　取り立ててどこかがおかしいという挙動でもない。


    　けれど、なんとなく藻琴はその三人が気にかかった。


    　この手の違和感は、昔から何度も感じたことがある。


    



    　以前、埼玉の某ぼう駅のホームで見かけた女性に違和感を覚えたときは、彼女が何か困っているのだろうかと思って、意を決して話しかけたことがあった。


    　すると、その女性はいきなりその場にへたり込んで泣きだした。


    　ホーム上にいた乗客や駅員に取り囲まれ、藻琴は真っ青になったものだ。


    　これはあとから判明したのだが、女性は飛び込み自殺を考えていて、それでホームに立っていたところ、いきなり藻琴から声をかけられて、驚くやら安心するやらで泣きだしてしまったのだという。


    　彼女に話を聞いた駅員や警察官からは「よく見抜いたものだね」と誉ほめられたりしたのだが、べつに見抜いたわけではなく、ただなんとなく違和感を覚えただけだったので、藻琴としては胸を張れなかった。


    　違和感の正体が、彼女が自殺を考えていたせいだと知った藻琴のほうがビックリだった。


    　彼女が助かったのは藻琴のおかげではなく、単なる偶然。そのことが逆に藻琴に肩身の狭い思いをさせたりした。


    　他ほかにも、海に泳ぎに行ったとき、なんとなく気になった小学生を目で追っていたら、その子が波にさらわれ、大おお慌あわてで周りの大人に報しらせて事なきを得た、などという経験もあった。


    　あとは、某大型書店で挙動不審の人に気づいて、それとなく窺うかがっていたら、万引きの現場を目撃してしまったとか。


    　ちなみに、その人は藻琴が通報するまでもなく、店内を巡回中の警備員に取り押さえられていたから、自分はどういう対応をするべきかと藻琴が頭を悩ませる必要はなかった。


    



    　あれが第六感というものだったのか、あるいは話に聞く第七感というものだったのか、はたまた単なる偶然だったのか、藻琴にはわからないのだが、少なくとも自分に人並み外れた鋭い感覚があるなどという自覚は、これっぽっちもない。


    　それでも経験則として、気になった人物が気になるだけの理由を持っていることがこれまで何度もあったため、藻琴としては、気になる人物はよけいに気になってしまうのである。


    　っていうか、あれも、もしかして万引き……？


    　手にした文庫本で顔を隠すようにして、藻も琴ことが三人をそれとなく──相手だけでなく第三者にも気づかれないように気を遣つかう藻琴である──見つめていると。


    　三人は少しずつ立ち位置を変え、一人をあとの二人が庇かばうような体勢になり。


    　うわ、ヤバ。あれ、本当に万引きじゃない？


    　慌あわてて顔を戻した藻琴は、読んでもいない文庫本に視線を据すえる。


    　ど……どうしよう。


    　いつもと同じ葛かつ藤とうが藻琴の心を襲う。


    　直接あの三人に注意するなんていう難易度の高いことは、藻琴には絶対にできない。


    　だったら、店員に注意を促うながす？


    　いや、それもダメだ。もし藻琴の勘違いで、万引きでもなんでもなかったら、藻琴は自分の勘違いで人を無実の罪に陥おとしいれることになってしまう。


    　そんな怖い可能性を思えば、店員にご注進に及ぶことだってできそうにない。


    　では、見て見ぬふり？


    　それもまた寝覚めが悪い。


    　本当にあの三人が万引きをしてしまったら。


    　彼女たちが捕まっても捕まらなくても、藻琴は自分を責めることになってしまうだろう。


    　気づかなければよかったのに。そうすればよけいなことを考えなくて済んだのに。


    　毎度のことながら、自分がどうすればいいのか決断がつかなくて、自分が何をするべきなのかがわからなくて、藻琴は煩はん悶もんしてしまう。


    　勇気も決断力も行動力もない自分が恨めしい。


    　わたし……わたしは……。


    　開いた文庫本のページに顔を埋うずめるようにして藻琴が懊おう悩のうしていると。


    　不意に肩を叩たたかれた。


    「え？」


    　文庫本から顔を離して藻琴が振り返ると。


    　背後に相あいの内ない美み幌ほろが立っているではないか。


    　相内の顔を認識した藻琴は、直すぐさま彼女の出いで立ちに目をやった。


    　あ、よかった～～。ちゃんと制服着てる～～。


    　藻琴が人知れず安あん堵どの息を吐はいていると。


    「あれを見つけたのね」


    　そう言って、相内が顔を横に向ける。


    　彼女の視線の先には先ほどの三人組みがいた。


    「あ、あの、見つけたっていうか、ちょっと気になったっていうか……」


    　どぎまぎしながら藻も琴ことがそう応こたえると。


    「あなたが気にする必要はないわ。あとはわたしに任せて」


    「はい？」


    「あなたはもう帰ったほうがいいと思うわ」


    　そう言い残すと、相あいの内ないは静かに件くだんの三人組みのほうへ歩み寄っていった。


    　さ、さすがにクラス委員長だ～～。


    　藻琴は尊敬の眼まな差ざしで相内の背中を見送っていたのだが。


    　途中で足を止めた相内が、くるりと振り返った。


    　そして、顎あごをしゃくるような仕し草ぐさをしてみせる。


    　早く向こうへ行けという意味か。


    　そう当たりをつけた藻琴は、そっと文庫本を平ひら台だいに戻し、そそくさとその場をあとにした。


    　そこからの一部始終を見届けようなどという身の程ほど知らずの欲求は藻琴にはない。


    　クラス委員長なのだから、相内さんならきっと上う手まく収めてくれる。


    　そう信じて。


    　いや、そう信じたいだけなのかもしれない。


    　もし相手と揉もめたら。


    　相内がその場を収めきれなかったら。


    　相手が逆ギレして、相内に突っかかってきたら。


    　誰かが相内の応援に入らないといけないのではないか。


    　しかし、応援に入る者は、残念ながら藻琴ではない。


    　藻琴にはそんな真ま似ねはできないし、そんな力も勇気も度胸もない。


    　悔しいやら情けないやら。


    　唇を嚙かんだ藻琴がふらふらとした足取りで店内を歩いていると、やはり店内を徘はい徊かいしていた萩はぎ野のとばったり出会った。
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    「どうしたの、藻琴？　気分でも悪くなった？」


    　心配そうな顔で萩野に訊きかれ、藻琴は慌あわてて首を振り、手を振った。


    「あぁいえ、なんでもありません。ええ」


    「そう？」


    「はい、大丈夫です」


    　精神的にはけっこうキツかったが、そんなことを他人には言えない。藻琴は頑張って笑顔を作った。


    「やっぱり気分が悪そうだよ」


    　笑顔なのに。笑顔なのに！


    　自分の笑顔が他人からどう見えているか、不安になってくる藻も琴ことだった。


    「いえ、本当になんでもありませんから」


    「いやいや、気分が悪いなら、ほら、僕に寄りかかっていいよ？　優しく撫なでてあげるから。藻琴のおっぱいを」


    「いま悪お寒かんがして、急に気分が悪くなりましたけど！」


    「わかった。じゃあ揉もんであげるよ」


    「要いりませんよ。そんなことされたら悶もん絶ぜつ死しちゃいますよ」


    「藻琴を悶絶させてみたい」


    「いやぁぁぁ」


    　などと、二人が書店の通路で戯じやれ（？）ていると。


    「なんだ、どうかしたのか？」


    　背後で姫ひめ川かわの声がした。


    「あ、桔き梗きよう。いやね、藻琴が気分悪そうだったから、胸を揉んでいい気持ちにさせてあげようと思ったんだけど」


    　がす！


    　萩はぎ野のに脳天チョップを叩たたき込みながら、姫川が言った。


    「そういうことは家で一人でやってろ、このエロ魔人め」


    　頭頂部を撫でさすりながら、萩野が頰ほおを膨ふくらませる。


    「ぶ～～。一人で自分の胸揉んだってつまらないじゃないか～～」


    「だったら、今度、わたしの胸を揉ませてやる」


    「本当っっ!?」


    　萩野の顔が、ナイター照明が点ついた野球場のように明るく輝いた。


    「一回揉むたびに、君の頭にもチョップを一発見舞うけどな」


    「うぅぅぅぅ。揉みたいけど、まだ死にたくないぃぃぃ」


    　ぷっっ。


    　藻琴は思わず吹きだしていた。


    「やあ、笑ったね」


    　萩野が、にっこりと藻琴に笑いかけてきた。


    　あ、なんだか少し心が軽くなった感じ。


    　まさか萩野が藻琴の心の葛かつ藤とうに気づいたというわけでもないだろうに、結果的には彼女とのやり取りと、そして彼女と姫川のやり取りで、藻琴は息苦しさから解放された気がした。


    「で、なに？　本当になんでもないのか？」


    　と姫ひめ川かわに訊きかれ、藻も琴ことは今度こそはっきりと応こたえた。


    「はい、なんでもありません。買いたい本の合計金額とお財布の中身を検討してたら、注意力散漫になったというか悩んでしまったというか。そんなわたしを萩はぎ野のが心配してくれて……」


    「そうか。なら、いいんだけど」


    　姫川が萩野のほうを見た。


    「そうだね。エロ本を買うべきか、我慢すべきか。それが大きな問題だと、シェークスピアも言っている。僕ら貧乏女子高生には悩ましいところだよね」


    「言ってない！　っていうか、そんなことで頭を悩ます女子高生は全国でも君くらいだ！」


    　姫川が萩野の脳天にチョップを叩たたき込み。


    　藻琴がくすくすと笑う。


    「さて、では、目当ての本も買ったし、我々もそろそろ引き揚げるか」


    　と姫川が言うと。


    「あれ？　星ほし箕みは？」


    「あいつは画材屋へ行くと言って一足先に書店を出たぞ」


    「なんだ」


    　肩を竦すくめた萩野が、


    「じゃあ、出ようか、藻琴」


    　と呼びかけてきたが。


    「あの……少しだけ待っててもらえませんか？」


    「いいけど、どうしたの？」


    「やっぱり一冊だけ買っていこうと思うので」


    「わかった。じゃあ、先にレジの横に行ってるよ」


    「はい、わたしも直すぐに行きます」


    　二人に頭を下げると、藻琴は急ぎ足で先ほどのラノベコーナーまで戻り、コミック売り場を覗のぞき込んだ。


    　一冊だけ買うというのは引き返すための口実で、本当は相あいの内ないがどう対処したのかをどうしても確認したくなったのだ。


    　しかし。


    　相内もあの三人も見当たらなかった。


    　だよね～～。


    　藻琴は、がっくりと肩を落とす。


    　結局、またなんの役にも立てなかったな～～。でも、なんの騒ぎも起きていないところをみると、相内さん、上う手まくあの場を収めたんだな。


    　そう思い直して、少し安心する藻琴だった。
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    　姫ひめ川かわと萩はぎ野のにああ言った手前、手ぶらでは戻れない。


    　藻も琴ことは新刊の中から目についた美麗なカバーイラストの文庫本を持ち上げ──ジャケ買いもいいところだ──それを持ってレジに走った。


    　手早く会計を済ませると、近くで待っていた二人に駆け寄り、待たせたことを詫わびた。


    「だから。そんなこと気にしなくったっていいのに」


    「そうだぞ、神楽かぐら岡おか。君は少し気にしすぎだ。相手は君が思っているほど気にしちゃいない」


    　そう言われても、やはり頭を下げてしまう藻琴だった。


    「す、すみません」


    　萩野が天を仰ぎ、姫川は抑えた声で笑いながら歩きだした。


    　大またで先を行く姫川のあとを、藻琴と萩野が並んで追いかける。


    「あの、姫川さん、怒ってませんよね？」


    「いや、笑ってるよ？」


    「嘲ちよう笑しよう……じゃないですよね？」


    「そんなことないない。っていうか、今日の桔き梗きようはいつもより機嫌がよさそうだもの。藻琴の心配はご無用、女同士はゴム無用ってね」


    　このタイミングで凄すごいエロネタジョーク来た！


    　藻琴は、隣を歩いていた萩野からスッと距離を取った。


    　情けない顔になった萩野を置き去りにして、藻琴は歩く速度を速めるのだった。
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    　エントランスを出たところで、姫川が足を止める。


    　直すぐに藻琴と萩野が追いついてきた。


    「さて、わたしと百ゆ合り原はらは駅に行くシャトルバスに乗るんだけど、神楽岡は？」


    「わたしは、ここからだと、たぶん歩いたほうが早いですね」


    「そうか。じゃあ、シャトルバス乗り場はあっちだから、ここで」


    「また明日ね、藻琴」


    「はい。また明日」


    　手を振って歩きだそうとする萩野と姫川に向かって、藻琴が呼びかけた。


    「あの、姫川さん、萩野」


    　二人が振り返ると。


    「今日は誘っていただいて、ありがとうございました」


    　藻も琴ことが丁てい寧ねいに頭を下げ。


    「ぷふっっ」


    　また姫ひめ川かわに笑われた。


    「君は、本当に真ま面じ目めなんだな」


    「あ、あの……」


    「ふふふ。じゃあな」


    　姫川はくるりと踵きびすを返し、こちらに背を向け、笑いながら、手を振りながら、大またで歩み去っていく。


    　萩はぎ野のが、そっと耳打ちをしてくれた。


    「誉ほめているんだよ、あれでも。桔き梗きようも星ほし箕みも君を気に入ったみたいだし、今日、誘ってよかったよ」


    「あの、本当にありがとう、萩野」


    「ノンノン。気にしなくてもいいさ。僕が藻琴と仲良くなりたかったんだからね」


    「いえ、そんな……」


    　萩野は笑顔をこちらに向けたまま、手を振って姫川のあとを追いかけていった。


    　藻琴は顔を赤らめたまま、俯うつむき加減に手を振り続ける。


    　二人の背中が人混ごみの中に消えるまで見送っていた藻琴は、やがて顔を戻し、いま出てきたショッピングモールのほうに顔を向けた。


    　あのあと、相あいの内ないさんはどういう対処法を取ったのかな。あの三人とどんな話をしたのかな。それとも話をしないままであの場を丸く収めたのかな。もしそうなら、それはどんな方法だったのかな。明日、相内さんに訊きけばいい……かな。う～ん、でも訊くのは怖いような。


    　首を傾かしげつつ、藻琴は空を見上げる。


    　西の空は夕焼けに赤く染まっていた。


    　このショッピングモールからだと、新しい自宅まで、急いで歩いても三十分近くかかるかもしれない。


    　完全に日が暮れてしまう前に家に帰り着きたいところだ。


    　うん、少し急ごう。


    　藻琴は足早に歩きだした。
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    「相内が送ってきてた画像、見てたか？」


    「見てましたよ、先生」


    「こら。こっちの活動中は、先生じゃなくて司令と呼べって言ってるだろ」


    「あ、すみません、司令」


    「さっきのが、相あいの内ないが言ってた転校生……なんだな？」


    「ですね」


    「あいつ、あの三人の様子に気がついていたよな」


    「そうみたいですね。ただ、カメラのレンズ越しですから、確実にそうだとは言い切れないと思いますけど」


    「あいつが水泳部を見学したいって言ってるのか」


    「のようですね」


    「ふうん。今日、あそこにいたのは単なる偶然なのか、それとも……」


    「もしかすると必然かもしれませんね」


    「さぁて、どうだかな。たしかに、たまたま相内の奴やつがジャストコを巡回してるときに書店で鉢合わせってのも、偶然にしちゃできすぎの感もあるけどな」


    　そう言うと、彼女はワンボックスカーの後部座席を改造して作られた機材スペースに幾いくつも並べられたモニターの画面に目を落とす。


    　もう一人も、同様にモニターに目を落として頷うなずいた。


    「万引き犯が行動を起こす前に気づいた目も、なかなか大したものでしたね」


    「そうだな。もしかしてもしかすると、ひょっとしてひょっとするかもな」


    　司令と呼ばれた女性は、ところで、と言ってモニターから顔を上げる。


    「あの暴走族が、どうして警察の封鎖を回避できたのかわかったか？」


    　もう一人も顔を上げ、相手に向き直った。


    「それがですね、警察無線を傍ぼう受じゆした誰かに教えてもらった……というような供述をしているようですよ」


    「誰かって、誰だ？」


    「そこから先は、彼らの話がどうにも曖あい昧まいで胡う乱ろんで、はっきりとしたことはわからないみたいですね。といいますか、彼ら自身でもわかっていないんじゃないかと」


    「…………ふうん」


    「最初はあそこまで派手に暴れていなくて、どちらかといえば単に走り回っていただけなのに、行動が次第にエスカレートしていった感じですし。考えると、何か裏がありそうですね」


    「さて、どうかな。ま、いい。今は引き続き情報を集めてくれ」


    「わかりました」


    　二人は何な故ぜか競泳水着を着ていた。
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     第３章　相内美幌は競泳水着という障壁を築いている
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    「明日だったら見学してもらえるのだけど」


    　神楽かぐら岡おか藻も琴ことが相あいの内ない美み幌ほろからそう言われたのは、水曜日の放課後のことだった。


    　今日も相内は朝から放課後までを競泳水着で過ごしていた。


    　周りの生徒はみな制服姿なのに、相内だけが極薄でハイレグの競泳水着を着て、ちんまりと教室の椅い子すに座っている。


    　ノートを取るのも競泳水着。


    　先生の質問に答えるために立ち上がっても競泳水着。


    　指名されてホワイトボードの前に立つときも競泳水着。


    　そんな相内の恰かつ好こうに誰も何も言わない。ツッコまない。先生も軽く注意するだけで、本気で止やめさせようとは思っていないみたいだ。


    　普通ならあり得ない光景なのに、相内の競泳水着姿を教室で見ても、クラスメートや先生が何も反応しなくても、藻琴はあまり驚かなくなってしまった。


    　そんな自分の慣れが、ちょっと恐ろしいと思う藻琴である。


    　相内が教科書を鞄かばんにしまいながら言葉を継ついできた。


    「さっき、顧問の先生からそう言われたわ」


    「あ、じゃあ、お願いしま……す？」


    　語尾が疑問形になってしまうのは、百ゆ合り原はら萩はぎ野のに言われた一言が、未いまだに脳裏にこびりついているからだ。あるいは姫ひめ川かわ桔き梗きようの一言が。


    　二人は「水泳部は特別だから」というようなことを言っていた。


    　いったい何がどう特別だと言うのか。


    　それを知るのが少し怖いというか。でも、見学に行けば二人の言葉の真意がわかるのかな。う～～、おかしな人ばかりだったらどうしよう？　あ、でも、おかしな人という点では萩野も負けていないわけだから、そう怯おびえることもないのかな？


    　藻琴があれこれ考えていると、不意に両脇わきから二本の腕が侵入してきて、藻琴のささやかな胸の盛り上がりを、むにゅっと摑つかんだ。


    「にゃぁあぁぁっっ!?」


    　絶叫を放った藻琴は、椅子からお尻しりを勢いよく十数センチも浮かび上がらせる。


    　両腕を胸の前でＸ型にクロスさせ、殺人光線を発射しそうな形ぎよう相そうで藻琴が後ろを振り返ると、両腕を前に伸ばし、掌てのひらを広げた体勢で、百合原萩野が藻琴を睨にらんでいた。


    「藻琴ってば、いま何か失礼なことを考えていなかった？」


    「え？　いえええぇ？　そ、そんなことは何も考えていませんよ？　よ？」


    　図ず星ぼしを指されると浮き足立ってしまうのが、平凡という名の鎧よろいを着込み、普通という名の兜かぶとを被かぶり、常識という名の槍やりを持っている藻も琴ことの最大の欠点だ。


    　藻琴は、こういうときに素知らぬ顔でしらばっくれることができない。


    　かといって、「考えていましたが何か？」と開き直ることもできない。


    　この場合、平凡で普通というより、中途半端といったほうがいいのかもしれない。


    　萩はぎ野のが、ふぅ、とため息を吐ついた。


    「藻琴は本当に隠し事ができないタイプだね。まぁそんな藻琴に免じて、何を考えていたかは訊きかないでおくよ」


    「ああぁ、あの……ごめんなさい」


    　萩野が、くすくすと笑いだした。


    「いやいや、べつに謝ることじゃないさ。むしろ、僕としては、藻琴のそういうところが好きなんだし」


    　顔が真っ赤になる藻琴だった。


    「って、そうじゃなくて。危うくごまかされるところでしたよ！」


    「ん？　何が？」


    「胸！　いま胸を触ったじゃないですか。っていうか、摑つかんだ！　無理やりはしないっていうのがモットーじゃなかったんですか、萩野は!?」


    「え？　今のはちょっとした挨あい拶さつだもの、余裕でセーフだよね？　全然まったく少しも微み塵じんも無理やりじゃなかったよね？」


    　ちょっとした挨拶で胸を摑まれて堪たまるかぁぁ！


    　と大声でツッコめたらどれほど気分がスカッとするだろう。でも藻琴にそんな真ま似ねは逆立ちしてもできない。


    　いえ、スカートのまま逆立ちはしたくないんですけど。


    　そんな自分ツッコミが精一杯だ。


    「僕と桔き梗きようの朝の挨拶なんて、互いの胸を揉もみ合うことから始まるんだから。『お早う、桔梗、今日も朝からとてもいいおっぱいだね、モミモミ』『ああ、お早う、百ゆ合り原はら。君こそ、朝から素敵なおっぱ……』」


    　がすぅっっ！


    「ぎゃあ！」


    　いつの間にか萩野の背後に立った姫ひめ川かわが、容よう赦しやのない脳天チョップを見舞っていた。


    「神楽かぐら岡おかに出で鱈たら目めを教えるんじゃない」


    　頭を押さえた萩野が、涙目になって姫川を見上げる。


    「……もうちょっと手加減しようよ、桔梗～～。そのうち僕の頭ず蓋がい骨こつが変形してしまうよ」


    「いいだろ、べつに。どうせ君の頭蓋骨の中は空洞なんだ」


    「うわぁ、酷ひどいな～～」


    「いや、そうでもないか。君の頭ず蓋がいの中にちゃんと脳味み噌そは詰まってる。けど、その脳味噌の八割方がエロ方面に向いているだけ……だったな」


    　萩はぎ野のが藻も琴ことに泣きついてきた。


    「藻琴～～、君も僕の恋人なら、こいつの悪あつ口こう雑ぞう言ごんから僕を護まもってよ～～」


    「いえ、わたし、萩野の恋人とかでは……あ、ちょっと、何するんですか、萩野ったら」


    　泣き真ま似ねしながら藻琴のささやかな胸の谷間に顔を埋うずめ、ぐりぐりと鼻はな面づらを押しつけてくる萩野を、藻琴が必死で押し返そうとしていると。


    「えぇと、見学の件、どうすればいいのかしら、神楽かぐら岡おかさん」


    　ぼそぼそと相あいの内ないが訊きいてきた。


    「あっ、そうだったっ！」


    　慌あわてて姿勢を正した藻琴は、全力で萩野を引き剝はがすと、くるりと回れ右した。


    「あの、ごめんなさい、それでいいです。ぜひ明日、クラブを見学させてください」


    「そう。わかったわ。じゃあ、先生に伝えておくから」


    「えっと、それと」


    「まだ何かあるのかしら？」


    「その……昨日のジャストコの本屋さんの……」


    「神楽岡さんが気にする必要はないわ」


    　全部言う前に遮さえぎられた！


    「今のところはね」


    「え……？　い、今のところって、どういう……」


    「他ほかに何かあるかしら？」


    　また遮られた……。なんだろう～～。相内さんの言い方が凄すごく気になるな～～。でも、これ以上は訊いちゃいけない雰囲気だし。無理に訊いて彼女の機嫌を損ねたくないし。


    　波風の立たない対人関係を重視する藻琴は、それ以上のことを訊けなかった。


    「いえ、とくにありません」


    「そう。では、わたしはクラブがあるので、これで失礼するわ」


    　そう言うと、相内は例によってデイパックを背負い、右手で鞄かばんを持ち、教室から出ていってしまった。


    　競泳水着姿で。


    　相も変わらぬシュールな光景だった。


    　なのに、教室に残っている女生徒は誰一人として彼女に注意を払っていない。その事実が、もはやシュールを通り越してシューリストだった。


    　って、そんな最上級はないけど。でも、郷ごうに入いっては郷に従え。異様に入っては異様に従えって言うし。


    　そんな諺ことわざもない。


    　こういうときに敢あえて波風を立てないというのが藻も琴ことの生き方だ。


    　少なくとも今まではそうしてきた。


    　それに大きな疑問も抱いだかずに過ごしてきた。


    　けれど、ここでは。


    　黙っている自分がどうにも居心地悪く感じてしまう。何もツッコめない自分に、少なからぬ苛いら立だちと嫌けん悪おを感じる。


    　どうしてだろ。みんな何も言わないんだから、わたしなんかが何も言えなくても当然なのに。だって、あの萩はぎ野のや姫ひめ川かわさんでさえ何も言ってないんだよ。なのに、どうしてこんなに気持ち悪いのかなぁ。


    　ふぅぅ、と藻琴が切ないため息を吐つくと、萩野が訊きいてきた。


    「明日、水泳部を見学するんだ？」


    　藻琴の横に立った姫川も、藻琴の顔を覗のぞき込んできた。


    「ふうん、明日、水泳部の見学なのか？」


    「え……ええ。顧問の先生の許可が下りたとかで。だから、ちょっと見学してこようかなって思って。あの」
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    　萩はぎ野のと姫ひめ川かわの顔を交互に見やった藻も琴ことの顔に不安そうな色が出ていたのを感じ取ったのか、姫川は、


    「そんなに心配することはないって」


    　と笑いかけてきた。


    「そうそう、桔き梗きようの言うとおり。まぁ、僕も変なこと言っちゃったかなって反省しているよ、うん」


    「何を言ったんだ、君は？」


    「えぇと、水泳部ってちょっと変わってるとか、水泳部員ってちょっと変わった人が多いとか、そんなことを。っていうか、桔梗もそんなこと言ってたはずだけど？」


    「たしかに我が校の水泳部、少しばかり変わっているからな」


    　藻琴が姫川に顔を向ける。


    「あの……変わってるというのは、具体的にはどういうことですか？」


    「一昨年くらいからだったかな、水泳部は大会に出ていないんだ。以前は地区大会とか県大会レベルでは、そこそこいい成績を上げていたのに」


    「ええ～～？」


    　藻琴は目を剝むいた。


    　そして、そういえば、と思い出す。


    　転校することになったとき、事前に天あめ乃の宮みや学院女子高のことを調べたとき、当然、水泳部についても調べた。


    　調べたといっても、学院のウェブサイトに載のっていた「我が校のクラブ活動の紹介」というコーナーの「水泳部」の項目を読んだ程度だが、たしかに数年前までの戦績は載っていたが、ここ一、二年のものは載っていなかった。


    　最近はあまり芳かんばしい成績が収められていないために、敢あえて載せていないのかと藻琴は理解していたのだが、しかし。


    「大会に出ていないというのは、どういうことなんですか？　まさか、何か不祥事を起こして出場禁止になっているとか？　萩野や姫川さんが言う『水泳部だから』というのは、そういう意味なんですか？」


    　萩野と姫川が共に苦笑した。


    「藻琴は先走りしすぎ」


    「え？　あれ？　違いました？」


    「水泳部は、べつに不祥事なんか起こしちゃいないさ」


    「でも、そうしたら、どうして……」


    　不思議そうな顔で、藻琴が萩野と姫川の顔を交互に見ていると。


    「いや、理由はわたしたちも知らない。ただ大会に出場しなくなったという事実を知っているだけだから」


    　と姫ひめ川かわが応こたえた。


    「そう……なんデスか」


    「だから、藻も琴ことが見学に行けば、その理由も教えてくれるかもだよ？」


    　萩はぎ野のはそう言うが、藻琴は素直に頷うなずけない。


    「そうでしょうか」


    「だって入部希望者なんだから、大会に出ていないことは説明するよね。だったら、どうして出ないのか、あるいは出られないのかも説明するでしょ、普通」


    　たしかに萩野の言うとおりだ。普通なら。けれど普通でない場合は？　たとえば、相あいの内ないのように普通でない女生徒が集まってるクラブだったら、そんな普通なことをしてくれない可能性だってあるのではないだろうか。


    　って、そんなことを考えていても始まらないよね。まずは実際に自分の目で見て耳で聞いて確かめないと。けど、今年も大会に出ないんだとしたら……わたしが水泳部に入る意味があるのかなぁ。そこがなんとも。


    　藻琴が首を捻ひねっていると。


    「あ、そろそろクラブに行かないと先輩に殴なぐられる」


    　萩野は慌あわてて教科書やノートを鞄かばんに突っ込み始めた。


    「ああ、頑張れ」


    「じゃあね、桔き梗きよう、藻琴」


    　鞄を抱えた萩野が、短いスカートを翻ひるがえしながら教室から飛びだしていった。


    　さて、わたしは帰ろうかな。


    　藻琴が立ち上がろうとすると。


    「神楽かぐら岡おか、今日このあと、何か用事はある？」


    「え？　いえ、とくに用事というものは」


    「だったら、少し話していかないか？」


    「あの……はい、かまいませんけど」


    「ジャストコへ行くほどのものでもないから、談話室へ行こうか」


    　姫川の言う「談話室」というのは、学食の横にある喫茶スペースのことである。


    　昼食時には食事どころとして解放され、放課後には喫茶スペースとして使用することが可能なのだ。


    　といっても、すでに学食は閉まっているので、置いてある自販機の飲み物を飲むだけだが、図書館のように無駄話をしていても注意されることがないので、放課後、暇な生徒に割りと人気がある。なかには、簡単な打ち合わせなどに使っているクラブもあるほどだ。


    「はい、わかりました」


    　姫ひめ川かわ桔き梗きようはなんの話をしようというのかと不思議に思いつつ、藻も琴ことは彼女について教室をあとにした。
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    「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう」


    　アメリカンコーヒーの入った紙コップを前にして、姫川はそう切り出してきた。


    　談話室には何人もの生徒がいて、二人と同様、椅い子すに座って談笑している。他ほかの生徒の耳を気にしてだろうか、姫川の話す声もそれほど大きくはない。


    「君は百ゆ合り原はらのことをどう思っているのかな？」


    　ただでさえ迫力のある姫川に目の前に座られ、こちらの顔を覗のぞき込むように上体を斜め前に傾けられると、藻琴としてはどうしても圧迫感を受けてしまう。


    　藻琴は自然と頭を引き気味にして応こたえる。


    「え？　あの、どうって……どういうことでしょうか？」


    　藻琴の顔を覗き込んでいる姫川は、そうとうに真剣な表情をしている。


    「あいつは君のことをかなり気に入っているみたいだ。まぁ、あいつの言葉を借りれば、君のことが好き、みたいだが、君のほうはどうなのかな？　ということを訊ききたい」


    　少し顔が赤くなるのを自覚する藻琴だった。


    「わ、わたしも萩はぎ野ののことは好きですよ」


    　姫川の目が、キラ～～ン、と光った。


    「ほほう？」


    　姫川が、さらに上体を乗りだしてきた。


    「それはつまり、女同士にも拘かかわらず、百合原とだったら脱いだり脱がせたりしてもいいと？そういう覚悟だと？」


    　ぼんっっ！


    　藻琴の顔が、まだ青さを残すトマトから完熟トマトへと一瞬で様変わりする。


    「そっそっそんな覚悟あるはずないじゃないですかなに言ってるんですかもう嫌だな姫川さんったらららら」


    「そうなのか？　好き合ってる男女が二人っきりになれば、脱いだり脱がせたりするだろう？女子同士であっても、好き合ってる二人がそれはもう二人っきりになれば、脱いだり脱がせたり脱がせられたりするのではないか？」


    　もはや藻琴はトマトというより沸ふつ騰とうしたヤカン状態だ。口から耳から、ピ～～ッという沸騰音と共に白い蒸気が出てきそうである。


    「でででですからそういう意味ではなくて、ですね。わたしが言っているのは、友だちとして好きと、そそそそういう意味ですよ、もちろん」


    「ぷふっっ」


    　姫ひめ川かわの真ま面じ目めな顔が崩れる。


    　あ？　わたし、からかわれてただけ？


    「じゃあ、神楽かぐら岡おかは迷惑に思ってるわけじゃないんだね？」


    　と訊きかれて、藻も琴ことは驚いてしまう。


    「もちろんです。全然迷惑じゃないですよ？　むしろ萩はぎ野のには感謝してるんですから」


    「なら、いいんだ」


    　姫川は、彼女にしては珍しく小さな安あん堵どの息を漏もらして上体を引いた。


    「ほら、君は、嫌なことがあっても、なかなか嫌とは言えない人間だろ？」


    　あぅあぅあぅぅ。


    　藻琴は両手をわたわたと振り回すが、彼女の言うとおりなので何も反論できない。


    　見み透すかされてる～～。完全に見切られてる～～。


    　姫川の前に出ると藻琴は自分が丸裸にされているような気がする。それはそれで、かなりの羞しゆう恥ちプレイだった。


    　こ……この人、少し苦手かも。


    「だから、もし神楽岡が迷惑なのを我慢しているのだったら、早めに手を打っておいたほうがいいかなと思ったんだ。まぁ、相思相愛の二人には余計なお世話だったみたいだけど」


    「そそそ相思相愛って、でででですから何バカなこといいいい言ってるんですかっっ！」


    「いや、冗談だから。本気で受け取らないでくれたまえよ」


    「あぁぁぁ、すっすみませんっ」


    　目をグルグル回しながら、藻琴が頭を下げると。


    「ぷはっっ」


    　またも笑われた。


    「いや……ははは、ホントに神楽岡は面白いね」


    　これまで面白いなどと言われたことのない藻琴は、普通の人にとっては微妙なはずの姫川の評価が、ちょっと嬉うれしかったりする。


    　なので、


    「ありがとうございます」


    　などとお礼を言っちゃったりするのだが。


    「は？　何が？」


    　姫川が目をぱちくりさせている。


    「あの、わたし、普通で平凡で地味で目立たない子だったので、そんなふうに『面白い』なんて言われると、ちょっと嬉しいんです」


    「ぶはっっっ」


    　姫ひめ川かわが吹いた。


    「あはははは。いや本当に。本当に君は面白い。あははははは」


    　さすがにそこまで大笑いされると、ちょっと……。


    「いやいや、『面白い』と言われて『ありがとう』なんてお礼を言ってしまう君の、いったいどこが普通で平凡だと言うのかな」


    「いえでも、萩はぎ野のなんかに比べれば、わたしなんて普通で平凡でしょう？　性格的にも見た目的にも」


    「う～～ん、まぁ見た目的には、ね」


    　あ、そこは肯定されちゃうんだ。


    「けれど、言ってみれば百ゆ合り原はらの場合は超特殊で爆変人だから、あんなのと比較しても意味はないな」


    「……でしょうか」


    「わたしも、自分が少し変わってる人間だという自覚はあるけど」


    　あるんだ、やっぱり。


    「百合原の前に出れば、そんな自覚は吹き飛んでしまうし」


    　そうか。姫川さんでさえ、そうなんだ。ちょっと安心した。


    「そんな超変人な百合原は、いつも周囲から浮くんだ。浮きまくるんだ。だからね、あいつの百合っ娘こ宣言は、むしろ普通じゃない自分をカモフラージュするための手段なんじゃないかとわたしは思ってる」


    　えっと……どういうことだろう？


    「百合趣味を除けば、萩野は普通の女子なんじゃありません？」


    「いや、あいつは、基本、エロいから」


    　うわぁ、百合方面じゃなくても、そっちの機能は発揮されるんだ。


    「まだ女子好きを公言していない中学の頃、あいつ、ネットでエロ画像拾って、わざわざそれをプリントアウトして学校へ持っていって、女子の友だちに見せまくったんだぜ。もちろん、引かれまくったけどな」


    　うわぁ、それは……。


    「そのとき引かなかった唯ただ一人の女子が星ほし置おきなんだけど、それはおいといて」


    　あ、そういう関係なのか、あの二人。


    「百合原の奴やつ、あんまり学習機能が発達してないから、何度もやらかすんだ。そうこうしてるうちに、あいつの変人具合が、というよりヘンタイ度合いが学校に広まっちゃってね。クラスメートからは半なかば無視されるようになったんだよ」


    　えぇぇ？　意外～～。


    「その頃からかな。あいつが自ら女子好きを公言するようになったのは。そんなこと言ったら、もう爪つま弾はじきにされてもおかしくないというのにね。さすがのわたしも不安に思ったものだよ。中学の頃からわたしは大柄だったし、武術もやってたし、クラスで一いち目もく置かれる存在だった。わたしの友だちだということはみな知っていたから百ゆ合り原はらが虐いじめられることはなかったが……これ以上クラスメートとの関係が悪化したら、わたしでも庇かばいきれないぞ、とね」


    　なんか……萩はぎ野ののこんな過去話、わたしが聞いちゃっていいのかな？


    　そんな藻も琴ことの思惑などおかまいなしに、姫ひめ川かわは淡々と話を続けていく。


    「ところが、だ。百合原が百合っ娘こ宣言すると、『あいつなら無理もない』とか言われて拒絶されなかったんだ。むしろ『百合原ならエロくても仕方がないよね』『実害がなければスルーしようか』なんていう、生なま温あたたかい目で見守ってあげよう的な雰囲気？　いわばショック療法が成功したと言ってもいい。だからわたしは思ったんだ。あいつの女子好きは擬ぎ態たいなんじゃないかってね」


    　う～～ん、なんか直すぐには信じられない話だなぁ。でも、たとえそれが本当だとしてもよ、そんなことを中学生のときに？　萩野の構想力と実行力にも驚くけど、それよりも姫川さんの観察眼、眼がん力りきにビックリだよ。


    　藻琴が目を合わさないように努力しながら、ちらちらと姫川のほうに視線を向けると。


    「あいつはわたしの大事な幼おさな馴な染じみだからさ。それにわたしは、あいつには何度も助けられているの。だから、あいつのことは守ってやりたいと思ってる」


    　うわぁぁぁ、恰かつ好こういいぃぃ。見た目はこんなゴージャス美人なのに、なんて漢おとこらしいんだろ、姫川さん。っていうか、え？　まさか、ひょっとして……。


    　藻琴は一つの可能性に思い至り、小さく眉まゆを顰ひそめた。


    「あのう、このお話って、萩野に近づく悪い虫は許さないとか、萩野は俺の物だ、おまえには渡さないとか、そういうことですか？」


    「えぇえ？　いや違う違う。そういうことでは全然ない」


    　姫川は少し焦ったような顔で、ひらひらと右の掌てのひらを激しく左右に振った。


    「わたしは至ってノーマルだ。百合原のことは大切な友だちだとは思っているけど、あいつの恋人になろうとか愛人になろうとかは、これっぽっちも思わない」


    「……ですか」


    「あいつがわたしの前で服を脱ぐというのは、それはそれでかまわないが」


    　いえ、止めてあげてくださいよ。


    「わたしがあいつに服を脱がされるのはＮＧだな」


    　どうして例え話がそっち方面へ……。


    「たまに百合原のところに泊まりに行ったりしたとき、寝ね惚ぼけたあいつが、暑いよ～～、服を脱がせて～～、などと言って迫ってくるが、そんなときは拳げん骨こつで以もつて起こす！」


    　あ、萩はぎ野のとのお泊まり会。いいなぁ……って、今はそういう話じゃなく！


    「いやまぁ、そうだな、どちらかというと、精神的な部分での保護者気分……なのかな」


    　あ、お母さんだ。お母さんがいる。


    　藻も琴ことは少し微ほほ笑えましい気分になった。


    「神楽かぐら岡おかが百ゆ合り原はらを拒絶しなかったのは嬉うれしいんだけど、頼まれると断れないタイプに見えたから、我慢して嫌々相手をしているのだと少し辛つらいなと思ったんだ。君にとっても、百合原にとってもね。だから、それを確かめておきたかったの」


    　姫ひめ川かわは椅い子すの背に背中を預け、両腕を頭の後ろで組んで天井を見上げた。


    「君が嫌々じゃなかったのがわかったし、君がいい子だというのもわかっているし」


    「あの……ありがとうございます」


    「あははっ」


    　小さく笑った姫川は、腕組みを解いてまたもや上体を乗りだし、そして藻琴に向かって頭を下げた。


    「だから、神楽岡になら安心して百合原を任せられる。あいつ、変な奴やつだけど、善いい奴なんだ。今後とも末永くよろしく頼むよ」


    「いえいえ、なんで娘を嫁にやるお父さん的な発言してわたしに頭下げるんですか！」


    「ははは。昔からあいつの保護者的なポジションだったからな、わたしは。その影響かな」


    　姫川が笑いながら頭を搔かくと。


    「姫川さん、お母さんだったりお父さんだったり、大変ですね」


    「？？？」


    「ああぁ、いえいえ、なんでもないです、こちらの話です」


    「そうかい？　ところで」


    　笑みを収めた姫川が、ずいっと顔を藻琴に近づけてきた。


    「こんな話は、君だからした。百合原には黙っていてくれたまえよ？」


    「もちろんです。絶対、誰にも話しません」


    　顔を引いた姫川は、


    「やれやれ。肩の荷が下りた気分だな」


    　と紙コップに手を伸ばす。


    　かなり温ぬるくなってしまったコーヒーを一口、二口と喉のどに流し込むと、姫川はもう一度、


    「ところで、神楽岡は」


    　と話しかけてきた。


    「何か、これといった趣味を持っているのかい？」


    「しゅ……趣味ですか？」


    　いきなりの話題転換？　これはつまり、本題は終わり、ここからは雑談タイム……っていうことかしらね。


    　そう理解した藻も琴ことは、持ち前のそつのなさを発揮して姫ひめ川かわとの雑談タイムをこなした。


    



    　人の話を聞くのは藻琴の得意技だ。言い換えると、相手に気持ちよく話をしてもらうことが得意だということになる。


    　相手が一方的に喋しやべるに任せていては、相手が喋るのを止やめたときに話が途切れてしまう。


    　藻琴の場合、相手に喋らせながらも、適宜、質問を挟はさんだり話題転換を図ったりするから、よほど無口な相手でなければ、気まずい沈黙が続くということがあまりない。


    　そうして気持ちよく喋っている相手は、たまにポロッと本音を漏もらしてくれたりもするから、思わぬ有益な情報が手に入ったりもする。


    　もっとも藻琴の場合、「有益な情報」というのは、だいたい対人関係のことだ。


    　誰と誰が仲がよくて誰と誰が仲が悪いというのは、表に現れる態度だけ見ていてもわかる。ただ、見た目は仲が良さそうなのに実はそうでもないとか、波風は立っていないように見えて実は互いに嫌い合っているとか、そんな深いところは外から見ているだけではなかなかわからないものだ。


    　けれど気持ちよく喋っている人間は、自分のことでなければ、表面を見ているだけではわからない深い部分での人間関係を漏らしてくれることがある。


    　そういう他人が知らないことを知っている人間は、実は誰かに喋りたいと思っているから、藻琴のように中立で人じん畜ちく無む害がいな人間に対しては気が緩ゆるむのだろう。


    　藻琴はこの特技を活いかして様々な情報を入手し、中学時代の三年間を、どの派は閥ばつにも属さず、どんな対立にも巻き込まれず、全方位外交かつ局外中立という立場を崩さずにやってこられたのである。


    



    　が、今回は、藻琴の特技を発揮するまでもなかった。


    　姫川桔き梗きようは元々があまり隠し事をしないタイプの人間のようで、訊きかれたことにはオープンに答えてくれる。


    　おかげで、萩はぎ野ののプライベートも姫川自身のプライベートも、そこそこ突っ込んだ部分まで知ることができた。


    　やっぱり漢おとこらしいっていうか。姫川さんのこういうところは、ちょっと好きかも……って、いえいえ、もちろん百ゆ合り方面じゃないですよ？　友だちとしての話ですよ？


    　誰に対する言い訳なのか!?


    　という脳内自己ツッコミが聞こえたが、そこはスルー。


    　まだ少し怖いところもあるのだが、姫川に対する苦手意識は少し薄らいだかなと、そう思う藻琴だった。
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    　適当なところで雑談タイムを切り上げた姫ひめ川かわは、星ほし置おきと一緒に帰る約束をしてるので、漫研部室へ行くと言う。


    「神楽かぐら岡おかも来るかい？」


    　と姫川は藻も琴ことを誘ってくれたのだが、生あい憎にく二人とは帰る方向が違う。


    　それに、姫川さんとは、もう談話室でお茶してさんざんお話をしたし。


    　ということで、藻琴は彼女の誘いを断ることにした。


    　もちろん、気配り上手な藻琴は、ただ断ったりはしない。


    「今日は家の食事当番なので」


    　などと、もっともらしい理由をつけるのを忘れなかった。


    　いま母親と二人暮らしだという話は雑談中にしてあったので、姫川はそれ以上、何も言わずに頷うなずいてくれた。


    「今日はお茶に誘ってくれて、ありがとうございました」


    「今度は談話室じゃなくて、もっと美お味いしいケーキとかある店に行きたいな」


    「ですね」


    「じゃあな、神楽岡。また明日」


    「はい、姫川さん、また明日」
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    　雑談タイムを終えて姫川と別れた藻琴は、談話室を出ると、一人で靴くつ箱まで来た。


    　それにしても、姫川さんと萩はぎ野のの関係が羨うらやましいなぁ。親友って、ああいうのを言うのかな。わたしにもあんな親友ができるといいんだけど。萩野だったら、親友じゃなくて恋人になろうって言うのかな。って、いやいやいや。


    　ぶるっと身震いした藻琴は、でも、と思い直す。


    　萩野が、自分のポジションを確保するために自ら百ゆ合りっ娘こ宣言をするなんて。彼女が、それほどの戦略眼の持ち主だとは思わなかったなぁ。


    　だとすると。


    　萩野がわたしに、気に入ったからと声をかけてくれたのも、転校生のわたしが少しでも早くクラスに馴な染じめるように配慮しただけなのかも？　う～～ん、どうなんだろう。


    　今や萩野は、「女子好きな百合っ娘」としてのポジションを、見事にクラスで確保しているように思える。


    　である以上、萩はぎ野のが声をかけたくらいで、藻も琴ことがクラスメートから嫌われたり無視されたりすることはないはず。


    　萩野が大した戦略眼の持ち主であるなら、そんな配慮を見せたという可能性はあるだろう。


    　わたしとしては、配慮からとかじゃなくて、ただ気に入ったからって理由で萩野に声をかけられたほうがよかったんだけど……って、あ～～、やややや、そうじゃなくて。そういう方面じゃなくて。


    　またもや脳内にいる誰かに向かって慌あわてて言い訳をしてしまう藻琴だった。


    　は～～。なんだか複雑というか難しいというか。人の気持ちって生き物みたいで、自分じゃままならないものだなぁ。


    　などとよくわからない感想を胸に抱えたまま、ぶらりと校舎を出た藻琴の頭に閃ひらめいたことがある。


    　そうだ。このまま少しグラウンドを歩いてみようかな。そのままプールの前を通りかかれば、水泳部が練習してるところをチラ見できるんじゃない？


    　あくまで通りかかっただけで、どこまでもチラッと見ただけだから、見学は明日だという相あいの内ないの言葉を無視したことにはならない……はずだ。


    　それに、萩野が走ってるところもチラ見できるかもしれない。


    　あ、彼女は走り幅跳びの選手だから、跳んでいるところ、かな。


    　レーシングブルマにビキニトップという出いで立ちで走ったり跳んだりしている萩野の勇姿を拝んでみたいと藻琴は思った。


    　ももももちろん、萩野の引き締まった剝むき出しの太ふと腿ももを見たいとか、薄布に包まれただけの形のいいお尻しりを見たいとか、おへそ丸出しの引き締まったお腹なかを見たいとか、薄布に包まれただけの可愛かわいらしい胸を見たいとか、そういうことじゃないですよ？


    　誰に向かって言い訳しているの!?　という自己ツッコミが聞こえたが、やはりスルー。


    　っていうか、可愛い胸だなんて言うと、萩野に怒られちゃうかも。


    　なんてことを考えていると、思わず表情が崩れ、自然とにやけてしまう。


    　いけない、いけない、人に見られたら怪しまれる。


    　表情を引き締めた藻琴は、靴くつ箱から靴を取り出して履はいた。
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    　校舎を出ると、目の前が陸上用グラウンドだ。


    　一周四百メートルのトラックがあって、その内側には、走り幅跳び用の砂場とか走り高跳び用のマットとか砲ほう丸がん投げのスペースとかが用意されている。


    　競技トラックのスタート地点と第一、第四コーナーには、ちょっとした仮設のスタンドまであった。


    　たかが高校のグラウンドとは思えない広さと設備であるが、これ以外に球技場が別にあるというのだから驚いてしまう。


    　ソフトボール部とサッカー部、ラクロス部は、そちらで練習しているらしい。


    　萩はぎ野のの姿は捜すまでもなく直すぐに見つかった。


    　藻も琴ことが想像したとおり、彼女は赤いレーシングブルマに赤いビキニトップという派手な恰かつ好こうをしていたから、その姿は嫌でも目に飛び込んでくる。


    　とはいえ、似たような恰好の陸上部員が何人もいるから、教室で競泳水着を着ている相あいの内ないのような悪目立ちはしていない。


    　やっぱり、おへそ丸出し！　って、いやいや、注目するのはそこじゃなく。全身。見るのは全身よね。


    　研とぎ澄まされたとでも評すればいいのか、体脂肪率が確実に一桁けたという彼女の肉体は、見ているだけで惚ほれ惚ぼれとしてくる。


    　って、やややや、そういう意味の惚れ惚れじゃないですから！　そしてわたしはさっきからいったい誰に言い訳しているの!?


    　もう、いい加減、自分ツッコミにも自分言い訳にも疲れてきた藻琴だったが。


    　無駄な脂肪がすべて削そぎ落とされるまで鍛えあげられた百ゆ合り原はら萩野の体は、なんというか、ギリシャ彫刻のような美しさだった。


    　同じ運動部でも、水泳部員はあそこまで体脂肪を落とさないものなぁ。
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    　水泳部の活動は寒いのだ。


    　春と秋は、体が震えるほど冷たい水の中で泳がなくてはならない。


    　本当に気持ちがいいのは夏の一時期だけ。


    　盛夏になると、今度は逆に水が温ぬるくて気持ち悪い。


    　泳いでいて汗をかくなどという体験をする人は、水泳部員以外に、まずいないだろう。


    　それはともかく。


    　冷たい水の中で泳ぐ期間が長いから、陸上の短距離選手のように体脂肪をギリギリまで落としてしまうと、寒さがよけい身に染しみるのである。


    　まぁ、いつも温水プールで泳いでるような強豪校の選手はどうだか知らないけど。それに、　筋肉だって足だけでなく腕にも肩にも背中にもつくから、見た目のバランスが悪いっていうか。あんまり薄着になりたくはないのよねぇ。


    　競泳水着に身を包んでしまえば、水泳の選手だということが見た目にもはっきりわかるからそうでもないのだが、夏に私服になると、腕の太さとか肩幅の広さとかウエストの締まり具合などが気になる藻も琴ことだった。


    　まぁ、私服でデートするような相手もいないのに、そんなことを気にしても意味ないのかもしれないんだけど。


    



    　グラウンドの片隅で足を止めた藻琴が、見るともなしに萩はぎ野のを見ていると。


    　踏み切り板に向かって駆けだした萩野が、ぐんぐんと加速していく。


    　うわぁ、速いな、やっぱり。


    　踏み切り板の手前で踏み切った彼女の体が空中高く跳んだ。いや、宙に飛んだというほうが相応ふさわしいだろうか。


    　空中を走るように足を回転させた萩野の体は、五メートル以上を軽々と飛んで砂場に着地し、勢いよく前方に転がった。


    　五メートルどころか、今の六メートル近く跳んでない？


    　六メートルは、インターハイで表彰台に立てるかもしれないという記録である。


    　全中では予選落ちしたなんて言ってたけど、もしかして萩野、その後、急速に記録を伸ばしてる？　凄すごいなぁ。


    　相変わらず、記録的には中の上止まりの藻琴が感心した目を向けていると。


    　砂場でいきなり立ち上がった萩野が、藻琴のほうへ手を振ってきた。


    「藻琴～～、見に来てくれたの～～っ!?」


    　周りにいた陸上部員の目が、一いつ斉せいにこちらに向けられた。


    　こんな目立ち方をしたことがない藻も琴ことは、この手の状況に免めん疫えきがない。


    　顔を赤く染めた藻琴は四方八方にへこへこと頭を下げたあと、いきなり脱だつ兎との如ごとく駆けだしてその場から逃走するのだった。


    「好きだよ、藻琴～～」


    　背後から聞いてはいけない萩はぎ野のの声が聞こえてきて、藻琴は思わず耳を塞ふさぐ。


    　あんなことを大声で叫ばれたら、陸上部の先輩方に誤解されてしまうじゃない～～。萩野ったら、も～～っ。


    　一刻も早くこの場から離れたい。むしろ消えてなくなりたい。


    　その思いが藻琴の体を強く押した。


    　走るのはあまり得意ではない──とくに短距離は──藻琴だが、今の彼女なら陸上部の選手と競走しても勝てるかもしれなかった。


    



    　６


    



    　大きな体育館の陰に入って、ようやく藻琴は足を止め、一息吐つく。


    　あ～～、恥ずかしかった。
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    　まだ冷や汗が出ている。顔の火ほ照てりが止まらない。


    　それにしても、と感心する。呆あきれもする。


    　あんなことをあんな大声で口にできるなんて、萩はぎ野のの神経はどうなってるのかな。わたしに迷惑がかかるとか、そういうこと考えないのかな。ってことは、転校生のわたしに対する配慮から声をかけてきたのじゃなくて、純粋に、わたしに対する好意から？　だったら嬉うれしいんだけど……いやいや、そうじゃなくって。


    　せっかく整ってきた息がまた荒くなる。赤みが引いた頰ほおがまた上気する。


    　この件に関してはあまり深く考えないほうがいいよねそうだよねうんそうだ。


    　なんとか意識を別方面に向けた藻も琴ことは、体育館の裏手へと足を進めていく。


    　しっかし、大きな体育館だなぁ、これも。


    　この体育館にはバスケットボール部とバレーボール部が練習していて、これとは別に講堂もあるという。


    　そちらでは、体操部と新体操部に卓球部が練習しているそうだ。


    　さらに弓きゆう道どう場に武道場まであるというのだから、恐れ入るを通り越して、呆れてしまいそうになる。


    　大きな高校よねぇ。これで女子高だっていうから、またそれが凄すごい。


    　姫ひめ川かわに聞いたところによると──雑談タイムの威力だ──この高校には地元では名家と呼ばれるような家のお嬢様が何人も通っているらしく、そういう生徒の実家からは、かなりの額の寄付金が贈られているのだという。


    「天下のＳＡＳＡＫＩ自動車工業の娘さんも通っているよ」


    　と姫川は言っていた。


    　ＳＡＳＡＫＩ自動車は、車には詳しくない藻琴ですらその名を知っている大企業だ。姫川の教えてくれたその話に、藻琴は感嘆の声を上げたものだった。


    　そんな大企業のお嬢様が何人かいれば、この程度の体育館の一つや二つ、簡単に建っちゃうのかもねぇ。


    　この体育館の向こう側にテニスコートがあって、その横にプールがある……と学園の全体図には描いてあった。


    　白いスコートを翻ひるがえしながら硬式のテニスボールを打っているテニス部員を横目に、藻琴はプールの横まで歩いてきた。


    　プールは、地面よりも一段高いところにあった。


    　ちょうど藻琴の胸元辺りが、プールサイドのレベルだ。


    　できるだけ自然な足取りで近づいていった藻琴は、あまり興味がない様子を装って、プールサイドに目だけを向ける。


    　そして目をぱちくりとさせる。


    　誰も……いない？


    　プールは透明な水を満々と湛たたえているというのに、プールの中にもプールサイドにも、誰も見当たらなかった。


    　あれぇ？　今日は水泳部、お休み？　いえでも……相あいの内ないさん、クラブに行くって言っていたよね？


    　どういうことだろうと藻も琴ことは考え込む。


    　が、その場に突っ立って考え込んでいては目立ってしまう。


    　あくまで藻琴は通行人、たまたまここを通りかかっただけなのだ。


    　奥のほうまで歩いていった藻琴は、そこで回れ右をして引き返してくる。


    　当然、プールのほうへちらちらと視線を送りながら。


    　けれど、結局、最後まで誰の姿も見かけなかった。


    　っていうか、コースロープが張ってないじゃん！


    　ちょうどいま休憩中、あるいは部員がお風ふ呂ろに入っているという可能性は、コースロープが張られていないことで消える。練習中にわざわざコースロープを外すことなど普通はしない。


    



    　ちなみに。


    　水泳部における「お風呂」は、練習が終わってから入るものではない。


    　この季節だと水温が低くて、泳いでいると体が冷えてしまうので、冷えた体を温めるため、練習の途中で何度もお風呂に浸つかるのである。


    　もちろん水着のままで。


    　当然、体を洗ったり髪の毛を洗ったりはしない。


    　そんなふざけた真ま似ねをすれば、上級生に殴なぐられる。


    　というか、脱がされるんだよねぇ。


    　藻琴が中学の水泳部のとき、洒しや落れで石けんを持ち込んで体を洗いだした二年生がいたのだが、三年生が寄ってたかって──といっても三人しかいなかったが──彼女の水着を脱がして裸で外に放り出したことがあった。


    　その日は雨が降っていて寒かったから、二年生が風か邪ぜをひかないだろうかと、藻琴は他人事ながら心配したものだ。


    　そんな真似を平然とする三年生も三年生だが、その二年生も大した度胸で、慌あわてず騒がず、裸のまま石けんの泡を雨で洗い流していたから、かなりの剛ごうの者だった。


    　男子部員が大騒ぎしてたけど。


    　思い出すと笑いそうになる。


    　運動部って、ときたま無茶苦茶な先輩とかがいて、それはそれで面白いのよねぇ……って、いえいえ、いま大事なのはそういうことじゃなく。


    



    　藻も琴ことの意識が回想モードから戻ってきた。


    　ってことは、やっぱり今日は練習そのものがお休みってことなのかなぁ。でも、そうすると相あいの内ないさんはいったい……。


    　いつまでも同じ場所に立っているわけにもいかないので、首を捻ひねりつつも、藻琴はその場をあとにした。


    　萩はぎ野のに見つかったらまた声をかけられそうで怖い。藻琴はグラウンド脇わきを歩くのを止やめて、正門ではなく東門から出ることにした。


    　あ、もしかして！


    　藻琴は別の可能性に思い至った。


    　今日は別の学校に練習試合に行ったとか？


    　中学時代には、藻琴もときどき他校の水泳部との合同練習をしたことがある。いつもと違うメンバーで練習したりタイムを計ったりするのは、なかなか刺激になるのだ。


    　球技と違って、個人競技である水泳の練習はどうしてもマンネリになりがちだ。練習試合をしようにも、タイムを計るだけなので、いつもとあまり変わらない。


    　だから、そうやって顧問の先生が部員のやる気を刺激することは珍しくなかった。


    　ま、いいか。明日になれば正式に見学させてもらえるんだし。今日は諦あきらめて帰ろう。


    　藻琴は萩野に見つからないようにと辺りに注意を払いながら、正門の他ほかに二か所ある出入り口の一つ、東門から外に出て、天あめ乃の宮みや学院女子高をあとにした。


    



    　７


    



    「ねぇ、相内さん、今のって？」


    　薄暗い部屋で幾いくつかあるモニターに目を走らせていた大柄な女子が呼んだ。


    「ええ、そうですね。転校生の神楽かぐら岡おか藻琴さんです」


    「あらあら、明日まで待ちきれなかったのかしら。随ずい分ぶんとやる気満々な転校生さんね」


    「そうですね。やる気はあるみたいです。水泳をやる気は」


    「そこがちょっと可哀かわい相そうよねぇ。うちはたしかに水泳部だけど、あんまり泳ぐのには熱心じゃないもの。ね？」


    　相あいの内ないはいつもの熱のない顔のまま、モニターの画像を切り替えていく。


    　今度の画像には、学校から遠ざかっていく藻琴の背中が映っていた。


    「ね？　と言われましても、部長。泳げるものならわたしも泳ぎたいし、大会にだって出たいんですけど」


    「それはわたしも同じよ。でも……」


    　部長と呼ばれた大柄な女子は、小さく首を横に振ってため息を吐ついた。


    「こうなってしまった以上、仕方がないわよね」


    「そうですね。もう諦あきらめました」


    「で、どうなのかしら、彼女、神楽かぐら岡おかさんは？」


    「曖あい昧まいな質問ですね。具体的に何をお知りになりたいのですか」


    「お尻しりになりたくはないわ。相あいの内ないさんのお尻なら触りたいけれど」


    「そうですか？　べつにいいですけど、わたしなんかのお尻を触っても楽しいことがあるとは思えませんが」


    「いや～～ん、せっかくボケたのに、どうしてツッコんでくれないの」


    「わたしはツッコミ役ではありませんから」


    　部長は大きく頰ほおを膨ふくらませた。


    「相内さんは冷たいわ。アイスドールね。触っただけで凍傷になりそうだから、むしろドライアイスドールね。あぁ、そんな凍った相内さんの心を溶かしてくれる素敵な男性がいつか現れるのかしら」


    「…………」


    「人を蔑さげすんだその目が凍こごえるのよ～～。相内さんは萌もえの対極にいるわ。そう、凍えキャラね。絶対にデレそうにないから、ツンドラってヤツね？」


    　この人は……もうどうしたものかと。


    　両手で自分の体を抱えて身み悶もだえしている部長に冷たい視線を向けたまま、相内は、


    「ツッコまれたいのでしたら、彼女が適任でしょう」


    　と言って、モニターの画像を指さした。


    　くねくねとした体の動きを止めた部長がモニターに目を向けた。


    「あら。神楽岡さんって、そういう人なの」


    「根が真ま面じ目めっぽいですから、ボケにはツッコまずにいられないのでしょうね」


    　部長の目が、キラリッ、と光った。


    「水泳部に欲しい人材ね」


    「いえ……まぁ、いいですけど」


    「でも、真面目な人だったら、水泳部の活動に関しても問題ないわよね」


    「そうですね。まだ彼女が転校してきてほんの数日ですけど、わたしが見る限り、性格的にはなんの問題もないと思いますよ。それに、このあいだジャストコの書店で見せたあの感覚も、けっこういいセンいってると思いますし」


    「ですってね。運動能力に関しても、中学のときに水泳をやっていたなら、なんの問題もないでしょうし。その上、ツッコミ役であると。理想的な人材ではないかしら？」


    「最後の要素が理想にどう関わっているのかよくわかりませんが、性格と運動能力に関しては、たしかにそうですね。でも。そうだとしても。最大の難関が控えていますけど。限りなく高いハードルが待ち受けていますけど」


    「そうね。これが、ね」


    　小さく頷うなずくと、部長は自分の体を指さした。


    　彼女も相あいの内ないと同様、極薄超ハイレグ仕様の競泳水着を着ていた。


    　相内のそれと違っているのは、彼女の競泳水着が鮮やかな赤色であることと、体にぴたりとフィットする競泳水着にも拘かかわらず、胸の双そう丘きゆうが大きく盛り上がっていることだった。


    



    　８


    



    　翌日の学校──。


    



    　藻も琴ことは朝のホームルームが始まる前に、登校してきた相内を捉つかまえ、思い切って昨日のことを訊きいてみることにした。


    「お早うございます、相内さん」


    「お早う、神楽かぐら岡おかさん」


    　今日も今日とて、競泳水着姿の相内だった。


    　ジャストコでは制服を着ていたから、彼女が競泳水着で登下校するという恐ろしい可能性は消えたと見ていいだろう。


    　ということは、朝、わざわざ部室まで行って水着に着替えてから教室に来るのか。どうしてそんな面倒なことを毎日してるんだろ～～。


    「あのぅ、相内さん、ちょっとイイデスか？」


    　相内の冷ややかな視線に晒さらされ緊張した藻琴は、怪しい宗教を勧誘する怪しい人物が発するようなイントネーションになってしまった。


    「何かしら、神楽岡さん？」


    　そんな藻琴の挙動不審っぷりにも、相内は少しも動じない。なかなかの度胸である。


    「えっと、あのですね、昨日の放課後、わたし、ちょっとグラウンドを歩いていて、それで、たまたまプールの近くを通りかかったんですけど、プールに人の姿が見えませんでした。昨日はどこかに出かけていたんですか？」


    　相内は少しだけ首を傾かしげ、そして。


    「昨日の放課後は、合宿棟とうでずっとミーティングをしていたわ」


    「あ……ミーティング……でしたか」


    「話はそれだけ？」


    　取りつく島しまもない言い方だ。


    「あ、すみません、それだけです」


    「そう。では、放課後、わたしが部室まで連れていくから、一緒に行きましょう」


    　聞きようによっては、一人で勝手に行くな、と言っているように思えなくもない。


    「……はい、お願いします」


    　藻も琴ことは丁てい寧ねいに頭を下げた。


    　話は済んだと言わんばかりに相あいの内ないは前を向き、鞄かばんから教科書やノートを取り出し始める。


    　釈然としない思いを抱えたまま、藻琴も一時限目の授業の準備を始めるのだった。


    



    　９


    



    　休み時間に後ろの席の萩はぎ野のとお喋しやべりをしたり。


    　昼休みには萩野、姫ひめ川かわ、星ほし置おきの三人と学食に行って、昼食を摂とりながらお喋りをしたり。


    　自習になった五時限目には、萩野とお喋りをしたり。


    　って、ずっと喋りっぱなしよね、わたし、萩野と。


    　でも、それが楽しかったりする。


    　転校した最初の週から、こんなふうにクラスメートと仲良くお喋りを楽しめるなんて夢にも思っていなかったから、なおさらそう感じるのだろう。


    　萩野には、感謝、また感謝だなぁ。


    　六時限目が終わり、陸上部の部室へと向かった萩野を見送った藻琴は、そんなことを考えながらぼんやりと相内の戻りを待っていた。


    　クラス委員長である相内は、担任に呼ばれて職員室へ行っているのである。


    「どうした、神楽かぐら岡おか？　恋人と一緒に帰れなくて寂しいのか？」


    　と姫川が声をかけてきた。


    　藻琴の意識が現実に呼び戻された。


    「な？　ななな何を言ってるんですか、姫川さんは！　わたわたわたしと萩野は、そんな関係じゃありませんよ。よ！」


    　姫川はくすくすと笑いながら応こたえた。


    「わかってるって。そんなにムキになって否定しなくてもいいのに。百ゆ合り原はらの奴やつが聞いたら、泣くぞ？」


    「あぁぁ、す、すみません」


    「だから。そんなことでいちいち謝らなくてもいいって」


    「すみません。でもこれ、わたしにとって標準機能なんで……」


    「面倒な機能が標準装備されてるんだな」


    「すみません」


    「ぷっっ」


    　笑われた。


    「っていうか、ウザいな」


    　非難された！


    「いやまぁそれはそれとして。暇なら、帰りにお茶でもしないかという誘いなんだけど」


    　と言って、姫ひめ川かわが顎あごをしゃくった先に星ほし置おきがいた。


    　彼女は微ほほ笑えみながら藻も琴ことに向かって手を振っている。


    　あ、魅力的なお誘い。でも……。


    「すみません、今日は例のクラブ見学の日でして、これから見学に……」


    　藻琴が小声でそう言うと、あぁそうだったな、と姫川が頷うなずいた。


    「すみません、せっかく誘ってもらったのに」


    「だから。その程度でいちいち謝らなくていいから」


    「すみま……えぇと……」


    　すみません、という言葉に代わる言葉を藻琴が必死で探していると、姫川は苦笑を浮かべて手を挙げた。


    「いいから、いいから。じゃあな、神楽かぐら岡おか。また明日」


    「は、はい、姫川さん。また明日」


    　姫川が星置と一緒に教室を出ていくのと入れ違いに、相あいの内ないが教室に戻ってきた。


    　職員室へ行ってきたというのに、彼女は極薄超ハイレグ競泳水着姿のままだった。


    　どうして先生方は何も言わないのかな。不思議だなぁ。


    　教師の中には独身の男性教師が何人かいて、そういう人たちは内心でウェルカムだろうが、逆に女性教師が何か言ってきそうな気がするのだが。


    　やっぱり何か理由があるのかなぁ。


    　などと思いながら近づいてくる相内をぼんやりと見ていると。


    「お待たせしたわね、神楽岡さん」


    　はっと我われに返った藻琴は、慌あわてて首を横に振った。


    「あ、いえいえ、気にしないでください」


    「部室に行くわ。用意はいいかしら？」


    「はい、大丈夫です。よろしくお願いします」


    　藻琴は鞄かばんを手に立ち上がった。
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    　競泳水着姿の相内と廊下を歩くと他ほかの生徒たちの注目を大いに集めてしまうのではないか、すれ違う生徒たちから好奇の目を向けられてしまうのではないかと怯おびえていた藻も琴ことだったが、案に相違して、それは杞き憂ゆうだった。


    　というのも、相あいの内ない同様、制服で歩いていない生徒がけっこういたりするからだ。


    　そうか。さっきクラスで部活のユニフォームに着替えていたクラスメートがいたけど、そういう人が意外と多いんだ。


    　テニスラケットを持ち、白いウェアと白いミニのスコートに身を包んだ二人組が向こうから歩いてくる。あれはテニス部員だ。


    　さっきすれ違った生徒は、ぴたりとフィットしたスパッツを穿はいていたから、たぶんバレーボール部員ではないだろうか。


    　今すれ違った生徒はレオタードを着ていた。となれば、体操部員か新体操部員だ。


    　そんな生徒がそこかしこを闊かつ歩ぽしていて、競泳水着姿の相内もあまり目立たない──とくにレオタードと競泳水着は五十歩百歩だった──から、藻琴としては一安心である。


    　これなら注目を浴びることもないよねぇ。


    　そんな中でも注目を浴びる存在は、むしろ他ほかにいた。


    　廊下の角、階段を上ったところから巫み女こ装しよう束ぞくの二人組が姿を現したのである。


    　赤と白の色彩の組み合わせがなんとも鮮やかで、藻琴は二人に目が釘くぎ付づけだ。


    　すれ違うときに気がついたが、二人は手には祓はらい串ぐしのような物を持っていた。


    「あ……の、相内さん」


    　相内は足を止めて振り返る。


    「何かしら、神楽かぐら岡おかさん？」


    「たった今すれ違った巫女衣装の人はいったい？」


    　相内が、チラッと視線を巫女装束の二人に向けた。


    「あれは神しん道とう研究会の会員ね」


    「神道研究会!?　そんなクラブまであるんですか？」


    「部活ではなく同好会だけど、あるわ」


    　な、なんという混沌カオスな学校。


    　転校前に調べたときは、水泳部のことばかりに注意がいっていたから、どんな同好会があるのかというところまでは気が回らなかった。


    　もしかすると、もっと深遠デイープな同好会もあるのかも？　でも。


    「そんな同好会を、よく学校が許可しましたね？」


    「うちの学校、クラブ活動に関しては割りと寛容だから他ほかにもレアな同好会があるわ。それに水泳部が大会に出なくても存続を許してくれているし」


    　そう言って、相内は藻琴の顔を覗のぞき込んだ。


    　うっっ。


    　相あいの内ないの目が妖あやしい光を放っている……ような気がして、藻も琴ことは思わず頭を引いた。


    「そういうことを知りたいのでしょう、神楽かぐら岡おかさんは」


    「どどどどういう意味でしょうきゃっ？」


    　焦った藻琴は盛大に嚙かんでしまった。


    　彼女の質問には答こたえず、相内は体の向きを戻して再び歩きだす。


    　藻琴が慌あわててあとを追いかけていくと、相内が足を止めた。


    　藻琴が横に並びかけるのを待って、相内はぼそぼそと小声で言う。


    「それも含めて見学のときに説明するわ。いろいろと。さ、早く行きましょう。先生も待っているわ。たぶん」
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    　プールに着いたところで相内が足を止め、後ろを振り返った。


    「見学の前に、先輩や顧問の先生と顔合わせをしてもらいたいわ。なので、先に合宿棟とうのミーティングルームへ行くわ」


    「はい、わかりました……けど、合宿棟というのはなんですか？」


    「合宿のときに寝泊まりできるように、寝室と食堂兼ミーティングルームとキッチンを備えた建物のことね。合宿のときは、基本、自炊なの」


    「へぇぇ。水泳部専用の合宿所があるなんて、凄すごいですね」


    「いえ、水泳部専用というわけではないわ。どの運動部も使えるし、文化系クラブが使うことだってあるわ」


    「あ、そうですか。そうですよね」


    　藻琴は自分の早とちりに照れ笑いを浮かべ、頭を搔かいた。


    「で、まずはミーティングルームで顔合わせを兼ねてのお茶会をするそうよ」


    「え？　お茶会……ですか？」


    「嫌だった？」


    「いえ、全然まったく嫌ではありませんけど。でも、たかだかクラブの見学をしに来ただけのわたしのために、わざわざそんなお手間を取らせてしまっては申し訳ないというか」


    「遠慮しなくてもいいわ。先生も先輩も、期待しているから」


    「え？　期待……って、わたしを、ですか？」


    「ええ、そうよ。この時期に競泳水着を着てくれる人はなかなかいないものだから。『神楽岡さんに、うちの競泳水着がぴったりフィットするといいね』とみんな話しているわ」


    　うちの競泳水着。つまり、練習でもクラブ指定の水着を着るという決まりなのね。相内さんが着ているのが、それなのかな。でも、大会用にしてはハイレグの度合いが大胆っていうか。これは練習用で、大会用のは別にあって……って、ああ、そうか！


    　藻も琴ことは大事なことを思い出す。


    　そうだった。水泳部は最近、大会に出ていないって話だった。ってことは、大会用の水着の用意なんてない……のかな。


    　藻琴はそれとなく相あいの内ないの顔色を窺うかがったが、彼女はいつものと同様、熱のない無ぶ愛あい想そうな顔のままである。


    　まぁ、それは顧問の先生辺りから説明があると思うけど、でも「競泳水着がフィットするといいね」だなんて、なんか婉えん曲きよくというか文学的というか、遠回しな表現よね。


    　という藻琴の考えとは異なり、相内の表現はそうとうにダイレクトで限りなく散文的だったわけだが、神ならぬ身の藻琴に、そんなことがわかるはずがなかった。
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    「神楽かぐら岡おかさんを案内してきました」


    「失礼しま～～す」


    　相内に連れてこられたミーティングルーム兼食堂は、長机があって、パイプ椅い子すがあって、ホワイトボードがあってという、会議室っぽい造りだった。


    　ミーティングルームなんだから当然か。にしても。


    　コの字形に並べられた長机の一つに、お皿に載のった何種類ものケーキが置かれているのに、藻琴はビックリする。


    　お茶会って、お茶だけじゃなくてケーキも出るのか。どれもこれも美お味いしそうだなぁ。


    　藻琴は涎よだれが出そうになったが。


    　いや、いけないいけない。ケーキに目を奪われていてはいけない。


    　藻琴は自分を戒いましめながらケーキの載った皿から視線を引き剝はがすと、机の向こうに陣取っている水泳部員と顧問の先生と思われる女性に顔を向けた。


    　並んで座った四人を素早く観察しつつ、藻琴は大きく腰を折り曲げ丁てい寧ねいに頭を下げる。


    　頭を下げるまでの一秒足らずの時間で、藻琴の観察はだいたい終わっていた。


    



    　向かって左から二人目が顧問の先生よね。一人だけ年上だもの、間違いないな。で、左端が……三年生かな。なんとなく貫かん禄ろくがあるっていうか。あと胸も大きいものね……って、それは学年とは関係ない。先生の右側はやっぱり上級生かな。で、さらにその右側が一年生なのか二年生なのか。


    　藻琴はそう当たりをつけた。


    　そして、やはりというか案あんの定じようというか、全員が競泳水着姿だった。


    　下半身は長机に隠れていてはっきりしないが、上半身を見る限り、相あいの内ないと同タイプの極薄競泳水着である。であれば、下半身も超ハイレグに違いない。


    　顧問と思われる年上の女性までもが同じように競泳水着を着ている──色は黒だ──のが、藻も琴ことには意外だった。


    　普通はジャージを着るよね。先生だけじゃなく部員だって。部屋には暖房がついてないのに、ずっとあんな恰かつ好こうで寒くないのかな……って、そういえば！　相内さん、入学当初からあんな恰好だったとしたら、それこそ寒くなかったのかなぁ。


    　頭を下げたまま、藻琴がそんなことを考えていると。


    



    「やあ、よく来たな、神楽かぐら岡おか藻琴」


    　という声がかかり、藻琴は顔を上げる。


    　藻琴が顧問の先生だと思ったまさにその女性が、椅い子すの背もたれに背中を預けたまま横おう柄へいに右手を挙げていた。


    「わたしが天あめ乃の宮みや学院女子高水泳部顧問の虎こ杖じよう浜はま御み崎さきだ。受け持ち教科は体育だ」


    　黒い競泳水着に身を包んでいる虎杖浜は、体育教師と言うだけあって背が高く、鍛えられた筋肉質の体が目を引いたが、それ以上に藻琴の目を引いたものは彼女の両胸だった。


    　競泳水着は強く体を締めつける物なので、少しくらい胸が大きくても水着に押さえつけられあまり目立たないはずなのに、虎杖浜御崎の両胸は競泳水着に締めつけられ押さえつけられていてもなお、強く高くその存在を自己主張している。


    　凄すごいなぁ。確実にＤの上、Ｅはあるよね。もしかするとＦカップ？


    　などという推測を巡めぐらせながらも、藻琴はいつもどおり丁てい寧ねいに頭を下げる。


    「あ、神楽岡藻琴です。よろしくお願いします」


    「で、右隣が三年生でキャプテンの絵え笛ふえ美み深み」


    「絵笛美深よ。よろしくね、神楽岡さん」


    　絵笛美深は鮮やかな色調の赤い競泳水着に身を包んでいた。


    　水泳部員にしては髪が長めで、優美な笑顔が印象的な人だった。


    　あ、やっぱり三年で、しかもキャプテンなんだ。優しそうな人でよかった。けど、この人も……胸が大きい～～。


    　藻琴は、眼前に並んだ二人の巨大な双そう丘きゆうに圧倒されそうになる。自分の横に相内がいてくれなければ、この場から逃げだしていたかもしれない。


    　隣に立っている相内が怪け訝げんそうに目を細めたのを察知して、藻琴は慌あわてて頭を下げた。


    「神楽岡藻琴です。こちらこそ、よろしくお願いします」


    「で、わたしの左が二年の茅かや沼ぬま瑞みず穂ほだ」


    「はぁい、茅沼瑞穂でぇす。瑞穂でいいわ、よろしくねぇ」


    　茅かや沼ぬまの長い髪にはウエーブがかかっていて、見た目はあまり水泳部員っぽくない。


    　彼女が着ている競泳水着は艶あでやかなピンク色で、妖よう艶えんな雰囲気の彼女によく似合っていた。


    「神楽かぐら岡おか藻も琴ことです。よろしくお願いします」


    　本人が色っぽい人だから、ピンク色の水着が似合うというか、映えるなぁ。でも、胸は絵え笛ふえキャプテンほど大きくはない。


    「で、いちばん向こうが一年生の愛あい別べつ美み留る和わだ」


    「愛別美留和だよ～～。よろしく～～」


    　小柄で髪の短い愛別美留和は、勢いよく右手を挙げ、元気のいい声で挨あい拶さつしてきた。


    　第一印象としては、彼女がいちばん水泳部員らしかった。


    　愛別の水着は緑色だった。


    「神楽岡藻琴です。よろしくお願いします」


    　よかったぁ。わたしや相あいの内ないさんと互角の胸だ……って、さっきからわたしは、どうして胸の大きさばかり気にしているの!?


    　自分ツッコミを放っておいて、藻琴はゆっくりと頭を上げた。


    　それにしても。黒、赤、ピンク、緑、そして相内さんが青か。デザインは一緒なのに、色はてんでバラバラよね。クラブの水着としては統一感に欠けるというか。あれじゃあまるで……そう、戦隊モノのバトルスーツみたいな感じよね。


    　まさかこのとき、期せずして自分が事態の本質を見抜き、その想像が正せい鵠こくを射ていたとは、藻琴は想像すらできない。


    「さて、挨拶はこれくらいにして。せっかく用意したんだから、ケーキを食うか」


    　虎こ杖じよう浜はま先生がそう言うと、すかさず愛別が立ちあがる。


    　全身が現れた愛別美留和に、藻琴はそれとなく視線だけを向ける。


    　やはり、相内の水着と同じで超ハイレグだった。


    　ということは。他ほかの三人も同じよね。女子高の水着にしては大胆だなぁ。いや、女子高だからこそ？　っていうか、わたしもあれ着るのか。う～～ん、似合うかなぁ。


    　恥ずかしいと思う以前に、藻琴は、まず似合うかどうかを心配してしまう。


    　すでに中学の三年間、水泳部でハイレグ競泳水着を着ていた藻琴にとって、大胆なデザインだとは思うが、肝きもを潰つぶすほどでもない。


    　何しろ中学の水泳部には男子部員がいた。女子しかいないここでなら、あのくらいの水着、取り立てて騒ぐほどのこともないというのが藻琴の感想だった。


    「じゃあ、先生、お茶の用意しますね」


    　愛別がそう言うと、


    「わたしも手伝うわ」


    　と相内が応こたえ、一年生二人は奥にあるキッチンのほうへと消えていった。


    「ほら、突っ立ってないで座れ」


    　と虎こ杖じよう浜はまに促うながされたので、藻も琴ことは改めて三人に向かって頭を下げ、パイプ椅い子すを引いて腰を下ろした。


    　藻琴が座ると同時に、虎杖浜が訊きいてきた。


    「あ～～、えぇと、神楽かぐら岡おかは中学のときも水泳をやっていたんだな？」


    「はい。三年間、水泳部に所属してました。今年、入学した高校でも水泳部に入ったんですが、直すぐに転校することになってしまい、それで新しい転校先の天あめ乃の宮みや学院でも水泳部に入ろうかなと思いまして」


    「専門はなんだったんだ？」


    「ブレストです」


    



    　ブレストストローク。つまり平泳ぎのことだ。


    　他ほかの三種類の泳法＝クロール、バタフライ、バックストローク（背泳ぎ）では、背泳ぎでのスタートやターン時におけるバサロ泳法がどこまで認められるかという点が変わったくらいで、泳ぎの基本的な部分ではあまり変化していないのに比べ、平泳ぎだけは以前とかなり様変わりしている。


    　以前は頭が完全に水中に隠れてはいけなかったのだが、今では水没してもＯＫになっていた。これは、泳ぐ側からすれば、かなり大きな変化だった。


    　もっとも、水泳の選手以外には、それほど変わったようには見えないかもしれない。


    　ちなみに。


    　水泳の競技に「クロール」という種目はない。あるのは「自由形＝フリースタイル」という種目である。


    　自由形と言う以上、どんな泳ぎ方をしてもいいのだ。


    　あらゆる泳法の中でいちばん速く泳げるのがクロールだから、みんなクロールで泳いでいるだけで、もし背泳ぎや平泳ぎやバタフライでクロールより速く泳ぐ自信があれば、それで泳げばいいのである。極端な話、クロールと同等かそれ以上に速く泳げるというなら、犬かきだってかまわない。実際問題として、犬かきでクロールより速く泳げる者などいないだろうが。


    　という小ネタはさておき。


    



    「他に、リレー要員として狩り出されたりしたので、クロールも練習していました」


    「そうか。持ちタイムは？」


    「それは……」


    　藻琴が、中学時代の自己ベストの記録を告げると。


    　虎杖浜の隣の絵え笛ふえ美み深みが、くすくすと笑いだした。


    　持ちタイムを笑われたっ？


    　思わず仰のけ反ぞりそうになる藻も琴ことだが、それは彼女の勘違いだった。


    　部長の絵え笛ふえは、


    「いやだ、先生。まるで高校入試のときの面接みたいだわ」


    　と虎こ杖じよう浜はまを揶や揄ゆしたのである。


    「あ～～、そうだな。いや、こういうのってあんま経験ないからな。どうすればいいのかが、よくわからん」


    「普通にやればいいのではないですか」


    「そう……だな。じゃ、こっからはざっくばらんに行くか」


    「そうしてください」


    「じゃあ、まずケーキを食おう」


    　そっちへ行くんですかぁぁ!?


    　思わず藻琴はずっこけそうになった。


    　いえ、いいんですけど。わたしだって、さっきからずっとケーキが気になって仕方がなかったので。ええ。


    　ちょうどそこへ、


    「お茶が入りました～～」


    　と言って、愛あい別べつと相あいの内ないが戻ってきたので、虎杖浜との質疑応答は中断して、ケーキをいただこうという流れになった。
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    　お茶会の最中、ときどき虎杖浜や部員から藻琴に質問が飛んだ。


    　本当に面接試験みたいだなと思いながら、藻琴はそつなくそれらに答えた。


    　答えつつも、出されたケーキを二つ平らげ、淹いれてもらった紅茶を二杯飲んだ。


    　少し図ずう々ずうしいかな、と思ったが、目の前で顧問や部員たちがケーキを二個も三個も平らげ、紅茶をがぶ飲みしているのを見ていると、せっかく用意してくれたのに遠慮していては申し訳ないという気分になった。


    　その場の流れに乗る、周りの雰囲気を壊さない、というのも藻琴のモットーである。


    



    「さて、こちらの質問はそのくらいか？」


    　と言って虎杖浜が左右を見る。


    　水泳部員から何も発言がないのを確認すると、彼女はずいっと上体を乗りだしてきた。


    「では、次に神楽かぐら岡おかの質問を受け付けようじゃないか。あるんだろう？　いろいろと訊ききたいことが」


    　意味深しんな言い方だ。


    　何か含むものがありそうだが、それを考えている余裕はない。考えても意味がない。


    　藻も琴ことは用意してきた質問の中から比較的優先順位の高いものを選んで、虎こ杖じよう浜はまにぶつけてみることにする。


    「あの、聞いたところによりますと、いま水泳部は大会に出場していないそうですけど、本当なんですか？　本当だとしたら、どうしてなんですか？」


    「なるほど。まずそこから来たか。神楽かぐら岡おかは泳ぐことが好きなんだな」


    「あ……ええ、好きです」


    「わたしたちも好きさ」


    「はい」


    　だったら、どうして大会に出ないんだろう。


    「ただ、わたしたちは大会に出られない事情を抱えているのさ。いや、そうだな、出られないというより、『出たらいけない』と言うべきかもしれないな」


    　よく……わからない。


    　内心で藻琴が首を捻ひねっていると。


    「それは、あとで実演してみせよう。いや、これも『実演してもらおう』と言うべきか」


    　ますますわからない。


    　本当に首を捻りそうになるのを、藻琴はなんとか思い留とどまった。


    　相手の目の前でそんな失礼な真ま似ねはしないというのが藻琴の生き方なのだ。


    「ってことで、その質問への回答は保留。他ほかには？」


    「あの、では」


    　藻琴はごくりと唾つばを呑のむ。


    　これも、訊きき方によっては失礼な質問になるかもしれない。でも、藻琴はどうしても訊いておきたかった。


    　もしわたしが入部したとして、相あいの内ないさんみたいに授業中でも水着でいろと言われては困ってしまうもの。それは最初に確かめておかないと。


    「わたし、相内さんと同じクラスなんですけど」


    「知ってる」


    「相内さん、授業中もずっと水着なんです。あの、それってべつにクラブとしての指示とか、先生からの指導とかではない……のですよね？」


    　どうして水着なのか？　とズバッと訊かない辺りが藻琴の気配りだ。


    「べつにクラブとしての決まり事ではないし、わたしもそんな指示はしちゃいない。けれど、全員じゃないにせよ、相内以外にも授業中に水着を着てる奴はいるよ」


    　そうなんだ!?　相あいの内ないさんだけじゃなかったんだ。でも水泳部の方針じゃないというのなら、どうして？


    「言ってみれば、それは障しよう壁へきだな」


    「……はい？」


    　虎こ杖じよう浜はまの言葉の意味するものがまったく想像もつかなかったので、とうとう藻も琴ことは首を傾かしげてしまった。


    「要するにだ、一般人に近づいてほしくないんだよ、我々は」


    　どんどんわからなくなっていく。


    「ほら、ヤクザが黒服を着て黒いサングラスをかけ、髪を角刈りにして、『俺たちはヤクザだから近づかないほうがいいぞ』と警告を発しているようなものだよ」


    　世界のすべてがわからなくなっていく……。


    「ははは、そんな不思議そうな顔をするなって。これも水着の実演をその目で見れば、直すぐに言ってる意味がわかるさ」


    　いえ、実演を見ればわかる、という意味がさっぱり理解できないんですけど。


    　よく考えれば「水着の実演」という言葉の使い方そのものがおかしいのだが、多くの疑問が頭の中でぐるぐると回っている藻琴は、つい聞き逃のがしてしまった。


    「はい、次は？」


    「えっと、あの……」


    　何を訊きいてもはぐらかされてしまう気がして、藻琴は質問を続ける気が失うせてきた。


    　それよりも、その実演とやらを見せてもらったほうが早いのかな。


    「これ以上ないようなら、どうだ、わたしたちと一緒に泳いでみないか？」


    　それは願ったり叶かなったりですけど。


    「はい、お願いします……と言いたいんですが、わたし、今日は見学だけのつもりだったので、水着を持ってきていなくて」


    「かまわないよ。うちには予備の水着があるから、それを使ってもらえばいい。それとも誰が着たかもわからない水着を着るのは嫌か？」


    　わたし、そこまで潔癖じゃないし。だいいち、せっかくの申し出をそんな理由で断るなんて、失礼だよね。


    　彼女は大きく首を左右に振った。


    「あ、そういうことはないです」


    「そうか。まぁ、おまえの好き嫌いは別にして、水着はちゃんと綺き麗れいになってるから、なんの問題もないけどな」


    　という言葉には裏の意味があるのだが、この時点の藻琴に気づけるはずがない。


    　虎杖浜は、いちばん端っこに座っている相内のほうへ顔を向けた。


    「おい、相あいの内ない、水着を用意してやれ」


    「はい」


    　返事をして相内が立ちあがる。


    「では、更衣室へ行くわ。こっちよ、神楽かぐら岡おかさん」


    「はい、すみません」


    　藻も琴ことも鞄かばんを手にして立ち上がる。


    「わたしらはここを片付けたらプールのほうへ行ってるから、相内に案内してもらえ」


    「ありがとうございます」
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    　相内に連れられて藻琴がミーティングルームから出ていくのを見送った虎こ杖じよう浜はま、絵え笛ふえ、茅かや沼ぬま、愛あい別べつが、難しい顔で互いを見やった。


    「さて、どうなるかな」


    　腕組みをした虎杖浜が、誰に言うともなくそう口にすると。


    「競泳水着の神のみぞ知る世界……ってヤツですかねぇ」


    　と茅沼が応こたえた。


    「競泳水着の神なんているの、瑞みず穂ほちゃん？」


    　絵笛がそう訊きくと、茅沼は妖よう艶えんな笑みを浮かべた。


    「日本には八や百お万よろずの神々がいらっしゃるそうだから、うふふ、競きよう水すいの神がいたっておかしくはないんじゃないかなぁ？」


    「たしかに、あれは人じん智ちを超えた存在だからな。そういう意味では、神と呼んで差し支えないのかもな」


    　虎杖浜は難しい顔のままそう応える。


    「じゃあ、競泳水着の神様にお願いしましょうか。神楽岡さんを認めてくださいって」


    　絵笛部長がそう言うと、虎杖浜が腕組みを解いて立ち上がった。


    「そんなことを願っても意味はないぞ。あれはただ、資質があるかどうかを機械的に判断するだけだからな。それより、急いで片付けだ。片付けてプールに出る」


    「あ、ボク、やりますよ？」


    　そう言って愛別が手を挙げたが。


    「いや、みんなでやれ。そのほうが早い」


    「はぁい」


    「うっす」


    「すみません」


    「じゃあ、わたしは先にプールに下りてるからな」


    「お疲れ様ですっ」


    「急げよ」


    　そう言い置いて、黒い競泳水着姿の虎こ杖じよう浜はま御み崎さきは、悠然とした足取りでミーティングルームから出ていった。
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     第４章　かくて藻琴は平凡という名の鎧を脱ぎ捨てる


    



    　１


    



    「少しそこで待っていて」


    　そう言い残すと、相あいの内ない美み幌ほろは更衣室から出ていった。


    　一人残された藻も琴ことは、連れてこられた更衣室をぼんやりと見渡す。


    



    　プールの直すぐ脇わきに合宿棟とうが建っていて、更衣室は合宿棟の一階にあった。


    　そこは水泳部専用の更衣室だそうだ。


    　ずらりと背の高いロッカーが並んでいるが、現状、水泳部員は四人しかいないらしいから、大半が空あきロッカーなのだろう。


    



    　四人だけ……かぁ。いくら水泳がマイナーな競技だとはいえ、寂しい人数だなぁ。


    　春や秋は寒いし練習は辛つらいしで、他ほかの体育会系クラブに比べると人気の面で水泳部が見劣りしてしまうのは否いなめない。


    　同じ個人競技でも、まだ陸上のほうが華やかに見える。競技の種類も豊富で、中身もバラエティに富んでいるから、その分、部員の数が多い。


    　いつもプールで泳いでるから、人目につかないのよね～～、水泳部は。プールって、グラウンドの奥のほうにあることが多いから。


    　たしかに、グラウンドの中央にプールのある学校なんか見たことがない。


    　グラウンドや体育館、講堂などは一般の生徒も頻ひん繁ぱんに使うし、使わなくても通りかかるから、そこで活動しているクラブは生徒に認識され易やすい。


    　しかし、プールは年に二、三回、体育の授業で使うだけ。それ以外にプールを使うことなどないし、一般の生徒がプールサイドを歩く機会もない。プール自体が生徒に意識されることがほとんどないのだ。そこで練習している水泳部など、言わずもがなである。


    　中学の水泳部だって、藻琴が三年生のときは、三学年合わせても、男子が五人、女子が六人しかいなかった。


    　どちらも、リレーやメドレーリレーに出るのにギリギリの人数だ。


    　部員の中の一人でも風か邪ぜをひいたり熱を出したりすれば、とたんにリレー要員の確保が難しくなるという部員数。


    　よほどの強豪校でもなければ、どこの水泳部も似たり寄ったりではあった。


    　だから、天あめ乃の宮みや学院女子高の水泳部が四人だということ自体、藻琴はそれほどショックではなかったのだが、大会に出られないという点に関しては、少しばかり、いや、大きなショックを受けた。


    　だって、それじゃ練習する意味がないじゃない？


    　と、藻も琴ことはそう思う。


    　目標＝大会がないのに、あの辛つらい練習を毎日繰り返していくというのは、精神的な意味で、なかなかハードルが高そうだった。


    　どうしようかなぁ。って、いや、それは理由を聞いてから考えればいいか。
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    「お待たせしたわ」


    　相あいの内ないの声がして藻琴は我われに返る。


    　ロッカーに囲まれたスペースに置かれているプラスチック製の青いベンチに座っていた藻琴が振り返ると、水着と水泳帽を右手に持った相内が立っていた。


    　彼女はいつもの青い競泳水着に身を包んでいる。


    　水泳部の更衣室という限定条件下で見ると何も不思議な感じがしない。


    　同じ物を着ていても、周囲の状況次第で当然の恰かつ好こうになったり異様な恰好になったりするという典型例だった。


    　藻琴の視線が、相内の着ている極薄超ハイレグ競泳水着から彼女が手に持つ水着へと、吸い寄せられるように動いた。


    　黄色だ。また随ずい分ぶんと派手な色の……。


    　藻琴の視線に気がついたのだろう。


    「ええ、そうよ。はい、これを使って」


    　と相内が右手の水着と白い水泳帽を差し出してきた。


    「水着、黄色なんですね」


    「そう。色つきのはもうこれしか残っていないの」


    　藻琴は受け取った黄色い競泳水着を矯ためつ眇すがめつしてみる。


    「これって、水に濡ぬれたら透すけたりしませんか？」


    　黄色い水着は白い水着に次いで透け易やすい、というのが定説だ。


    　そしてもちろん、競泳水着はバスト部分にインナーカップなど付いていない。


    「白のほうがよかったかしら？　白なら、予備のが一つ、あったような気が……」


    「もっと透けますよねっ！　透けまくりですよねっっ!?」


    　相内が、くすり、と笑った。


    　笑っているのにあまり表情が変わらないのが、ちょっと不気味である。


    「大丈夫。この水着は特殊な素材でできているから、そう簡単に透けたりしないわ。わたしのだって、ほら」


    　そう言って相あいの内ないは、自分の水着を抓つまんで、ぐにゅっと引っ張ってみせた。


    　青ですからね～～。白や黄色や赤のほうが透すけますからね～～。まぁ、大丈夫って言うなら大丈夫なのかな。実際、キャプテンも赤い水着だったし。透けるなら、あんなの着てないよね。よね？　けど、それにしても薄いな～～。


    　相内が抓んでいる部分を見ると、本当に薄い生地だ。


    　ミリというより、ミクロンといった単位を使ったほうがよさそうである。


    　ま、いいか。透けないかどうかは、泳ぐ前に濡ぬらして確かめればいいんだし。とりあえず、これ着て泳いでみよう。ここ、五十メートルプールだし、思い切り泳いだら気持ちよさそうだもん。


    　と思った藻も琴ことは水着と水泳帽をベンチの上に置いて制服のボタンを外し始めたのだが、そこでふと手を止める。


    　相内が自分のほうをガン見しているのに気づいたからだ。


    「……あのぅ、相内さん？」


    「何かしら？」


    「どうしてそんなふうに、わたしの着替えを凝ぎよう視ししているのでしょうか？」


    「え？　気のせいだと思うわ」


    　相内はしらっとそんなことを言うが、彼女の視線は藻琴にロックオンされたままだった。
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    「気のせいじゃないですよ。今だって、こっち見てるじゃないですか」


    「自意識過剰なのかしら。それとも視線過敏症？」


    「違いますよ！　着替えるところを凝ぎよう視しされたら、誰だって気にしますよ。お願いですから、あっち向いててくださいよ」


    「どうして？　べつにいいじゃない。女同士なんだもの」


    「いくら女同士だからって、そんなふうにマジマジと見つめられたら、恥ずかしいじゃないですか」


    「そうかしら」


    「そうですよ。それとも相あいの内ないさん、自分が水着に着替えるところを誰かに凝視されても平気だと言うんですか？」


    「わたしは着替えないから、その質問には答えようがないわ」


    「……は？」


    「ああ、なんでもないわ」


    　いえ、水着に着替えてるじゃないですか……って、そういえばこの人、どこで着替えているのか聞いてなかったな。朝のホームルームでもう水着になっているんだから、ここで着替えて教室に来るのかと思ったけど、「着替えない」ってことは、もしかして家で水着に着替えて、水着の上に制服を着て学校に来るってことなのかな？　たしかにそれなら学校で着替える必要はないけど。


    　そこで藻も琴ことは肝心かつ重大なことに気がついた。


    　いえ待って！　じゃあ帰りはどうするの？　泳いだあとは着替えるよね。だってジャストコシティの本屋さんには制服で現れたじゃない。あれって、着替えたんじゃないの？　まさか、あのとき制服の下は競泳水着だったの!?　いやでも、いくらなんでも濡ぬれた水着の上に制服を着て帰りはしないよね。どういうことだろ～～。


    　混乱した藻琴が、顔を相内に向けたまま内心でしきりに首を捻ひねっていると。


    「まぁ、神楽かぐら岡おかさんがそこまで言うのなら、わたしは向こうを向いているけど」


    「あ」


    　藻琴の意識が現実に戻ってきた。


    「ええ、お願いですからそうしてください」


    　相内が背中を向けた隙すきに、藻琴は大急ぎで制服を脱ぎ、スカートを下ろし、そこで一いつ旦たん動きを止めて相内の様子を窺うかがう。


    　藻琴が脱いだのを見計らってこちらを向くとか、そういう嫌がらせをする様子はない。襲いかかってくる様子もない。


    　って、それはそうよね。萩はぎ野のじゃあるまいし。


    　藻琴も回れ右して相内に背中を向けると、素早くブラを外し、チラッと背後の相内の様子を確認し、素早くぱんつを下ろし、またもやチラッと背後の相あいの内ないの様子を確認し、素早く両足を水着に通した。


    



    　水泳部で着替えるとき、体にバスタオルを巻き付けたりはしない。


    　中学のときはいつも、こんなふうに、ぱっと脱いで、ぱっと着ていた。


    　みんながそうしているので、とくに恥ずかしいと思ったこともない。


    　そもそも先輩たちがそうやって着替えていたから、倣ならうしかなかった。


    　一年生がバスタオルなんかを体に巻いて優雅に着替えたりすれば、先輩たちが襲いかかってきて、バスタオルを剝はぎ取られるのがオチだった。


    　剝ぎ取られるだけならまだしも、触られたり揉もまれたりするものねぇ。


    　水泳部に入ったばかりのとき、バスタオルを使って着替えて、同級生と一緒に先輩から触られたり揉まれたりして以来、藻も琴ことは着替えにバスタオルを使うのを諦あきらめていた。


    　自分が二年生になって新入部員が入ってきたときは、三年生の先輩と一緒に、バスタオルを使って着替えた一年生を触ったり揉んだりしたものだ。


    　三年生になったときは、部長になった同級生と共に、バスタオルを使って着替えた一年生に襲いかかったものだ。


    　率先して一年生を襲うことこそなかったが、可哀かわい相そうだから許してあげましょうと言ったこともない。藻琴の人生訓は、長い物には巻かれろなのだ。寄らば大樹の陰なのだ。朱しゆに交われば赤くなるのだ。


    　ただし、無意味な迎げい合ごう、無節操な追つい従しようとは違う……と自分では思っている。


    



    　全裸になって両足を水着に入れた藻琴は、もう一度、素早く背後を窺うかがう。


    　相内は、こちらに背中を向けたままじっと立っているので一安心だ。


    　藻琴は急いで水着を引っ張り上げる。


    　競泳水着の場合、ここからが大変だ。


    　とにかくぱっつんぱっつんなので、太ふと腿ももやらウエストやらが水着に引っかかる。


    　競泳水着は小さめの物を着るのが常じよう道どうなのだ。


    　大きめ（緩ゆるめ）の水着では水が水着の中に入ってきて、泳ぐ際に抵抗が大きくなってしまう。それでは競泳水着を着た意味がない。


    　藻琴はずりずりと水着を引っ張り上げ、まずは太腿を完全に通した。


    　まだ水着の上部は腹部に留とどまっているので、このときは海パン状態だ。


    　本来なら、そこから腕を水着に通すのもまた一苦労なのだが、藻琴がいつも着ている自前の競泳水着よりもずっと柔軟性に富んでいて、肩紐ひもを引っ張り上げて腕を通すのは、思ったほど苦労はしなかった。


    　あれ？　最初は凄すごく抵抗があったのに、最後は意外とすんなり着られたよね。不思議だな。まぁでも、それはともかく。


    　藻も琴ことはバストを水着の所定の位置に入れて整え、お尻しりの収まり具合も確かめ、最後に肩紐ひもの位置を決める。


    　これでようやく着用完了だ。


    　最後に水泳帽を被かぶった藻琴は、首を斜め前に倒して自分の体を見下ろしてみる。


    　水着がウエスト近くまで切れ上がっているのが見えた。


    　これ……やっぱ凄いハイレグだなぁ。


    　元々が水泳部員である藻琴は、とりあえず三角ラインの処理をしているのでなんとかなっているが、何もしていない女子がこの競泳水着を着たら、きっとおそらくたぶんハミ出してしまうのではないだろうかと、そう思えるくらいの超ハイレグだった。


    　藻琴がそっと振り返ると、相あいの内ないはまだ背中を向けていた。


    「お待たせしました」


    　と声をかけると、相内がくるっと振り返った。


    　彼女は藻琴の肩辺りから爪つま先さきにまで視線を走らせたあと、


    「どうかしら、着心地は？」


    　と訊きいてきた。


    「着心地は……抜群です」


    　という藻琴の返答はお世辞でもなんでもない。本当に着心地がよかったのだ。


    　これだけフィットしているのに締めつけ感がほとんどないし、凄く軽いし。


    　締めつけ感はないわ、軽いわで、何も着ていないのではないかと錯覚してしまいそうになるほどだった。


    　……本当に着てるよね。


    　不安になった藻琴は、二度、三度と、自分の体を見下ろす。


    　着てる。間違いなく着ている。特別な素材だって言ってたけど、こんな感覚、たしかに初めてだなぁ。肌触りも凄く滑らかだし、表側もすべすべ。最新のハイテク素材を使っているんだろうけど、日本水連の承認は得ているのかな。


    「着心地は、いいのね？」


    「はい、最高ですよ、これ」


    「本当に？」


    　え？　どうして念を押すのかな？


    「……あの、ええ、素晴らしい着心地ですけど……何か問題が？」


    　相内は、そう、と短く呟つぶやいた。


    「神楽かぐら岡おかさん、合致したのね」


    「合致したっていうのは大げさな言い方ですけど、ええ、サイズはぴったりですよ。ちょっとハイレグ度が高すぎる気がしないでもないですけど」


    　わたしが言いたいのはサイズのことでもハイレグの度合いのことでもないのだけど。それはいま言っても仕方がないわね。


    　相あいの内ないは、もう一度、そう、と言って頷うなずいた。


    「神楽かぐら岡おかさんが着心地がいいというのなら、問題ないわ」


    　……問題ってなんだろう。相内さんの物言いって、何かこちらの不安を搔かき立てるなぁ。


    「では、プールに行きましょうか。先生や先輩が待っているわ」
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    　相内に連れられて藻も琴ことがプールに下りてみると、虎こ杖じよう浜はま先生と部員三人は、プールサイドで準備運動をしているところだった。


    　黒い競泳水着の虎杖浜御み崎さき先生。


    　真っ赤な競泳水着の絵え笛ふえ美み深みキャプテン。


    　ピンクの競泳水着の茅かや沼ぬま瑞みず穂ほ二年生。


    　緑の競泳水着の愛あい別べつ美み留る和わ一年生。

  


  [image: ]



  
    　極薄超ハイレグの競泳水着に身を包んで足を開いたり曲げたり屈かがんだり反そったり跳んだりしている様さまは、なんというか、かなり危ない絵だった。


    　男子がいたら垂すい涎ぜんの的まとだよね。もっとも、危ないという点では男子の競泳用ビキニ海パンも負けていないと思うんだけど。


    



    　女子の競泳水着も体のラインが完全に出ちゃってて、乳首の位置がわかっちゃったりするのだが、男子のビキニ海パンも、アレの位置がわかるどころか、形状がくっきり浮き彫りになっちゃったりしているので、これはもうお互い様という感じである。


    　女子のむだ毛ははみ出さないように処理すればいいのだが、男子のアレは取ったり外したりできないはずで、あんな小さな海パンなのに、はみ出しちゃったりしないのだろうかと藻も琴ことは心配したものだ。そして、今でも密ひそかに心配している。


    　もっとも、今だと膝ひざまであるスパッツタイプの競泳水着を着る男子も増えているので、余計な心配かもしれないが。


    　それとも、泳いでいるあいだは自制心が働いて大きくならないのかな……って、何を考えているの、わたしは！　そういうことじゃなくて！


    



    　脳裏を過よぎった妖あやしい絵柄を頭から振り払おうと、藻琴はぶんぶんと頭を左右に振った。


    「お、来たな、神楽かぐら岡おか」


    「あぁぁ、お、遅くなりました」


    　赤い顔を見られないようにと俯うつむき加減にした顔を、藻琴はさらに下に向けて頭を下げた。


    「わたしらは、ちょうどいま準備運動が終わったから、適当にアップするわ。おまえも相あいの内ないと準備運動を済ませたら、適当に泳いでくれていいぞ。コースは一コース空あけておくから」


    　そう言って虎こ杖じよう浜はまは、頭に載せていたゴーグルを装着する。


    　ゴーグルを装着するかどうかは人それぞれで、いわば好みの問題だが、水中で目を開けると塩素が染しみることがあるので、藻琴はゴーグルをして泳ぐほうが好きだった。しかし、今回はゴーグルを貸してもらっていないので、我慢するしかない。


    　こんなことなら自前のゴーグルや水着を持ってくればよかったなぁ。でも、まさかいきなり泳ぐことになるとは思わなかったし。


    　慎み深い藻琴は、ゴーグルも貸してくれとは言いだせない。


    　それどころか、


    「せっかくの練習なのに、お邪魔をしてしまってすみません」


    　と頭を下げるのだった。


    「気にするな。どうせ練習なんて、していても、していないようなものだ」


    「あ……はい……」


    　虎こ杖じよう浜はまの言うことも意味がわからない。


    　いったい、この人たちは何を言いたいのだろう。あるいは何を隠しているのだろう。


    　が、そんな追究をするほど藻も琴ことは独りよがりではなかった。


    　相手が言いたくないことを無理に訊きき出すのは気が引けるし、もし言うべきことだったら、訊かれなくても先方から説明があるだろう。


    　藻琴が黙って準備運動を始めると、その隣で相あいの内ないも準備運動を始めた。


    　プールに水飛沫しぶきが、立て続けに四つ上がった。


    　虎杖浜先生と絵え笛ふえキャプテン、それに茅かや沼ぬま瑞みず穂ほ先輩、愛あい別べつ美み留る和わが飛び込んだのだ。


    　水は冷たそうだけど、気持ちよさそうだなぁ。


    　四人しかいないから、一人一コースを独占だ。


    　虎杖浜先生は豪快なクロールで泳いでいる。


    　絵笛キャプテンは、意外なことにバタフライで泳いでいた。


    　そうか。巨大な胸に気を取られていたけど、そういえばキャプテン、胸から肩の筋肉が発達していたなぁ。


    　二年の茅沼先輩はバックで泳いでいる。


    　一年の愛別は、最初、バタフライで泳いでいたが、途中でくるりと体を回転させて、今度はバックで泳ぎだした。


    　個こんメなのかな？


    　個こ人じんメドレーとは、バタフライ→背泳ぎ→平泳ぎ→クロールという順番で、一人で四種類の泳法を駆使して泳ぐ種目である。


    



    　ちなみに。


    　個人メドレーとメドレーリレーは泳ぐ順番が違っている。


    　メドレーリレーの場合は、背泳ぎ→平泳ぎ→バタフライ→自由形の順番である。


    　何な故ぜかというと、背泳ぎは水中からスタートするので、第二泳者や第三泳者が背泳ぎだと、泳いでくる前の泳者と衝突してしまうのだ。


    　ただし、メドレーリレーに限り、最終泳者は既出の三泳法（背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライ）で泳いではいけないことになっている。そうなると、速さを追求する以上、必然的にクロールで泳ぐしかない。


    　という無駄知識はともかく。


    



    　となると、相内さんは平泳ぎなのかな？　背泳ぎなのかな？


    　藻琴が、隣の相内をチラッと見やると。


    「終わったのかしら？」


    「あ、はい、終わりました」


    「じゃあ、泳ぎましょうか」


    「はい、よろしくお願いします」


    「最初に言っておくけど、いきなり全力で泳いだりしないで。いいかしら？」


    「ええ、わかっています。っていうか、泳ぐのは久しぶりなので、全力で泳ごうとしても無理ですよ」


    「そう。なら、いいわ。まずは消毒槽そうに浸つかりに行くわ。ついてきて」


    　そう言って、相あいの内ないはプールサイドから下へ通じる階段を下りていく。


    　そうだ、そうだ。消毒槽に浸かれば、水着が透すけないかどうか確認できるよね。


    　相内に続いて裸足はだしで階段を下りた藻も琴ことは、相内が浸かっている消毒槽に足を入れ、腰までを水に浸ける。


    　うっ、冷たい。


    　冷たいけど、この刺激が気持ちいいのだ。


    　塩素濃度の高い水に肩まで浸かってから、相内が出ていった。


    　藻琴も肩までを水に浸けてから立ち上がり、下を見て水着の様子を確認する。


    　胸の頂点のポッチの位置はわかってしまうが、透けたりはしていなかった。


    　さらに下を覗のぞき込む。


    　股こ間かんに黒い翳かげりが見えたりはしていなかった。


    　これなら、ぎりぎりセーフ……かな。


    　透けやすいことで定評のある黄色い水着だったから藻琴はかなり不安だったのだが、透けていなくて安心した。


    　それにしても、なんだろ、足を入れたときは冷たかったのに、肩まで浸けてもあまり冷たさを感じなかったな。


    「神楽かぐら岡おかさん」


    　相内に呼ばれて、藻琴は慌あわてて消毒槽から飛び出した。
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    　先ほど下りた階段を上って再びプールサイドに立った相内は、そのままスタート台のほうへ歩いていく。


    　藻琴も彼女のあとについて、スタート台の後ろに立った。


    　虎こ杖じよう浜はまが第二コース、絵え笛ふえキャプテンが第四コース、茅かや沼ぬま二年生が第五コース、愛あい別べつ一年生が第三コースで泳いでいる。


    「わたしは六コースで泳ぐわ。神楽岡さんは七コースを使ってもらえるかしら」


    　さすがに五十メートルプールだけあって、コースは第八まである。公式競技に使えるプールという話だから、それも当然か。


    「わかりました。使わせていただきます」


    　と藻も琴ことが応こたえると、相あいの内ないはなおも注意をしてきた。


    「いきなり飛び込まないでね」


    　子供じゃないんですから、そう何度も言われなくても。


    　と思った藻琴だが、その程度で嫌な顔はしない。


    「わかっています」


    　と応えてスタート台に片膝ひざをつき、上体を乗りだして手で水を掬すくい、肩や胸にばしゃばしゃとかける。


    　手や足は水の冷たさを感じるのに、胸に水をかけてもあまり冷たくはないのが意外だ。


    　消毒槽そうのときもそうだったけど、これも特別な素材とやらの効能なのかな？


    　なんにしても冷たさを感じ難にくいのは歓迎である。


    　藻琴は足先から水の中に体を落とし、水中に立つ。


    　胸までが水に沈んでいる。


    　思ったほど冷たくないのが、やはり意外ではある。


    　それにしても久しぶりだ、この感じ。気持ちいいなぁ。


    　水が全身を押し包むこの感覚が藻琴は大好きだった。


    　やっぱり自分は泳ぐのが好きなんだと、藻琴はそう自覚する。


    　さて、まずは軽く泳いでみますか。


    　プールの底を軽く蹴けって体を浮きあがらせ、上体を前に投げだすようにして水の中に全身を沈めると、足の裏を壁につけ、少し強めに壁を蹴って水中を進んだ。


    　水中では手を真まっ直すぐに伸ばして水の抵抗を少なくするのだ。


    　体が軽い！


    　久しぶりに泳ぐにしては随ずい分ぶんと体が軽く感じられて、藻琴は驚いた。


    　腕をかかず軽くキックしただけなのに、浮きあがってみたら十メートルも進んでいたので、藻琴はもう一度驚いた。


    　なんか、凄すごく調子いい？　早く全力で泳いでみたい感じだけど、いやいや、落ち着くんだ、わたし。


    　泳ぐのは二週間ぶりくらいだし、そうでなくてもまだアップの段階だ。いきなり全力で泳ぐなんてことをしてはいけないと、藻琴は自制心を働かせる。


    　まずは軽く泳いで、水を摑つかむ感覚を取り戻すのが先決よね。


    　ゆったりと体を浮かせた藻琴は、試しに抜き手を切り、軽くキックを開始する。


    　掌てのひらが水をキャッチしてる感覚がある。キックの推進力が体を押している感覚がある。


    　うわ、なんだこれ。全然ブランク感じないぞ!?　っていうか、むしろ前より上う手まくなってるみたいな？　どうなってるんだろう。


    　疑問に思いながらも、あまりに気持ちよく泳げるので、藻も琴ことはあっという間に反対側の壁に到達してしまった。


    　そのまま足を上げ、体を回してターンをし、今度は思い切り壁を蹴ける。


    　手を真まっ直すぐ前に伸ばすと、体が水を切り裂くような感覚に包まれる。


    　水中でキックを始めると、ぐいぐいと体が進んでいく。


    　藻琴が頭を水上に出すと、壁から十五メートル付近まで進んでいた。


    　どうなってるのかな。いくらなんでも進みすぎじゃない？　気持ち悪いくらいに体が軽いし水の抵抗も感じない。しっかり水をキャッチできてるし、しっかり水をキックできてる。


    　藻琴が気持ちよく泳いでいると、いつの間にか虎こ杖じよう浜はまと四人の部員がプールサイドに上がっていた。
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    　五人はゴーグルを外し、七コースのスタート台の後ろに立って、泳いでいる藻琴を見つめる。


    「もう間違いないな」


    　と虎杖浜が呟つぶやくと、絵え笛ふえキャプテンが大きく頷うなずいた。


    「ですね。神楽かぐら岡おかさん、選ばれた人……みたいですね」


    「あるいは、祝福された人というか」


    　愛あい別べつがそう言うと、茅かや沼ぬまが肩を竦すくめる。


    「どちらかっていうと『呪のろわれた人』じゃないの～～？」


    　虎杖浜が乾いた笑いを漏もらす。


    「ははは、言えてるかもな。が、いずれにせよ、彼女が五人目の部員だ」


    「こんなに早く五人目が見つかるとは思いませんでしたね、先生」


    「だな。いい意味で予想を裏切ってくれたな。さて、じゃあ、タイムを取るか、絵笛」


    「神楽岡さん、きっと混乱するわね」


    「最初は、ま、しようがないな。おまえらだって混乱を来きたしただろ」


    「そうでしたね」


    　真っ赤な競泳水着の絵笛キャプテンは、にっこりと笑った。
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    「おい、神楽岡」


    　戻ってきた藻も琴ことがターンしようとすると、上から軽く水泳帽を叩たたかれた。


    　泳ぐのを止やめた藻琴がプールの底に足をつけて頭上を見上げると、上体を乗りだした虎こ杖じよう浜はまがこちらを覗のぞき込んでいる。


    「あ、はい、なんでしょうか？」


    「どんな感じだ？」


    「久しぶりなのに、すっごくいい感じです。ブランクを感じないといいますか、いえ、むしろ以前より上う手まく泳げてるような感じで」


    「だったら、ちょっとタイムを取ってみないか？」


    　と言われて藻琴は目を見開く。


    　見学に来ただけのはずが、いつの間にか泳ぐことになっているだけでも驚きなのに、その上タイムを計ると言われるとは思わなかった。なので、彼女にしては珍しく、感情が素直に面おもてに出てしまっている。


    「ええぇ？　今から、ですか!?」


    「ああ。そうすればいろんなことがわかるはずだ」


    　いろんなこと……って、なんだろう？


    　藻琴が怪け訝げんそうな表情をしているのに気づいたのか、虎杖浜が言葉を継ついできた。


    「どうしてうちの水泳部が大会に出ていないのか、とかな」


    　いえ、タイムを取ったらその理由がわかるというのが、もうさっぱりわからないんですけど。それに……。


    「あの、わたし、泳ぐの久しぶりですし、タイムを計っても、ろくな記録が出ないと思いますけれど」


    「でも、ブランクを感じないほどいい感じで泳げたんだろ？」


    「あ、ええ、それはそうなんですが……」


    「い～からい～から。どうせ遊びみたいなもんだ。全力で泳げなんて言わないさ。適当に泳いでみればいい」


    「そ、それなら」


    「いきなり百メートルはキツいだろうから、とりあえず五十メートルな。種目は、そうだな、クロールで泳いでみ」


    「わかりました」


    　藻琴はスタート台の横、プールサイドに両手をつけてプールの底を、えいやっと蹴ける。腕で体を支えて右足を上げ、右足の裏をプールサイドに載のせると、腕と足の両方を使って体を持ち上げ、プールサイドに立った。


    「じゃあ、反対側のスタート台に立ってくれ」


    　と虎杖浜に言われ、藻琴はプールサイドを早足で歩いて、反対側のスタート台に立った。


    　水温は低く、気温もそれほど高くはない。なのに、濡ぬれた体はあまり寒さを感じない。


    　足や腕は冷たいんだけど、体はそうでもないなぁ。この特殊素材、ホントに優秀だなぁ。


    「いいかぁぁ？」


    　五十メートル向こうで虎こ杖じよう浜はまが声を張りあげたので、藻も琴ことも大きな声で返事をしつつ右手を挙げた。


    「はい、いいでぇす！」


    　普段の生活では、思い切り背すじを伸ばし胸を張る姿勢を取ることなど滅めつ多たにない藻琴だが、そんな彼女もスタート台に立ったときだけは背すじを伸ばし胸を張ることができる。


    　薄皮一枚に等しい競泳水着だけを身に纏まとい、たとえそれが数十センチだろうと、いつもより高い視点から眼下に広がる透明で大量の水を睥へい睨げいするこの瞬間が、藻琴には快感だった。


    　平凡で普通で慎み深くていつも脇わき役やくである藻琴が、この一瞬だけは主役になれたような気がするのだ。


    　あ～～、もしかすると、わたしはこの一瞬のために水泳をやっているのかも。だって、泳ぎ始めちゃえば、わたしはいつもの脇役に戻るだけだもん。


    　普段なら気にかかる他人の視線も、このときばかりは気にならない。


    「位置についてぇぇ！」


    　藻琴は一つ深呼吸してから前に進み、両足の爪つま先さきをスタート台の端に引っかけるようにして立った。
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    「よ～～い！」


    　藻も琴ことは膝ひざを軽く曲げ、両手の指先がスタート台に触れるくらいまで深く腰を折り曲げる。


    　目の前にあるのは透明な水と青い水底。


    　その遙はるか向こうに目指すゴールがある。


    　反対側にいる五人の視線が自分に据すえられているのを感じるが、今はそれも嫌ではない。


    　藻琴は一瞬の楽園、仮かり初そめのスポットライトに身を委ゆだねながらスタートの合図を待つ。


    　虎こ杖じよう浜はまは人差し指に力を入れ。


    「スタートっ！」


    　大声を発してストップウォッチのボタンを押した。
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    　藻琴は反動をつけ、思い切りスタート台を蹴ける。


    　彼女の体が空中に飛び出し、そして五メートルも先で入水した。


    　え～～？　どうなってるの、今のは!?　そんなに遠くまで飛べるわけないのに!?


    　藻琴は一瞬、混乱したが、体が水に入ると本能的に手足を動かし始める。


    　両の掌てのひらが的確に水をキャッチし。


    　両足の甲と足の裏で強く水をキックし。


    　藻琴の体はぐいぐいと力強く前に進んでいく。


    　何これ？　なんなの、これ!?


    　まるで自分の体が自分のものではないみたいだ。


    　お魚になった、わ、た、し。


    　そんなフレーズが脳裏を過よぎる。


    　藻琴は自分でも信じられないほどの勢いで五十メートルを泳ぎ切った。


    　素晴らしいタイムが出た感触はある。けれど、今の泳ぎはどう考えても出来すぎだ。自分の実力を遙かに超えた泳ぎをしてしまったような違和感が残り、むしろ心地悪い。


    　プールの壁にタッチして顔を上げた藻琴が首を捻ひねっていると、上から虎杖浜の顔が覗のぞいた。


    「いいいタイムが出たぞ」


    　そして虎杖浜は、にやりと笑った。


    「自分では何秒だと思う？」


    「え……えぇと、三十秒を切るくらいですか？」


    　いくらなんでも図ずう々ずうしいかな、と思いながらも、藻琴は自己ベストと同等のタイムを虎杖浜に告げた。


    　それくらいの手て応ごたえがあったのだ。


    　ところが。


    「二十七秒〇七」


    「……え？」


    「聞こえなかったか？　二十七秒〇七だ。ブランクがあったにしては、なかなかのタイムだ。っていうか、自己ベスト更新だな？」


    「ええぇえぇ～～っっ!?」


    　藻も琴ことは驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる。


    　たしかに、それなりの手応えはあったけど、それはない。それはないよね。


    「いえ、だって、そんな、あり得ないですよ!?」


    「どうして？」


    「ど、どうしてって、わたしのベストはギリギリ三十秒を切るくらいですよ？　ブランク明けなのに、いきなり自己ベストを三秒近く短縮だなんて、あり得ないじゃないですか！　っていうか、ブランク明けじゃなくたって、そんなタイム、出せませんよ」


    　藻琴が仰天するのも無理はない。五十メートル自由形で二十七秒台が出せれば、インターハイ出場が充分に狙ねらえるのだから。


    「いや、切れるはずがないって言われてもな。泳いだのは神楽かぐら岡おかだろうが。おまえがそれだけの泳ぎをしたってことだろ」


    「あ。まさか先生、わたしを騙だまそうとしてませんか？　わたしをからかおうとしてませんか？わ～～い、自己ベスト更新だ～～とかってわたしが大喜びしたら、はぁい残念でしたぁ今のは計測ミスだったね～～、とか言ってなかったことにするんですね？」


    「わたしがそんなことをする意味が見つけられないんだがな。このタイムは、噓うそでも洒しや落れでも冗談でもないよ」


    「で……でも……」


    「まぁ、信じられないというおまえの気持ちもわかる。だから、次はおまえがタイムを計ってみろ。そうすれば、この記録が噓じゃないことがわかるだろう。納得できるはずだ」


    「え？　ど、どういうことですか？」


    「いいから。ほら、上がれ」


    　と言われて、藻琴はなんだかよくわからないまま、体を水から引き上げる。


    　そのときも随ずい分ぶんと自分の体が軽く感じられたものだが、虎こ杖じよう浜はまの言ったことに気を取られている藻琴に、その感覚を追究している余裕はなかった。


    　虎杖浜が押しつけてきたストップウォッチを藻琴が仕方なく受け取ると。


    「おい、相あいの内ない」


    「はい、先生」


    「今度はおまえが五十メートル自由形。神楽かぐら岡おかがタイム取るから」


    「わかりました」


    　ゴーグルを装着した相あいの内ないは、いつも同様、淡々とした様子でプールサイドを歩き始めた。


    



    　８


    



    　相内が反対側のスタート台に立った。


    「えぇと、あの」


    　ストップウォッチを右手に持った藻も琴ことが右う往おう左さ往おうしていると。


    「ああ、スタートの合図はわたしがやるわ。神楽岡は押すだけでいい」


    「あ、はい、わかりました」


    「いいかぁぁ、相内ぃ？」


    　虎こ杖じよう浜はまが叫ぶと、相内は黙って右手を挙げてみせた。


    「位置についてぇぇ！」


    　スタート台の上で相内が進み出て。


    「よ～～い！」


    　相内が体を折り曲げ。


    「スタート！」


    　相内の体が空中に飛び出し。


    　藻琴はストップウォッチを人差し指で押した。


    



    　ちなみに。


    　タイムを計るとき、ストップウォッチのボタンは人差し指で押すのが基本だ。親指では押さない。


    　何な故ぜかというと、親指は他ほかの指に比べて反応が鈍く、実際のタイミングよりも押すのが遅れがちになるからである。


    　選手はコンマ一秒を縮めるのに躍やつ起きになっているのに、コンマ一秒、押すタイミングがずれたら話にならない。


    　だから人差し指で押す。


    　ラップタイムを取るためのボタンが別にある場合でも、親指は使わずに、人差し指と中指で押すのが普通だ。


    　という無駄知識はおいといて。


    



    　凄すごいジャンプ力だ！


    　飛び込んだ相あいの内ないの体が入水して上がる水飛沫しぶきの位置が、普通よりもずっと手前側だったのに驚く。つまり相内が、それだけ遠くまで飛んだということだ。


    　藻も琴ことは、先ほど自分が、いつもよりずっと遠くまで飛んだことを思い出す。


    　んんん？　どういうことだろ。まさか飛び込み台に何か秘密があって……とか、ないよね、いくらなんでも。


    　惜しかった。


    　秘密があるのは飛び込み台ではなく別の物だったのだが、相内の泳ぎに目を奪われた藻琴は、それ以上の可能性を思いつけなかった。


    　速い。凄すごく速い！


    　相内は藻琴の想像以上に速かった。


    　プル（＝腕をかくこと）のピッチも早ければ、キックの威力も凄すさまじいものがある。


    　っていうかぁぁ？　あれって、あれって、いくらなんでも速すぎないぃぃ!?


    　相内はあっという間に中間線を越え、気がつけば藻琴の目の前に迫っていた。


    　藻琴は慌あわてて上体を乗りだす。


    　相内の右手が鋭く壁を叩たたき、藻琴は間かん髪はつを容いれずにストップウォッチのボタンを押した。


    　表示されたデジタルの数字を見た藻琴は、驚きのあまり腰を抜かしそうになる。


    「こ、これっ……これって……そんなバカな……」


    　表示された数字は二十秒二六で止まっている。


    　た……たしか男子の世界記録が二十秒台後半だったはずだから、相内さん、男子の世界記録よりも速いタイムで泳ぎ切ったことになるじゃない！　そんなことって……。


    　その相内は、けろりとした顔でプールから上がってきて、全身から水を滴したたらせながら藻琴のところへ寄ってきた。


    「どうだったかしら？」


    　ごくりと唾つばを呑のんだ藻琴は、もう一度ストップウォッチの数字に目を落とす。


    　やはりデジタル表示の数字は二十秒二六となっていた。見間違いではない。


    　コンマ数秒なら計り間違いという可能性もある。しかし、たとえ一秒前後、計り間違えていたとしても二十一秒台。それは女子高生が出していい記録ではなかった。


    「あ、あ、あ、あり得ない～～」


    　藻琴は、う～～ん、と低く唸うなって、その場に背中から倒れ込んでしまった。


    



    　９


    



    　気がつくと、そこは更衣室だった。


    　藻琴は水着のまま──水泳帽は脱がされている──更衣室のベンチに寝かされていた。


    「お、気がついたな」


    　虎こ杖じよう浜はまの顔が目の前にあった。


    「あれ……わたし……」


    「起き上がれるか？」


    「あ、はい、なんとか」


    　藻も琴ことのことを覗のぞき込んでいた虎杖浜が体を引くと、藻琴はのろのろと上体を起こした。


    　虎杖浜の背後には水泳部員が居並んでいて、藻琴のことをじっと見つめている。


    　ぼんやりとしていた頭が次第にはっきりしていくにつれ、藻琴は恥ずかしさと申し訳なさで顔が赤くなってきた。


    「すっすみません、みなさんにご心配をおかけしてしまって！」


    　藻琴は上体だけを起こした体勢で、勢いよく頭を上下させる。


    　虎杖浜が優しく笑いかけてきた。


    「いや、べつに気にしなくてもいい。でも、あの程度で倒れるなんて、意外と繊細なんだな、神楽かぐら岡おかは。それとも貧血か？」


    　と言われて藻琴は、どうして自分がぶっ倒れたのか、その理由を思い出す。


    「いえいえいえ。あれは誰だって驚きますよ？　だって相あいの内ないさんのタイム、男子の世界記録より速かったじゃないですか。……あ？　え？　もしかしてストップウォッチに何か細工が？　十秒くらい早いタイムが表示される？　そんな新人歓迎ドッキリカメラ的な？」


    「まぁ落ち着け、神楽岡」


    　虎杖浜が両手で、がしっと藻琴の両肩を摑つかんだ。


    「あ、すみま……せん」


    「あれは掛け値なしに相内の記録だ。そして二十七秒〇七というのも、掛け値なしにおまえが泳いだ記録だ」


    「いえ……でも……」


    「言いたいことはわかるが、黙って最後まで話を聞け」


    「は、はい」


    「じつはな、あれは水着の機能があってこそのタイムなんだ」


    「……はい？」


    「この水着はな、そしておまえの着ている水着も同じなんだが、これは人の運動能力を高めてくれる水着なんだ」


    　藻琴はジト目になって頭を引いた。


    「今日って、エイプリルフールでしたか？」


    「先生、たぶん実演したほうが早いですよ」


    　虎杖浜の背後から絵え笛ふえキャプテンの声が上がった。


    「だな」


    　虎こ杖じよう浜はまが右手を伸ばすと。


    「はい、先生」


    　絵え笛ふえが金属バットを差し出して虎杖浜に握らせた。


    「見てろ、神楽かぐら岡おか」


    　グリップの部分を右手で、ヘッドの部分を左手で摑つかんだ虎杖浜は、ふん！　と短く気合いを入れた。


    　すると。


    　めきょっ。


    　金属バットは、真ん中辺りで大きく折れ曲がったではないか。


    「えぇえぇぇぇ!?」


    　藻も琴ことは目を皿のように大きく見開いて、虎杖浜の顔と折れ曲がった金属バットを交互に見やった。


    　虎杖浜は、くの字形に曲がった金属バットを絵笛キャプテンに返すと、どうだ？　と言って藻琴に向き直る。


    　藻琴は口をぱくぱくと動かすが、うまく言葉が出てこない。


    「べつにわたしが特別に力持ちというわけじゃないぞ。次、愛あい別べつ、おまえがやってみ」


    「はぁい、先生」


    　別の金属バットを右手に持って、愛別美み留る和わが進み出てきた。


    　彼女は虎杖浜と同じように、右手でグリップ、左手でヘッドを持つと、えやっ！　と気合いを入れた。


    　ぐにゃっ。


    　曲がった。


    　またもや金属バットは、熱で溶けたガラス棒のように、簡単に真ん中で折れ曲がった。


    「な……そ……ば……や……」


    　やはり藻琴の口からはまともな言葉が出てこなかった。


    「ソフトボール部に気づかれないように、こっそり始末しておけよ」


    　と囁ささやくように愛別に言うと、虎杖浜は藻琴に向き直る。


    「いちばん小柄な愛別でも、あの程度のこと、朝飯前だ。慣れればおまえにだってできるぞ、神楽岡。どうしてかというと、この競泳水着がサポートしてくれるからだよ」


    「や…………でも…………」


    「パワーアシスト機能の付いたスーツというかロボットというか、そういうのがあるだろう？それを装着すると、普通じゃ持てないような重い荷物を持てるようになる、みたいな」


    「あ……それなら……テレビで見たこと、あります。介護の現場での実用化が期待されるとかなんとか……」


    「つまり、そのパワーアシストスーツと同じことを、この水着がしてくれているわけさ」


    「……って言われましても」


    　話についていけない藻も琴ことの顔は、なんだか泣きそうになっている。


    「重い物を持てるだけじゃない。運動機能そのものを高めてくれるんだ。だから、この水着を着た者は速く泳げる。速く走れる。高く跳べる。力が出せる」


    「……って言われましても」


    「これで我が水泳部が大会に出られない理由がわかっただろ？」


    「……え？」


    「わたしらは速すぎるんだよ。名もない女子高の水泳部員が軒並み世界記録を、それも男子の記録を更新したら、いくらなんでも不ま味ずいだろ？　まぁそれ以前に、水着のサポートを受けているから、大会に出たら反則になるけどな」


    　そ、そうだったの!?


    　思わず納得しそうになってしまう藻琴は、けれど肝心のことを忘れている。


    　仮にこれが特殊な機能を持った競泳水着だとしても、それを脱げばいいだけではないのか？脱いで普通の競泳水着で大会に出ればいいのではないのか？　という点だ。


    　しかし、あまりの急展開に驚き、まともな思考力をなくしている彼女を、なんて迂う闊かつな奴やつ、と責めるのは酷こくというものだろう。


    「だから、そうだな、競泳水着というよりも、バトルスーツといったほうが相応ふさわしいかもしれないな」


    　虎こ杖じよう浜はまの言葉に、藻琴は本能的にツッコンでしまう。


    「バ、バトルスーツって、どんな正義の戦隊モノなんですか!?」


    　虎杖浜が、ぱしいっっ！　と指を鳴らした。


    「そう！　まさにそれなんだよ、神楽かぐら岡おか！」


    「は？　何が、それ、なんですか？」


    「我が天あめ乃の宮みや学院女子高校水泳部員は、この競泳水着のおかげで超人的な能力を手に入れた。その超人的な能力を活いかすべく、日夜、正義の戦隊、競泳戦隊ミズギーズとして、街の平和を守るために活動しているのさ」


    「はぁあぁぁぁ？」


    「じつはこの競泳水着は着る人を選ぶ水着でな、誰でも着られるわけじゃないんだよ。水着に選ばれた者だけがこれを着ることができる。だから、わたしらは六人目を探していた。最後の黄色い水着を着てくれる仲間を。そこへ現れたのが、神楽岡、おまえだったわけだ」


    「…………」


    「そこでわたしは、おまえを試してみた。果たして水着を着られるのか。着られて、その機能が十じゆう全ぜんに発揮されるのか」


    　虎こ杖じよう浜はまは満面に蕩とろけそうな笑みを湛たたえた。


    「合格だ。おまえは水着を着られた。水着の機能を引き出せた。ミズギーズに相応ふさわしい能力の持ち主だとその競泳水着から認められたのだ」


    「な……な……な……」


    　藻も琴ことは酸欠に陥おちいった金魚のように口をぱくぱく動かしているが、やはりまともな言葉は出てこなかった。


    「そして改めて自己紹介しよう。わたしが競泳戦隊ミズギーズの司令官を務める、ミズギーズブラックだ！」


    　びしぃっ、と虎杖浜が自分の体を指さした。


    「そして、絵え笛ふえがミズギーズレッド！」


    「レッドです。よろしくね」


    「茅かや沼ぬまがミズギーズピンク！」


    「はぁい、ピンクだよ～～」


    「愛あい別べつがミズギーズグリーン！」


    「グリーンでぇす！」


    「相あいの内ないがミズギーズブルーだ！」


    「ミズギーズブルーよ。よろしくお願いするわ、ミズギーズイエロー」


    　もうぅぅ何がなんだかぁぁわからなぁいぃぃぃ。


    　頭を抱えて身をよじり呻うめき声を上げる藻琴だが。


    「え？」


    　がばっと顔を上げた。


    「え？　今なんて？　え？　イエロー？　え？　わたし？　噓うそ？　え？？？」


    　虎杖浜が、びしぃっ！　とサムアップした。


    　横一列に並んだ四人の部員が、さっと腕を前に伸ばして唱和する。


    「「「「ようこそ、競泳戦隊ミズギーズへ！　あなたの入隊を歓迎するわ！」」」」


    　口をぽかんと開け、虚うつろな目で宙を見上げる藻琴の肩を、嬉うれしそうな顔で虎杖浜がぽんぽんと叩たたいた。


    「ってことだから、これから街の平和を守るために一緒に頑張ろうな、神楽かぐら岡おか藻琴、いやさ、ミズギーズイエロー」


    「あ、あり得ない……」


    　それから虎杖浜は、にこやかな顔で言葉を継つぐのだった。


    「あぁ、予あらかじめ言っておくけど、その水着は一度完全に着てしまうと、そして水着に認められてしまうと、もう脱げないから」


    「あり得ないぃぃ！」


    「それと、無理やり脱ごうとすると死ぬから、気をつけてな。大事なことなので繰り返し言っておくけど、無理やり脱ごうとすると、死、ぬ、か、ら！　気をつけるように」


    



    「あぁりぃ得ぇなぁいぃぃぃ！」
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     エピローグ


    



    　１


    



    　水泳部の更衣室──。


    



    　極薄超ハイレグの黄色い競泳水着を着た神楽かぐら岡おか藻も琴ことは、同じ極薄超ハイレグの青い競泳水着を着た相あいの内ない美み幌ほろと向き合っていた。


    



    「あのう、相内さん」


    「何かしら、神楽岡さん？」


    「一つお訊ききしたいことがあるんですけど。いえ、一つというか、二つ、三つ」


    「何を訊きたいのかしら？」


    「まず最初に、ですね。こんなトンデモ水着、いったい誰が作ったんですか？　特別で特殊な素材って誰が発明したんですか？」


    「それは不明、ね」


    　藻琴が小さく仰のけ反ぞった。


    「そ、そんな適当な……」


    「でも本当なの。この水着を持ってきたのは先生……じゃなくてブラック司令だから、詳しいことは司令に訊いてもらうしかないのだけど、司令も、どこの何者が、いつどうやって作ったのかは知らないそうよ。あ、ちなみに、ミズギーズとしての活動中に『先生』と呼ぶと怒られるわ。ブラック司令とか司令官とか呼んであげて」


    　どうでもいいことに拘こだわる先生だなぁ……って、いや、それよりも。


    　本当なの、と相内は言ったが、本当に本当に本当なのだろうか。自分に明かしたくないので噓うそを吐ついて誤ご魔ま化かしているという可能性はないだろうか。


    　そんなことを疑った藻琴だが。


    「でも、この水着、パワーアシスト機能だけでなく、耐熱、耐寒、防ぼう刃じん、防弾などの諸機能を併あわせ持っているのは、紛まごうことのない事実よ」


    　耐熱、耐寒機能に関しては、相内の言葉に噓はなさそうだ。


    　冷たい水に浸つかったのに、あまり冷たさを感じなかったのを藻琴自身が体感している。


    　でもでも～～。こんなに薄くて柔らかな素材なのに、防刃防弾の機能があるとか、噓くさいよね～～。だって、爪つめで引っ搔かいただけで破れちゃいそうなほど薄いじゃない？　まぁ実際のところがどうなのかは改めて虎こ杖じよう浜はま先生に訊くしかないんだろけど。それより……司令官って呼びたくない～～。


    　藻琴は気を取り直して、次の質問に移る。


    「で、これなんですけど、体育の授業のときなんか、どうすればいいんですか？」


    「え？　水着の上に体操服を着てショートパンツを穿はけばいいだけではない？」


    「……やっぱりそうなるんですね」


    「体操服を着たくないのなら、水着のまま出ればいいだけだわ。虎こ杖じよう浜はま先生の授業なら文句を言われることはないと思うわ。他ほかの体育の先生だとしても、注意はしてくるかもしれないけど欠席扱いにはされないと思うわ」


    「着たいですよっっ！」


    「そうよね。さすがのわたしも、体育の授業を水着で受ける勇気はないわ。全校生徒の注目を集めてしまうものね」


    　授業を競泳水着で受ける蛮ばん勇ゆうがあってもですか！　っていうか、そう、それ！


    「あのう……わたしも相内さんみたいに授業を水着で受けなくちゃいけないんですか？」


    「先生もそこまで神楽かぐら岡おかさんに要求しないわ。それに先生も言っていたけど、常時水着着用がミズギーズの必須条件ではないから」


    「だったら相あいの内ないさんはどうして？」


    「どうしてかしらね。先生が言ったように、あまり他の生徒と関わりにならないほうがいいと思うから……かしら。それに、わたしみたいな真面目なだけが取り柄の女子は、他人から注目される機会なんて滅多にないから、他人の視線が意外と快感だったりするわ」


    　藻琴はひくひくと引き攣つった笑みを浮かべ、額に冷や汗を滲にじませて応えた。


    「へ、へ～～、そうなんですか。そうなんデスか」


    　ま、まぁ、相内さんの趣味嗜好はおいといて。


    　もっと切実な問題は。


    「あのう……では、ですね、これ、お風ふ呂ろに入るときとか、どうすればいいんですか？」


    「え？　そのまま入ればいいのではないかしら。水着なんだから、濡ぬれてもなんの問題もないと思うけど？」


    　いえいえ、あるでしょう、問題。


    「で、でも、体を洗うときとか、どうすれば？」


    「この水着、老廃物を分解してくれる機能が備わっているわ。それだけではなく、水着自体を洗浄する機能も付いているわ。だから、わざわざ体を洗う必要もないのだけど、そこは気分の問題、どうしても洗いたい、というのなら、ずらせばいいのではなくて？」


    「え？　ずら……す？」


    「ええ。脱げなくても、ずらすことは可能だから。だから、そうね、例えば神楽岡さんが胸を洗いたいと思うのなら、水着を、こう、ずり下ろして」


    　相内は、自分の競泳水着の肩紐ひもを外し、水着をずり下ろして胸元を露あらわにするというシーンを実演してくれた。


    　今や相あいの内ないの競泳水着は胸の下までずり下ろされていて、彼女の控え目な双そう丘きゆうと、双丘の頂点にある可愛かわいらしい桜色の乳首までが全開になっている。


    「ほら、こうして胸を露あらわにしておいてからボディソープを塗りたくればいいのよ」


    　相内は手にしたエアスポンジで、露わになった胸を軽く擦こする真ま似ねをする。


    「うわぁぁ、ななな何やってるんですかぁっ!?」


    「何って、神楽かぐら岡おかさんがどうすればいいかわかっていないみたいだから、具体的に演じてみせたほうがいいかなと思ったわ」


    「ありがとうございます。ありがとうございます。でもでも、そこまでしなくていいですから。目のやり場に困りますから。早く水着を上げてください、お願いします！」


    　藻も琴ことが必死に頭を下げているというのに、相内は困惑した顔で言い返してきた。


    「どうして神楽岡さんがそんなに怒っているのかがわからないわ。女同士なのだから、べつにいいでしょう？　それとも、こんな貧相で粗末な物は見たくないとでも言うのかしら？」


    「いえいえ、怒ってるわけじゃありませんよ、もちろん。そ、それに……」


    　急に藻琴の声が小さくなる。


    「それに、貧相だという話になると、わたしもあまり胸を張れないというか、張るほどの胸はないというか……」


    　相内が小首を傾かしげている。


    「何かしら？　よく聞こえないわ」


    「ななななんでもありません。それより、早く水着を上げてください」


    「そう？」


    「そうです。早く！」


    「やっぱり怒っているわ」


    「いませんてば」


    「そう？」


    「ええ。ですから早く水着を」


    　相内は、もそもそと水着を引っ張り上げ、肩紐ひもに腕を通した。


    「これでいいかしら？」


    「お疲れ様です……じゃなくって！　そもそも、どうして具体例にわたしが胸を洗うシーンが挙げられてるんですか!?」


    「え？　違ったのかしら？　わざわざ『お風ふ呂ろに入るときにどうすれば？』なんて訊きくから、てっきりそうだと思ったわ」


    「違いますよっっ」


    「そう？　でも、これでわかったでしょう？　あなたが百ゆ合り原はらさんに直じかに胸を触ってほしい、むしろ揉もんでほしいと思ったときは、水着をずり下ろせば可能になるわ。よかったわね？」


    「よくありませんよ！　そんなことは思わないですから、お気き遣づかい無用ですよ！」


    「そう。まだしばらくはプラトニックなおつき合いをするというわけね」


    「そういうわけでもありませんからっ！」


    　っていうか、この人がこんなエロネタ振ってくるとは思わなかったな。


    　いや、それよりも。


    　これから訊きくのは、エロネタよりも恥ずかしい下ネタになっちゃうんですけど……。


    　ごくりと唾つばを呑のみ込んだ藻琴は、眦まなじりを吊つりあげ、東京スカイツリーの展望台から飛び下りる覚悟で、そっと小声で訊いた。


    「……で、おトイレはどうすれば？　やっぱりそこまでずり下ろすんですか？」


    「ずり下ろさなくても、ずらせばいいだけだわね」


    　藻も琴ことの顔が大きく歪ゆがんだ。


    「太ふと腿ももまで下ろして下ろせないことはないと思うけど。完全に水着が体から離れてしまわなければ、外れてしまわなければ、たぶん命に別状はないと思うわ。でも、そんな面倒なことしなくても、ほら、この水着、凄すごく伸縮性が高いから、ここをこうしてずらせば……」


    　股こ間かんに手を伸ばしかけた相あいの内ないに飛びかかるような勢いで、藻琴は彼女の右腕を両手で摑つかんで動きを止めた。


    「要いりません！　実演は要りませんから！」


    「そう？」


    「そうですよっ。っていうか、人前でそんな恥ずかしいことしないでくださいよっ。見ているこちらが悶もん絶ぜつしちゃいますよっっ」


    　相内は、そうかしら？　などと言って首を捻ひねっている。


    　ああぁ、この人の感覚も全然普通じゃなかったぁぁ。


    　藻琴は頭を抱え、その場で身み悶もだえする。


    「他ほかに何か知りたいことはあるかしら？」


    　と相内に訊かれ、藻琴は涙目で顔を上げた。


    「では、最後に一つだけ」


    「何かしら？」


    「脱いだら死んじゃうって、本当なんですか？」


    「まだ脱いだ人がいないので証明されてはいないわ」


    「…………」


    「どうしても確認したいと言うのなら、神楽かぐら岡おかさんが脱いでみればいいのではないかしら？　あまりお勧めはしないけど」


    「そんな勇気は……ないですよ」


    「少なくとも、司令官が噓うそを言っているとは思えないわ。だって、あの人も水着を脱ごうとはしないのだから」


    「……さいですか」


    「それも、機会を見てブラック司令に改めて訊きいてみればいいのではないかしら。どうせ近いうちに、司令から水着の性能とかミズギーズの活動とかの詳細な説明があると思うわ」


    「そう……ですね。そうしようと思います」


    「他に何かあるかしら？」


    「いえ……とりあえず、緊急に知りたいことはそのくらいかな……と」


    　っていうか、あまり知ることはできなかった気がしますケド。


    「そう。では、何かわからないことや知りたいこと、訊きたいことが新たに出たら、いつでも遠慮しないで訊いて。わたしが答えられる範囲で教えるわ。あなたには仲間として、この先、一緒に闘ってもらいたいと思っているから」


    「はぁ……ありがとうござい……ます」


    　藻も琴ことは力なく頭を下げたが、その様さまは、お礼をしているというより、ただうなだれたようにしか見えない。


    　何がどうしてこうなってしまったんだろう。


    　わたしは日本を代表するような平凡な女子高生だったはずなのに。


    　日常から少しもはみ出さないで平々凡々と十五年間を過ごしてきたのに、気がつけば日本に六人しかいない競泳戦隊の一員になるとか、どう考えてもあり得ないんですけど～～。


    　藻琴の悲痛な魂たましいの叫びが、藻琴の心の中に響いた。


    　こんなときでも、他人への気配りから、大声で泣いたり喚わめいたりすることをつい自制してしまう藻琴だった。


    



    　２


    



    　こうして藻琴が装備していた平凡という名の鎧よろいは完かん膚ぷ無きまでに打ち砕かれ、その代わり、競泳水着型のバトルスーツを身に纏まとうこととなった。


    　藻琴が被かぶっていた普通という名の兜かぶとは頭から転げ落ち、代わりに水泳帽型のバトルキャップを被り、ゴーグル型の暗視索敵装置を装着することになった。


    　藻琴が携たずさえていた日常という名の槍やりは折れ曲がり刃こぼれし、代わりに自分の肉体で銃器や刀剣と闘うという非日常的非常識さで武装した。


    



    　とうとう藻琴の見果てぬ夢が現実になったわけだが、果たしてそれが幸せなことだったかと問われれば、彼女はこう応こたえるに違いない。


    　平凡がどれほど幸せで心安まるものだったかを、いま初めて知った。実感した、と。


    



    



    喪なくしたら、初めてわかる、実感する、


    　　　　　　　親と平凡の、ありがたさかな（by 神楽かぐら岡おか藻も琴こと）

  



  
     あとがき


    



    「競泳水着」「戦隊」「百合」。


    



    　この三つのキーワードのどれかに反応したあなたなら「買い」です。


    　などと「あとがきから読む派」の人のためのアピールを済ませておいて。


    　初めまして、舞まい阪さかです。あるいはお久しぶりです。もしくは毎度ど～も。


    



    　いやまぁ、なんていいますか、要するに、毎度毎度ファンタジーとかシミュレーションとかやってると疲れちゃうのですよ。主に精神的に。なので、たまには趣味を全開にした、本能を剝むき出しにした（笑）ネタをやりたくなったりして。


    　だがしかしけれども。


    　その手のネタをやらせてくれるところは、なかなかなくってね。


    　そんな精神的迷路を彷徨さまよっている舞阪に救いの手を差し伸べてくれたのがガガガ文庫編集部さんだったというわけ。もうガガガ文庫編集部さんに足を向けて寝られないね。札幌にいるとどの方向に小学館があるのかわからないけど。大雑把な括くくりだと南に足を向けなければＯＫ？って、南に足向けたら必然的に北枕になるから、ふつうは向けないけどな。


    



    　それはさておき。


    　本作はフィクションであり創作であり、たまに妄想であるので、登場する競泳水着はすべて空想の産物であるのは言うまでもないです。最近では高校の大会でも、膝まである新素材競泳水着が着用されてますから、もしかすると本作はファンタジーなのかもしれない。


    



    　それはさておき２。


    　皆さんは競泳水着を「競水」と略したとき、なんて読みます？　スクール水着を「スク水」と略した場合は「スクみず」で、これは異論の余地がない。では「競水」の場合はというと。「スクみず」に倣うなら「きょうみず」と呼ぶべきだろうけど、これはどうも語呂がよくない。というか語感がイマイチ。京都産のミネラルウォーターじゃあるまいし。


    　そこでわたしは「きょうすい」と読むことを推したい。うん、こちらのほうが心にすんなり落ちるよね。


    　まぁ……どうでもいいことですが。


    　では謝辞を。


    　幾つか出したネタの中から迷わずこれを選んでくださった担当Ｉ様。ありがとうございます。おかげでわたしの煩悩は少し解消された……かもしれない。


    　イラストレーターの黒くろ銀ぎん様。素晴らしい競泳水着絵をありがとうございます。本作における競泳水着占有率は九十％くらい（意味不！）なので黒銀様の競きよう水すい絵には助けられました。


    　そして「こんなタイトルでいいんですか？」という作者の腰の引けた問いに、「これでいいです。むしろこれがいいです」と堂々と応えてくださったガガガ文庫編集部に幸あれ。


    　今月のガガガ文庫ラインナップに「人生」や「ボンクラーズ」と並んでいるのを見たとき、ちょっと噴いたのは秘密です。どこへ行こうとしてるんだ、ガガガ文庫!?


    



    　さて、例によって今後のスケジュール。


    　二月に「ガブリエラ戦記」（ファミ通文庫）の四巻が出て、そのあとは五月の「乱☆恋５」（富士見ファンタジア文庫）ではないかな。その頃には本作の二巻も出したいものですね？　なんで疑問形だ。


    　では、次は「ガブリエラ戦記Ⅳ」でお会いしましょう。


    



    
      二〇一一年十二月吉日　　　舞阪　洸

    

  



  
    舞阪洸


    Kou Maisaka


    



    札幌に転居して１年と少し。いま２回目の冬を過ごしています。人間、寒さには慣れるものだね。この冬もなんとか越せそう。でも、積雪路は平気なんだけど、凍結路はとても怖い。車で走るのも歩くのも。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    競泳戦隊ミズギーズ
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